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第 7 節古墳時代の住居跡

1 概要

第 7節古墳時代の住居跡

ここでは古墳時代に属する住居跡の概要を記す。この時期の住居を検出したのは、田端地区 E 区と

寺東地区のみである。いずれも水田跡を形成する灰色粘質上・赤褐色（オレンジ色）粘質土の下位で

検出している。カマドをいくつかもった住居があり、 E 区の住居の掘形は礫層に達している。

田端地区 E 区

本分冊で報告する住居は31軒で、奈良～平安時代の住居の 5 倍である。掘り込み・カマドともしつ

かりしたものが多く、煙道を 2~3 本検出した住居がある。しかし、これらの煙道とセットとなるカ

マドが同時に使われたのではなく、設置場所を変更していると考えられる。その場合は、以前のカマ

ドを除去している。カマド本体が遺存しているのは殆ど 1 カ所である。

特殊な遺物を出土した住居として 10 • 22号からガラス玉が出土している。 9 号からは巻頭で示した

滑石製品・未製品が出土した。 14号も滑石製品を出土する。 12•35号では掌大の石が床面からまとまっ

て出土している。 32号は良好な土器のセットがある。

寺東地区

本分冊では69軒のうち、 41軒を報告する。 6 割近くの住居がこの時期に属する。本地区の古墳時代

の住居跡は、中世以後の遺構による破壊にもかかわらず、比較的遺存状態は良好である。この時期か

ら、心洞寺台地は居住地として使われていたことは、古墳時代の河川の位置を考える上で重要なポイ

ントと考えられる。北側道で検出した水田跡はこの時期に属する可能性もある。

本線敷きで 2 回調査を行った 1 aｷ 1 b号は多量の土器を出土している。 31号住居出土の滑石製紡錘

車は、側面に鋸歯状に三角形が連続し、その内部に格子目文様を刻んだものである。

35号は本地区の中で最も多量の遺物を出土した住居跡である。須恵器には杯蓋・杯身、ハソウ、短

頸壺、長脚二段透かしの高杯、提瓶、横瓶がある。土師器では杯、高杯、甕が出土している。そのほ

か、管玉を含む多菫の玉類があり、すべてを掲載できなかった。 35号は 1 号溝によって南側半分を破

壊されている。以上のほか、 43号からは耳環が出土している。全体に須恵器の出土が多い。
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2 田端地区 E 区

田端 E 区第 4 号住居跡（第899 • 900図、図版294 • 334) 

0 ライン •71km017m付近で検出したc 確認面は第10層で、水田面よりも下位にある。 1 号集石と一部

重複している。本住居は E 区の側道敷きの西端で検出したもので、全体のプランは確認できず、北西

隅が調査区内にあった。覆土は自然に堆積している。壁は20cm前後が遺存しており、調査区壁ではほ

ぽ垂直に立ち上がる。床面は平坦で、南側の床面は堅く締っていた。主柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出し

ていない。カマドは上層からの攪乱によって破壊されていたが、北東隅の調査区壁直下に焼土が分布

しており、ここがカマドのあったところと考えられる。床面を形成する土を剥がすと、下から礫層が

現れ、その礫を掘り抜いてピット 1 • 2 が掘り込まれていた。両者とも 30cmほどの深さをもっている。

遺物は覆土から土器片が、床面から楕円形の石 3 個が床下から土器片と鉄器が出土した。第900図 1

は中央ピット 1 内から、 2 は西辺南端壁際から、 3 は西辺寄り中央からそれぞれ出土した。

時期は 8 世紀代とみられる。

田端 E 区第 5 号住居跡（第901 • 902図、図版295)

0 ライン・ 71km032m付近で検出した。確認面は第10層である。 3 • 5 号溝と重複しており、本住居の

方が古い。東半部はカマド本体も含めて 5 号溝によって失っている。北西隅・南西隅を検出した。北

辺332cm、西辺357cm、南辺233cmが遺存していた。また、 5 号溝の東側には、煙道の一部を検出した。

覆土は自然に堆積している。壁は25cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。

主柱穴・貯蔵穴は検出していない。壁溝は北辺から南辺まで連続的に検出した。カマドは本体を失っ

ているが、煙道の一部が遺存していた。長さ 95cm、幅30cmほどで、先端に向かって細くなる。

遺物は南西隅付近で何点か出土したほかは、覆土出土のものである。第902図 1 は西辺南寄り壁溝内

から、 2 は南西隅床直上からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

田端 E 区第 6 号住居跡（第903~907図、図版295 • 334 • 335) 

0 ライン •7lkm035m付近で検出した。確認面は第10層である。 2 号住居・ 3 号溝と重複しており、本

住居の方が古い。南半部を 3 号溝に切られ、南辺は調査区外にあるため、北東隅・南東隅を確認した

のみである。覆土は自然に堆積している。壁は30cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。床面は中央部

が堅く締っており、周辺部は軟らかく、やや高くなる。主柱穴・壁溝は検出していない。カマドは北

辺に 2 基検出した。東側を Aカマド、西側を B カマドと呼ぶ。 B カマドは煙道のみ遺存し、長さ 120cm

を検出した。カマド前の焼土等は検出していない。 Aカマドは袖部の床面直上の某部が遺存しており、

焼土・炭化物の範囲を確認した。貯蔵穴は楕円形を呈し、北東隅に検出した。中から 10~20cm大の石

が10個ほど出土している。

888 



第 7 節古墳時代の住居跡

!> /:i:, 

; や 決 「 ーー、、 \ \ 1 暗褐色土小石・炭化物
囲田 攪乱焼、土分布 2 暗褐 を含む

I , --,, 色土粘質

／ノ‘、一------ー一 炭化物・灰の小プロックを

3 含む
床下の土 — の層ー の直下

は礫層

讐'
A

、

少
[

襲ぶ

田端遺跡 田端地区 E 区 4 号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 20~26

長軸方位一

カマド位置 （北辺） 対称軸方位一

その他北西隅のみ検出

ピット 1 : 48 X 38 •深さ 29

ピット 2 : 57X58以上・深さ 28

アゼ
水田面

B
 

B' 

2三三竺□届―
3 

c
 

D
 〇ピット 1

掘形

A
 

発掘区外

発掘区外

e C
、

D
 

D' 

゜

水糸高さ 72.900m 
1 : 80 4m 

第899図 田端地区 E 区 4 号住居跡

889 



第V章遺構と遺物

I I 

こ l~l 

゜

。
]
-

3
 
1
l
 

15cm _ 
I : 

~3 
第900図 田端地区 E 区 4 号住居跡出土遺物

切

I は1

A

l

 

B
、

/

/

 

グ。

.,-・....`•→―`9’ 令

)亨謬苓疇i-• `~' ·ー・・：こ "•・. :....こ~．．．‘‘ヽヽ

‘―`‘··--”でマ・-:--•`~ 1 0• 9t •. ; ^＇ぷ戎9元：で｀'起ぶ：
•..... ·.·.·、·． c• • 

ぷ：こ．｀参委誌•
＇一穿．9さ去姦込ぢぇ之
…·｀｀,...ー・←一吐缶ここj 1 

’ 
A

[

 

0 2 

ui 

Q| 

A 1 A' 
、に―三＿＿ーロ二二こ 。
4 4 

饗
a
i
r
g

1 : 2 

10cm 

田端遺跡 田端地区 E 区 5 号住 （単位cm)

平面形ー規模 383X

面積ー壁高 23~30

長軸方位一

壁溝幅 15深さ 8

カマド位置東辺対称軸方位 N80゜ E

1 明灰褐色土

2 暗灰褐色土

3 明褐色土

4 暗灰褐色土粘質

水糸高さ 72.700m
1 : 80 4m 

第901図 田端地区 E 区 5 号住居跡

0 1 : 3 6cm 

一
I 

( 2 m
 
c
 

0

1

5

 

第902図 田端地区 E 区 5 号住居跡出土遺物

890 



第 7 節 古墳時代の住居跡

切厄

4
 

/~J 

` -/‘ 

べ
\0|て焼土

ヽ

E' 

a
 
_
 

3
 

ホ
’

操
も

咲

ピット 1

゜
E
 

E' 

i:ol 

叫

ul 

ul 

61 

i::l I 

H H' 

一

田端遺跡 田端地区 E 区 6 号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積一壁高 28~37

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 Nl53゜ E

A 焚口部幅ー燃焼部 (54 X58) 

煙道部幅 35 長さ 161

角度ほぽ水平

構築材粘上

カマド位置東辺対称軸方位 Nl46"E

B 煙道部幅 37 長さ 120

角度ほぽ水平

貯蔵穴位置北東隅 平面形楕円形

上バ 75X57 下バ 54X48 

深さ 23

その他ピット 1 : 44 X35 ・深さ 31

2
 

暗茶褐色土

暗褐色土

黄褐色土プロック・炭化

物粒子を含む

灰褐色土プロックを含む

:• A' 

二
゜ 1 : 80 4m 

I'Tl 
10 

G
、

I
 

2
 

F
、

A カマド

1 黄褐色土

2 灰

3 焼土 灰を含む

4 焼土プロック・黄褐色土プロック・灰の混合

5 焼土

6 灰褐色土

B カマド

1 黄褐色土

2 焼土

3 黄褐色土

4 焼土

5 灰

6 黄褐色土

7 褐色土

砂質

黄褐色土プロック・焼土粒・灰を含む、掘形フク土

砂質

砂質プロック、炭化物・褐色土プロック・焼土プロックを含む

灰を含む

焼土粒を含む

砂質、炭化物・焼土プロックを含む

粘質、黄褐色土プロック・焼土プロックを含む、掘形フク土

゜

水糸高さ 72.600m
1 : 40 2m 

第903図 田端地区 E 区 6 号住居跡(1)

891 



第V章遺構と遺物

第904図 田端地区E 区 6 号住居跡

I._ 

掘

‘
外

区

I, 

I--: I-
I, 

゜
水糸高さ 72.600m
1 : 80 4m 

第905図 田端地区E 区 6 号住居跡 (2)

北東隅の床面をみると屈曲点があり、 A•B

両カマドの遺存状況を勘案すると、 B→A カマ

ドの順に新しいと推定できる。北辺は B カマド

に伴う北辺と考えられ、 Aカマドの右袖基部は

屈曲点の南側に連なると考えられる。以上のこ

とから、始めに B カマドと北辺とで形成される

住居が営まれ、次に比較的短い時間をおいて（拡

張された可能性もある） Aカマドをもつ住居が

作られたと推定する。

床面を形成する土層を剥ぐと、床下からいく

つかのピットと、浅い掘り込みが現れた。小さ

なピットがB カマドの前にあり、また南東隅は

浅く掘り込まれていた。

遺物は B カマド前の床面から土器片が、カマ

ド前の床面近くから拳大～人頭大の石が多数出

土した。第906図 1 は南辺西寄り床直上から、 2

は北辺壁際床面のAカマド右から、 3 は A カマ

ド右脇床面から、 4~7 • 9 は B カマド前床面
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から、

第 7 節

8 は B カマド前床直上から、 10は東辺北寄り床面からそれぞれ出土した。

古墳時代の住居跡

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころと考えられる。

こ口三
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第906図 田端地区 E 区 6 号住居跡出土遺物（ 1)
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第V章遺構と遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

田端 E 区第 7 号住居跡（第908~910図、図版296 • 335) 

0 ライン・ 7lkm042m付近で検出した。確認面は第10層である。 37号住居、 5 号土坑、 1 • 2 号溝と重

複している。これらは37→ 7 → 5 → 1 • 2 号の順に新しい。全形のプランを確認できた少ない例であ

る。覆土は自然に堆積している。壁は高さ 40cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦

で、中央部がややくぼみ、堅く締っている。主柱穴とみられるピットは検出していない。壁溝は南東

隅を除き、ほぽ全周する。カマドは東辺中央に設置されていた。燃焼部が壁の内部にあるタイプであ

る。燃焼部と煙道部との境には約10cmの段がある。右袖部には立てた状態で石が据えられたまま出土

した。左袖部の前には長さ 35cmの石が床面から出土した。貯蔵穴は南東隅の楕円形を呈するピットと

考えられる。カマドに対向する西辺中央部で、住居長軸線に乗るピットが住居壁に半分掛かった状態

で検出した。

遺物は住居中央部からの出土が多い。第910図 1 • 7 は中央床直上から、 2 は南西隅床面から、 3 は

カマド左前床面から、 4 はカマド前床面から、 5 • 8 は中央南寄り床面から、 6 は中央西寄り床面か

ら、 9 はカマド前中央床直上からそれぞれ出土した。ほかに、カマド内・カマド掘形・南辺中央壁際

の覆土からそれぞれ 1 点計 3 点の滑石破片が出土している。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

第908図 田端地区E 区 7 号住居跡
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第v章遺構と遺物

田端 E 区第 8 号住居跡（第911図）

0 ライン・ 7lkm037m付近で検出した。確認面は第10層である。． 2 • 7 • 37号住居と重複している。 37

号との関係は不明だが、 7 → 8 → 2 号住居の順に新しい。本住居はカマド燃焼部のみ検出し、東辺の

ラインは推定であり、詳細は不明である。

遺物は燃焼部底面から土器片が 1 片出土したが、図示しなかった。

時期は古墳～奈良時代か。

田端 E 区第 9 号住居跡（第912~918図、図版297 • 298 • 336 •第23表）

0 ライン・ 7lkm045m付近で検出した。確認面は第10層である。 1 • 7 号住居と重複しており、 9 → 1 

→ 7 号住居の順に新しい。南東隅は 7 号住居によって切られ、南西隅は調査区外にある。覆土は自然

に堆積している。床面は 3 枚観察することができた。上の方から上位床面・中位床面・下位床面と呼

ぶ。上位床面は確認面から 23cmほどの位置にあり、これが最終の床面である。中位床面は上位床面の

5cmほど下にあり、北辺では斜めに立ち上がり、東辺では80゜前後で立ち上がる。下位床面は中位床面

田端遺跡 田端地区 E 区 7 号住 （単位cm)

`
3
 `d
 

B Ill/ Ill/ 1111 （ハ＼ II B' 

ニi
引

] 
A' 

C' 

01 糾

A 

B
 

i:::il 

2 2 A' 

こ三三言--4-
6 

B' 

]--へ/―
C_C'  

平面形長方形規模 364X 281 

面積 10.2m' 壁高 33~47

長軸方位 N77゜ E

壁溝幅 10~16 深さ 2~6

カマド位置東辺中央

対称軸方位 N75゜ E

焚口部幅 37 燃焼部 58X34

煙道部幅 30 長さ 114

角度ほぽ水平

構築材粘土・石

貯蔵穴位置南東隅平面形楕円形

上バ 30X44 下バ 21X29 

深さ 23

その他ピット 1 :径54 ・深さ 31

1 暗褐色土 炭化物を含む

2 明褐色土 砂質

3 暗茶褐色土 黄褐色砂質土プロック・

炭化物を多く含む

叫 4 褐色土

水糸高さ 72.600m 5 黄褐色土 砂質

゜
1 : 40 1 m 6 褐色土 粘質強い

゜ 1 : 80 4m 

カマド

l 暗褐色土砂質

焼土プロック・炭化物粒子を含む

2 黄褐色土砂質

焼土プロック・灰・炭化物を含む

3 黄褐色土 粘質土と砂質上の混合

4 焼土プロック

5 焼土 黄褐色粘質土プロックを含む

6 掘形フク土

第909図 田端地区 E 区 7 号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡
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第910図 田端地区 E 区 7 号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

のさらに 10cmほど下に位置し、確認面から深さ 35cm前後に位置する。主柱穴とみられるピットは3本確

認した。ピット 1 ~3 がそれで、計測値は表の通りである。ピット 4 はピット 3 の補助だろうか。壁

溝・貯蔵穴は確認していない。

カマドは 3 カ所で検出した。当初 3 カ所にカマドをもつ l 軒の住居と推定して調査を開始したが、

土層を観察した結果、床面を3枚もっていたことがわかった。東辺北側を Aカマド、東辺南側を B カマ

ド、北辺を C カマドと呼ぶ。 3 カ所とも袖部等は遺存せず、煙道のみ検出した。 Aカマドは煙道中央

を 7 号土坑によって切られ、カマド前からほぽ完形に近い甕が出土した。 B カマドは住居壁に切られ

たような状態で検出した。 C カマドは壁直下にわずかの袖部が遺存しており、その内側は 3~5cmほ

ど盛り上がった平坦面であった。これらのことと土層観察から、北辺は上位床面または中位床面の住

居の辺、東辺は下位床面のものと考えられる。本住居は最低 2 軒の住居が重複していたと推定できる

が、調査の不手際からそれらに所属するカマドを限定できなかった。掘形は住居壁からほぽ等距離の

内側に掘り込みがみられた。

遺物はA•B カマドの前、住居壁近くから出土している。また、北東隅の上位床面には炭化物・灰・

焼土の混合が、 50cm四方に分布していた。滑石製品、加工品は主として上位床面から出土している。

第916図 2 • 4 は A カマド左袖から、 3 は北西隅の床面から、 5 は B カマド前右脇床面から、 6 は A カ

マド右脇の覆土からそれぞれ出土した。 1 は覆土出土の参考品である。

第917~918図は本住居内出土の滑石製の遺物である。 7~16は臼玉、 17は曲玉形を呈する。 18は紡

錘車形の加工品、 19~24は曲玉形の加工品である。 25は原石とみられ、 26は加工品で、曲玉形製品の

素材となるものであろう。 27~31は破片で、これを加工すれば臼玉とすることもできる。このほか図

示しなかったが、 2~3 cm大の剥片が 5 個体、 1 cm前後の小片が 8 個体出土している。これらは住居

中央部北西寄り、 A~B カマド付近、北東部付近から出土している。

以上、原石とみられるものの存在、剥片や小片が出土し、加工途中の遺物も出土していることから、

本住居跡は工房跡の可能性が高い。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

なお、本住居の上層に番号なしの住居を確認していたが、豪雨による水害のため流されてしまった。

この住居は北にカマドをもち、北東隅を確認していたものである。

/

-

< 

‘v© 
カマド

2 焼土・褐色砂質土の混合

3 褐色上砂質

焼土プロック・炭化物プロック

を含む

水糸高さ 72.700m
0 1 : 80 

田端遺跡 田端地区 E 区 8 号住（単位cm)

' 平面形ー規模一

面積ー壁高一

長軸方位一

その他カマド燃焼部のみ検出

4m 

第911図 田端地区 E 区 8 号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

第912図 田端地区E 区 9 号住居跡

第913図 田端地区E 区 9 号住居跡
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第V章遺構と遺物

A カマド臼 田端遺跡 田端地区 E 区 9 号住（単位cm)

て

G
 

I~ 
ごピット 2

厄

7 号住居

G' 

ピット 4
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。ピット 3 ぱ
＞

畜
緯
D
 

伯
A A' 

丁こ三二三
p p 

\ 

平面形 （長方形）規模 524X

面積ー 壁高 23~32

長軸方位東西方向か

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 33 46X37 48X37 

下バ径 24 31X22 29X24 

深さ 20 19 31 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 257 1 2 -3 211 
カマド位置東辺北側

A 対称軸方位 N73'E

煙道部蝠 29~44

長さ 164

角度 8.

構築材粘土

カマド位置東辺南側

B 対称軸方位 N77゜ E

煙道部幅 35~43

長さ 107

角度 4.

構築材粘土

カマド位置北辺中央

C 対称軸方位 Nl68゜ E

煙道部幅 35~49

長さ 111

角度ほぽ水平

構築材粘土

その他ピット 4 :径26 ・深さ 13

B
、

褐色土 砂質、黄褐色土・褐色粘質土・炭

化物・焼土プロックを含む、この

層の底面は上位住居の床面

2 黄褐色土 粘質、薄い層を形成して並ぶ、下

部は褐色砂質土・炭化物層、この

層の底面は中位住居の床面

3 褐色土 砂質、黄褐色粘質土プロック・炭

化物を含む、この層の底面は下位

住居の床面

4 黄褐色土 粘質、灰色粘質土プロック・褐色

砂質土プロック・炭化物を含む

C
、

゜

水糸高さ 72.600m

1 : 80 4m 

第914図 田端地区 E 区 9 号住居跡 (1)
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第 7 節古墳時代の住居跡
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A カマド

1 暗黄褐色土

2 焼土

3 茶褐色土

4 褐色土

B カマド

l 黄褐色土
2 黄褐色土

焼土粒・炭化物を含む

炭化物を含む

焼土粒・炭化物を含む

炭化物を多く含む

砂質、（焼土粒を含む）

砂質、

紫色焼土プロックを含む

3 黄褐色土砂質

4 焼土・灰プロック・黄褐色粘質土の混合

|っ C カマド
、 1 焼土プロック・灰・黄褐色砂質土の混合

2 黄褐色土 砂質、焼土プロックを含む

3 暗褐色土 砂質、炭化物を多誠に含む

4 黄褐色土砂質、炭化物を少鼠含む ゜

水糸高さ72.600m
1 : 40 2m 

E
、

掘り方

I- ［エ

H
、

` 7 号住居

発掘区外

I- I
、

ー

J
 

J' 

K K' 

゜ 1 : 80 4m 

第915図 田端地区 E 区 9 号住居跡 (2)
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第V章遺構と遺物
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第916図 田端地区 E 区 9 号住居跡出土遺物 (1)

第23表 田端地区E 区 9 号住居跡出土遺物観察表滑石品
単位mm、g ( )推定

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 色 調 備 考

7 10 0 3.0 6 5 1 0 黄 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、完形。④TA¥E9-41

8 9 4Xl0 7 3 0X4.0 6.6 1.2 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、完形。④TA¥E9-42

, 9. 7 3 3 5 8 1 0 黄灰色～灰色 臼玉：軟質、側面擦り加工、完形。④TA¥E9-44

10 9. 7 3.0 6.5 0.8 黄 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、完形。④TA¥E9-47

11 12.8 2.3 5.2 0.7 黄 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、％欠損。④TA¥E9-33

12 9.9 3.3 8.9 1.4 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、一面平滑、完形。

( TA¥E9-45 

902 



第 7 節古墳時代の住居跡
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第917図 田端E 区 9 号住居跡出土遺物 (2)

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 色 調 備 考

13 9 9 3.5 9.4 1.6 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、 45 と酷似、完形。

( TA¥E9-50 

14 12.4Xl3.5 1.8~4.0 3.4 0.8 青 灰 色 臼玉：やや硬質、側面擦り加工、裏面は剥離のまま、

完形。④TA¥E9-48

15 13.5 X 15. 2 4.2 4.7 1.6 黄 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、完形。④TA¥E9-49

16 11.5 3.2 3 4 0.6 灰 色 臼玉：軟質、側面擦り加工、薄い、完形、裏面は剥

離のまま。④TA¥E9-43

17 51.0X22.9 2.6 5. 7 13.6 灰 色 勾玉：軟質、側面・平面削り加工、完形、緑色斑点

有り。④TA¥E9-46

18 63.1 X65.0 30.4 173.8 緑灰色～青灰色 紡錘車形やや硬質、削り加工。④TA¥E9-37
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第V章遺構と遺物
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第 7 節 古墳時代の住居跡

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 色 調 備 考

19 54 4 X 17.5 9.3 16.5 灰 色 勾玉形：やや硬質、穿孔なし、側面•平面削り加工、

緑色斑点あり。④TA¥E9-27

20 56 1 X24. 7 9.4 17. 7 灰 色 勾玉形：やや硬質、側面•平面削り加工、緑色系。

( TA¥E9-31 

21 36 0Xl4.3 6.6 4.8 灰 色 勾玉形：軟質、穿孔なし、削り加工④TA¥E9-38

22 31.6Xl7.2 5.1 3 1 灰 色 勾玉形：軟質、穿孔なし、削り加工、緑色斑点あり。

( TA¥E9-39 

23 25.8Xl4.0 5 8 2.6 灰 色 勾玉形：やや硬質、穿孔なし、側面・平面削り加工、

緑色斑点有り。④TA¥E9-28

24 28.7Xl0.0 7 5 3.6 灰 色 勾玉形：軟質、穿孔なし、削り加工、緑色系、緑色

斑点あり。④TA¥E9-30

25 87 0X41 0 19.0 82.l 黄 灰 色 一次素材？原石？軟質、平滑面あり。④TA¥E9-29

26 71.5X45.5 8 1 33. 7 黄 灰 色 一次素材？軟質、緑色小斑点あり。④TA¥E9-13

27 36.0 X24.0 9 0 8.0 灰 色 3cm大の剥片軟質。④ TA¥E9-14

28 31. ox 29. 0 11.5 13.0 灰 色 3cm大の剥片、やや硬質、平滑面あり。④TA¥E9-26

29 30 0Xl6.0 11.0 7.1 灰 色 2cm大の剥片、軟質、緑色斑点あり。④TA¥E9-18

30 28. 0 X 21. 0 9 0 8.8 灰 色 2cm大の剥片、軟質、やや緑色系。④TA¥E9-16

31 21. ox 14.0 6.5 2.1 灰 色 1cm大の剥片、やや硬質、緑色系。④TA¥E9-22
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第V章遺構と遺物

田端 E 区第10号住居跡（第919~921図、図版298 • 337) 

X ライン・ 7lkm050m付近で検出した。確認面は第10層である。 22•23号住居と重複しており、本住居

は最も新しい。各隅とも確認し、全体に長方形を呈する。覆土は自然に堆積している。壁は浅く、 15

cm前後が遺存していた。床面は平坦で、堅く締まっていた。主柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出していない。

カマドは東辺南寄りに検出した。ほとんど南東隅に近いが、煙道の方向は南辺の方向に近い。袖部は

破壊されて基部のみ遺存していた。燃焼部が住居内部にあり、煙道が壁外に延びるタイプである。

第919図 田端地区E 区10号住居跡
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田端遺跡 田端地区 E 区 10号住 （単位cm)

平面形長方形規模 386X273 

面積 10.5m' 壁高 13~22

長軸方位 Nl76゜ E

カマド位置東辺南寄り

対称軸方位 N86°E

焚口部幅一燃焼部 30X45

煙道部幅 32 長さ 40 角度一

゜

判
水糸高さ 72.800m
1 : 8 0 

c:o I 

4m 

1 灰褐色土 炭化物を少し含む

2 灰褐色土 黄褐色土プロック・灰・炭化物を含む

カマド

1 暗褐色土砂質

焼土粒・炭化物プロックを含む

2 暗褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒

を多く含む

第920図 田端地区 E 区10号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は住居中央部から拳大～人頭大の石がやや多く出土し、壁際からの出土は少ない。南辺中央の

壁から50cmほどの床面に、径約30cmの範囲で灰が分布していた。第921図 l はカマド内から、 2 のガラ

ス丸玉は中央北寄りの床面からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀頃とみられる。

田端 E 区第11号住居跡（第922図、図版299)

v-wライン •7lkm045m付近で検出した。確認面は第10層である。 5 号溝と重複しており、本住居の

方が古い。東半部は調査区外にあり、住居中央を 5 号溝によって切られているため、北西隅・南西隅

の一部を検出したにとどまる。覆土は自然に堆積している。壁は高さ 40~50cmが遺存しており、南側

ローロ~2
0 1:4 8cm — 第921図

0 1:1 2cm 

一田端地区E区10号住居跡出土遺物

゜
4

4

 

田端遺跡 田端地区 E 区 11号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 8~17

長軸方位一

貯蔵穴位置北西隅平面形長方形

上バ 150X70以上

下バ 128X67以上

深さ 14

暗褐色土砂質
掘 炭化物粒子を少星含む

2 暗褐色土 明褐色砂質土プロック・粘質土プロック

ヽI : / を多く含む

3 灰褐色土砂質土

褐色土プロック・炭化物を含む

床下の土

/,);;,. 
ヽ

A
、

゜

水糸高さ73.000m
1 : 80 4m 

第922図 田端地区 E 区11号住居跡
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第V章遺構と遺物

の壁は60゜ほどで立ち上がる。床面は平坦で、南側の床面は堅く締まっている。主柱穴は検出していな

い。壁溝は北辺の一部に認められたが、西辺では検出していない。カマドは調査区外と考えられる。

貯蔵穴は北西隅の掘り込みが考えられる。内部から拳大～人頭大の石が出土している。なお、南側の

床面に炭化物が分布していた。

遺物は少なく小片のみで、図示できるものがない。

時期は検出層位から古墳時代と考えられる。

田端 E 区第12号住居跡（第923~928図、図版299 • 337 • 338 • 339• 第24表）

P- Qライン •7lkm033m付近で検出した。確認面は第10層である。 21 • 33 • 35号住居、 5 号溝と重複

し、 32号住居と接している。これらは21→12号、 35→12 • 32号、 33→12号の順に新しく、 5 号溝は最

も新しい。本住居のプランは南東隅に200cm四方の方形を呈する張り出し部、北西隅に円形を呈する突

出部をもつ。方形の張り出し部は深さ 25cm前後あり、住居中央部よりもやや浅い。円形の突出部は深

さ 15cm前後あり、住居内部の深さの約半分である。東辺中央部から南辺東寄りにかけて 5 号溝が横切っ

ており、カマド・貯蔵穴の大半は破壊されている。覆土は自然に堆積している。壁は比較的遺存状態

が良好で、 30cmほどの高さがあり、 75゜前後で斜めに立ち上がる。床面は平坦で、カマド前～中央部の

床面は周辺よりもやや高く、堅く締まっている。主柱穴とみられるピットはピット 1~4 の 4 本で、

下位の礫層を掘り抜いている。それぞれの計測値は表の通りである。壁溝は東辺を除きほぽ全周する

第923図 田端地区 E 区12号住居跡
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第 7 節 古墳時代の住居跡
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田端遺跡 田端地区 E 区 12号住 （単位cm)

E
 

E' 

5 号溝

F
 

F' 

1

2

 

灰褐色土

暗灰褐色土

炭化物を多く含む

焼土粒・炭化物

・灰を含む

3

4

5

 

明褐色土

暗褐色土

青灰色土・褐色土・黄褐色土

・焼土・灰の混合、床下の土

゜

水糸高さ 72.700m
1 : 80 

5
 

g

C
 

竺
薗
呵
可0
1

I
 

カマド

1 暗黄褐色土

2 灰褐色土

3 焼土・灰の混合

4 青灰色土・黄褐色土・灰層の

互阿

床面を形成する土層

黄褐色土•青灰色土・炭化物

のプロック状混合

平面形 （長方形） 規模 500X 569 

面積 (285) rn'壁高 26~33

長軸方位 Nl75゜ E

壁溝幅 20~30深さ 4~12

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 40X47 49X38 40 47X42 

下バ径 16X25 34 X26 30X24 23X 18 

深さ 36 34 36 45 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 227 2 -3 210 

3-4 251 4 -1 210 

カマド位置東辺対称軸方位 N81゜ E

焚口部幅ー燃焼部 (85X 53) 

煙道部幅 40 長さ 203 角度 10·

構築材粘土

貯蔵穴位置南東部平面形一

その他ビット 5 :径43X53 ・深さ 22 ・貯蔵

穴の上位部欠失

4m 

第924図 田端地区 E 区 12号住居跡
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第V章遺構と遺物

が、南東部の張り出し部は 5 号溝で切られているため、不明である。壁溝と壁との間には 10~20cmほ

どの平坦部がある。カマドは東辺で検出した。燃焼部が壁の内側に設定されるタイプで、煙道と燃焼

部との境は 5 号溝によって破壊されている。また、右袖部も同様である。燃焼部の周囲は幅20~50cm

の帯状に、灰・炭化物が分布していた。貯蔵穴はカマド右脇のピット 4 の東側で検出したが、上層を

5 号溝によって破壊されているため、下部のみ遺存していた。ピット 4 との距離を考慮すると、貯蔵

穴上端は一回り大きくなると考えられる。

ー

ー
＿
_

_

 — 

ー
＿

ヽ

¥4  
• -
- --

—·---— 
—- ---— 

一―
-- 7 

し三ニノ

ロニコ

□□三）

ローーロニ ：：デ／
〇 1 : 3 15cm 

©畠 11 

ご0 10 ⑤ 

0 1 : 1 2cm 

ー
0 1:2 4cm 

ー第925図 田端地区 E 区12号住居跡出土遺物（ 1)

910 



第 7 節 古墳時代の住居跡

遺物は床面全体にわたって出土した。北西隅の床面からは長さ 15~20cm ・径 5 cm前後の石が集中し

て出土している。第925図 2 • 4 は貯蔵穴内から、 10はカマド前左脇床面から、 11はカマド内から、 15

は北東隅壁際床面・中央西辺寄り床面からそれぞれ出土した。 17~39は北西隅で集中して出土した石

である。 このほかの遺物は覆土出土の参考品である。ほかに図示しなかったが、滑石の剥片が 2 個体

出土している。

時期は 7 世紀代とみられる。
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第926図 田端地区 E 区12号住居跡出土遺物 (2)
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番号
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37 こ38
゜

5 

時代の

住I 
居跡

(/ "'¥ 

＼ー
| 

3 

□39 
1 : 4 20cm 

第928図 田端地区 E 区12号住居跡出土遺物 (4)

6 

第24表 田端地区 E 区12号住居跡出土遺物観察表石類
単位cm、g

種 類 タテ x ョコ 厚 さ 重 さ 備 考

砥 石 18.5 X 4.3 2.8~5.4 600 四面使用。一部に金属による痕あり。完形。石質流紋岩（砥沢？）。④

TA･El2-32 

石 12.8X 6.3 3.0 334 両側面が凹む偏平な石。石質黒色片岩。④TA¥El2-37

II 13.6X 6.2 2.5 339 一端割れ。偏平な石。両端に擦れあり。使用痕か？石質黒色片岩。④

TA･El2-38 

II 14.SX 5 4 4.3 596 石質緑色片岩。④TA¥E12-39
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第V章遺構と遺物

番号 種 類 タテ x ョコ 厚 さ 重 さ 備 考

21 石 16.QX 6.3 5.0 785 両端に擦れあり。棒状。石質雲母石英片岩。④TA¥El2-40

22 II 16.5X 6.9 4.2 704 横断面略長方形。表面摩滅。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-41

23 II 17.lX 7.2 4.2 825 横断面楕円形。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-42

24 II 14 ox 5.5 4.2 448 一端割れ。両端に擦れあり。石質ひん岩。④TA¥El2-43

25 II 15.lX 5.0 4.0 461 横断面略三角形。両端に擦れあり。石質ひん岩。④TA¥El2-44

26 II 13.ZX 5.9 3.5 449 横断面略三角形。一端に擦れあり。石質変質安山岩。④TA¥El2-45

27 II 13.6X 6.2 3.6 461 偏平な石。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-46

28 II 15.5X 6.7 4.2 626 長側面割れて凹む。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-47

29 II 17.0X 7.1 4 6 785 長側面にえぐりあり。両端に擦れあり。横断面楕円形。石質粗粒安山

岩。④TA¥El2-48

30 II 14 4X 6.8 2 9 431 偏平な石。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-49

31 II 14.lX 6.8 4.1 476 長側面割れ。両端に擦れあり。石質変質安山岩。④TA¥El2-50

32 II 15.3X 6.0 4.6 659 横断面略三角形。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-51

33 II 15. 7 X 7.8 3.1 565 偏平な石。両端に擦れあり。長側面割れ。石質粗粒安山岩。

( TA¥El2-52 

34 11 18.3X 8.6 4.1 1068 やや偏平な石。両端に擦れあり。石質流紋岩？④TA¥El2-53

35 II 21.5X 7.0 5.0 1307 横断面台形。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-54

36 不 明 22.lXll.7 5.1 2300 偏平な石。勾玉状を呈する。表面平滑。石質変質安山岩。④TA¥El2-35

37 II 16.1Xl3.3 5.5 1577 偏平な石。側面に小孔あり。使用痕か？石質粗粒安山岩。

( TA¥El2-33 

38 II 14.0X 13.0 4.5 1162 偏平な石。中央がやや厚い。側面に古い割れ口あり。表面平滑。石質

粗粒安山岩。④TA¥El2-34

39 II 15.8Xl3.6 5.0 1828 偏平な石。中央がやや厚い。表面平滑。石質粗粒安山岩。④TA¥El2-36
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第 7 節古墳時代の住居跡

田端 E 区第13号住居跡（第929 • 931図、図版300)

R ライン •71km032m付近で検出した。確認面は第10層である。北西隅は 30号住居とわずかに重複し、

本住居の方が古い。東半分は調査区外にあり、北西隅・南西隅を検出した。覆土は自然に堆積してい

る。壁は浅く、 10cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられる

ピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは東辺で検出した。燃焼部が壁外に突出するタイプ

で、煙道とみられる部分が30cmほど遺存していた。袖部は確認できなかった。

遺物は住居中央部からいくつか出土しているが、すべて小片であり、図示できるものがない。北辺

寄りの床面からは炭化物が集中して出土している。

時期は検出層位から、古墳時代とみられる。

田端 E 区第14号住居跡（第930 • 932~934図、図版300 • 339• 第25表）

T ライン・7lkm037m付近で検出した。確認面は第10層である。 3 号集石と重複しており、本住居の方

が古い。本住居は北西隅と西辺に設置されたカマドの煙道を検出したのみで、東側の大半は調査区外

にある。覆土は自然に堆積している。壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。北側の調査

区壁での立ち上がりは、杭位置保存のため確認できなかった。また、南側の立ち上がりはカマド袖部

がかかっていたが、上層から 55 ピットが掘り込まれており、確認できなかった。床面は平坦である。

主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは西辺に煙道が延びていることを

確認したが、燃焼部は立ち上がりを検出したのみである。煙道中央部は上層から掘り込まれた 6 号土

坑に切られている。

第929図 田端地区E 区13号住居跡
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第V章遺構と遺物

第930図 田端地区 E 区14号住居跡

田端遺跡 田端地区 E 区 13号住 （単位cm)

i:ol 

v
 

区

A
_ 

30号住居

27号住居

A A' 
--=---=-- 2 I 

ー芦＇

1 褐色土砂質

焼土粒・炭化物粒を含む

2 褐色土砂質

炭化物粒を含む

3 褐色土粘質

床下の土

叫

平面形ー規模 249X

面積一壁高 9~19

長軸方位一

カマド位置南西隅

対称軸方位 Nl61゜ E

焚口部幅一燃焼部 58X40

煙道部幅 32 長さ 28

カマド

1 黄褐色土砂質

黄褐色粘質土プロック

・炭化物・焼土を含む

2 褐色土 砂質

焼土・灰・炭化物を含む

3 黄褐色土粘質土プロック

灰を含む

下部は灰層

゜
1 : 40 2m 

゜

水糸高さ 72.700m
1 : 80 4m 

第931図 田端地区 E 区13号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

第932図 田端地区E 区14号住居跡

｀呵＼ゃ

>> 
ピッ

A' 

一A A' 
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ピノ：：こロニこニニニ二
1 暗褐色土砂質 カマド

炭化物粒子を含む 1 黄褐色砂質土プロック・

2 暗褐色土 灰色粘質土プロック・小石

を含む

3 褐色土 砂質

赤褐色砂質土プロック・

褐色砂質土プロック・

黄褐色粘質土プロックの

焼土プロック・灰・炭化物 混合

を多く含む 2 褐色砂質土プロック・黄

4 明褐色砂質土・黄褐色粘質土の混合 褐色粘質土の混合

カマド袖部の構築土 掘形の土

5 灰黄褐色土粘質

褐色砂質土プロックを含む ｰ 
床下の土

m̀ 0| 配°

It-1 : 40 

点
o -

叫
2m 

田端遺跡 田端地区 E 区14号住（単位cm)

平面形ー規模一

面積一壁高 12~25

長軸方位一

カマド位置西辺南寄り

対称軸方位 N74゜E

煙道部幅 30 長さ 139

構築材粘土

水糸高さ 72.900m
1 : 80 4m 

第933図 田端地区 E 区14号住居跡
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第V章遺構と遺物

遺物はカマド付近、北西隅から出土している。北西隅では拳大～人頭大の石が集中して出土した。

第934図 1 はカマド右袖脇の床面から出土した。 2~10は滑石製の臼玉で、 2~9 はカマド右袖から、

10はカマド内から出土した。 11はカマド右袖脇の床面から出土した剥片である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころとみられる。
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こ
第934図 田端地区 E 区 14号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

第25表 田端地区 E 区14号住居跡出土遺物観察表滑石品
単位mm、g ( )推定

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 色 調 備 考

2 10 2 3.3 5.7 0.8 浅 黄 臼玉：やや軟質、側面擦り加工、烙欠損。④ TA¥E14-2

3 12.5 3.0 3.9 0. 7 灰オリープ 臼玉：やや軟質、側面擦り加工、偏平、平坦面平滑、

％欠損。④TA¥E14-4

4 ll.4Xl3.2 3.2~3.8 5.1 1.2 灰 色 臼玉：やや硬質、側面擦り加工、偏平、完形。

( TA¥El4-5 

5 10.4Xll.2 3.6 6.1 1.1 灰 色 臼玉：やや硬質、側面擦り加工、割れ口のまま、完形。

( TA¥El4-7 

6 12.3 3.2 3.0 0.7 灰オリープ 臼玉：やや硬質、側面擦り加工、偏平、割れ口のまま、

完形。④TA¥El4-8

7 ll.6X 12.6 2 7~3 2 7.4 1.8 灰白色 臼玉：硬質、側面擦り加工、割れ口の一面に削り加工、

完形。④TA¥El4-3

8 11. 7 3 2 4 6 0 5 灰白色 臼玉：硬質、側面擦り加工、割れ口のまま、½欠損。

( TA¥El4-6 

, 12.3 2.8 6 2 0.9 灰白色 臼玉：硬質、側面擦り加工、割れ口のまま、烙欠損。

( TA¥El4-9 

10 (12.4) (3.2) 1.7 0.1 灰 色 臼玉：硬質、側面擦り加工、平坦面の一面は平滑、½

欠損。④TA¥El4-10

11 ll.6X27. 3 9. 7 3 3 灰黄色 剥片：三角錐状。④TA¥El4-ll
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第V章遺構と遺物

田端 E 区第15号住居跡（第935図）

v-wライン・ 71km05lm付近で検出した。確認面は第10層である。 16•28号住居と重複しており、 28

→16→ 15号の順に新しい。本住居はカマド焼土のみ検出し、住居本体はすべて調査区外にあるため、

詳細は不明である。

遺物は土器片が 2 個出土しているが、図示しなかった。

時期は検出層から、古墳時代とみられる。

田端 E 区第16号住居跡（第936 • 937図、図版301 • 339) 

V-Wライン・ 7lkm050m付近で検出した。確認面は第10層である。 15 • 28 • 29号住居と重複し、 28 • 

29→16→ 15号の順に新しい。本住居は南東隅を確認したが、大半は調査区外にある。

之｀~I ~I 

」よ＼
発掘区外

カマド

l 暗褐色土砂質

2 暗褐色土砂質

焼土プロック・炭化物粒

を多く含む

水糸高さ 72.800m
0 1 : 80 

田端遺跡 田端地区 E 区 15号住（単位cm)

平面形ー規模一

面積一壁高一

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位一

4m 

第935図 田端地区E 区15号住居跡

糾
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発掘区外

A 15号住居

D D' 

ーし「
E E' 

一

A' 

引

（単位cm)

平面形ー規模ー

面積一壁高 31~42

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 N75゜ E

焚口部幅 25 燃焼部 50X35

煙道部幅 18~33 長さ 140

構築材粘土

その他北接して別遺構あり

4, 
ヽ

B
 

~' 

万

l 暗褐色土砂質

炭化物粒・焼土粒を含む

2 褐色土 粘質

砂質土との混合

3 暗褐色土砂質

下部は炭化物層
C C' 
ー 一ヵマド

汀 1 暗褐色土

2 暗褐色土

砂質

炭化物粒子を少址含む

砂質

焼土粒・炭化物粒．灰を

多く含む

゜

水糸高さ 72.800m
1 : 80 

3 焼土プロック

4 暗灰褐色土 灰・焼土粒を多く含む

4m 

第936図 田端地区 E 区16号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

北側に重複して方形の掘り込みがあり、当初本住居の一部とみたが、調査を進めて行くうちに別の

遺構であることが判明した。覆土は自然に堆積している。壁は35cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。

床面はカマド前がやや低く、両脇は一段高くなって堅く締っている。南東隅は幅90cmほどの帯状の高

まりがみられた。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは東辺で検出し

た。燃焼部が壁の内側にあるタイプで、煙道が壁外に140cmほど延びていた。燃焼部と煙道との境には

段がある。右袖部には甕が据えられており、カマド構築材の一部と考えられる。遺物は煙道煙り出し

部、右袖、南東隅から出土している。南東隅付近からは拳大の細長い石が集中して出土した。第937図

1 は南辺寄り床直上から、 2 はカマド右袖から、 3 はカマド煙道部煙り出しからそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころと考えられる。

田端 E 区第17号住居跡（第938図、図版301)

w-X ライン・7lkm053m付近で検出した。確認面は第10層である。 28号住居と重複しており、 28→17

号の順に新しい。本住居はその大半が西側の調査区外にあり、南東隅を検出したのみである。覆土は

自然に堆積し、灰・炭化物を多く含んでいた。壁は高さ 30cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。

床面は平坦で、堅く締まっている。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検出していな

し＼。

遺物は床面近くから石が出土したのみである。

時期は検出層位から、古墳時代とみられる。

田端 E 区第18号住居跡（第939図、図版302)

R-S ライン •7lkm043m付近で検出した。確認面は第10層である。 24•31号住居と重複している。こ

れらは 18→24→31号の順に新しい。本住居はその大半が調査区西側にあり、東辺の一部を検出したの

みである。調査区壁の土層断面では、 31号住居の床面直下に本住居があり、住居範囲北寄りに焼上が

観察できた。また、その断面にはカマド袖部の遺存とみられる粘土があり、おそらく東辺にカマドが

三
゜ 1 : 3 12cm 

,' 

\ ¥
 

。
」
-

1 : 4 24cm — 
第937図 田端地区 E 区16号住居跡出土遺物

921 



第V章遺構と遺物

設置されていたと考えられる。壁は上層の31号住居の床面から 20cmほどの高さがあり、斜めに立ち上

がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。

遺物の出土はなく、時期は検出層位から古墳時代とみられる。

田端 E 区第19号住居跡（第940~944図、図版302 • 303 • 340) 

U ライン・7lkm040m付近で検出した。確認面は第10層である。 5 号溝、 3 号集石と重複しており、本

住居の方が古い。本住居は北東隅・北西隅・南東隅を確認したが、南西隅は 5 号溝によって切られ、

南東隅の検出も不充分である。南東部は調査区外にある。覆土は自然に堆積している。壁は25cm前後

が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は下層の礫面が露出しており、細かい凹凸がある。主柱穴

とみられるピットは 1~4 を確認した。それぞれの計測値は表の通りである。ピット 4 は貯蔵穴の一

部かもしれない。壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは東辺で検出したが、燃焼部の東半と煙道

（単位cm)

外

田端遺跡田端地区 E 区17号住

平面形ー規模一

面積一壁高 19~33

長軸方位一

1 暗褐色土砂質

炭化物粒・明褐色粘質土プロックを含む

2 褐色土 砂質

炭化物粒・焼土粒を含む

マ

J ::r:1 

| 

<i::I 水糸高さ 74.000m
0 1 : 80 4 m 

第938図 田端地区 E 区17号住居跡
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田端遺跡 田端地区 E 区 18号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積一壁高 7~19

長軸方位一

カマド位置東辺北寄り 対称軸方位一

その他東辺 210

1 褐色土 薄い黄褐色粘質土が層をなす

上層31号住居の床面を形成する

2 褐色土炭化物を含む

3 褐色土 炭化物・灰・焼土粒を含む

4 焼土 黄褐色土プロックを含む

5 褐色土 暗褐色粘質土プロック・焼土粒を含む

カマド袖部の土か

6 褐色土砂質

黄褐色砂質土プロック・炭化物を含む

床下の土

゜

水糸高さ 73.000m
1 : 80 4m 

第939図 田端地区 E 区18号住居跡

922 



第 7 節古墳時代の住居跡

第940医 田端地区 E 区19号住居跡（ 1)

第941図 田端地区 E 区19号住居跡 (2)
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第V章遺構と遺物

は調査区外にある。燃焼部は住居の壁の内側にあり、左右の袖部には立てた状態の石が出土した。袖

部はこの石の周囲を粘土で固めて形成していた。カマド前の床面には焼土粒子と炭化物が分布してい

た。

遺物はカマド前に集中して出土している。北東隅近くの北辺からは壁に接する状態で長さ 30cm ・幅

15cmの石が出土し、 5 号溝の西側床面からは長さ 60cm ・幅20cmほどの炭化物が出土している。第943•

944固 1 • 6 • 8 はカマド内から、 2 は南辺中央壁際床面から、 3 はカマド左脇床面から、 4 はカマド

左脇・カマド前床面から、 7 はカマド前右床面から、 9 • 10はカマド前床面からそれぞれ出土した。

5 は覆土出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。
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田端遺跡 田端地区 E 区 19号（主 （屯位cm)

平面形長方形 規模 491X471 

面積 (231) m' 壁高 20~31

E E' 1 長軸方位 N76"E
主柱穴 2 3 4 

上パ径 51 X29 52X40 66X59 56 

下バ径 29X 10 35X29 52X40 33 

F F' 深さ 11 29 38 34 

暗褐色土砂質 -~ 主柱穴間の距離（心心）

炭化物粒を含む

2 暗褐色土砂質
l -2 250 2 -3 262 

小石・黄褐色粘質土プロックを含む
3 -4 248 4 -1 287 

3 茶褐色土粘質 カマド位置東辺対称軸方位一

水糸高さ 72.800m
焚口部幅 35 燃焼部 40X

゜
1 : 80 4m 構築材粘土・石

第942図 田端地区 E 区19号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

田端 E 区第20号住居跡（第945図、図版303)

u ライン・ 7lkm048m付近で検出した。確認面は第10層である。 25号住居と重複しており、 20→25号の

順に新しい。本住居の大半は調査区外にあり、南東隅を確認したのみである。北東部は曲がりつつあ

る状態だが、必ずしも北東隅であるとは限らない。覆土は自然に堆積している。壁は30cmほどが遺存

しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦で、堅く締っている。主柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出してい

ない。 カマドは25号住居の下から検出したが、 25号住居によって削平されており、袖部等は確認で

きなかった。燃焼部が壁の内部にあるタイプである。煙道部は25号の東辺の壁まで延び、約200cmを検

出した。カマド前の床面には炭化物・焼土の粒子が散布していた。

遺物はカマド掘形から甕の口縁部片が出土しているが、小片のため図示しなかった。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころとみられる。
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゜
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一第943図 田端地区 E 区19号住居跡出土遺物(1)
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第V章遺構と遺物

田端 E 区第21号住居跡（第946函、図版304)

Qライン・71km030m付近で検出した。確認面は第10層である。 12号住居、 5 号溝と重複しており、 21

→12→ 5 号の順に新しい。本住居の東半部は調査区外にあり、北西部は 5 号溝によって切られている。

北西隅は 5 号溝の西岸にわずかに遺存し、西辺の大部分は 5 号溝によって失っている。本住居の上に

は 12号住居のカマド煙道が残っていた。覆土は自然に堆積している。壁は30cm前後が遺存しており、

斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検出して

いない。カマドは調査区外の東辺に設置されていたと考えられる。

遺物は掘形覆土から土師器杯の小片と須恵器甕の小片が出土したが、図示しなかった。

時期は 6 世紀後半から 7 世紀頃とみられる。

[ ¥ ( 

I ¥ ¥ ¥ 
¥ ¥ ¥ ¥ 

I 

I¥! ¥I I I 
I II I 

'二こい□＼ \\\~ I 
\ \ \ 

¥ ¥ ¥ ¥ ¥¥ 

゜
1 : 4 

7 I 、

第944図 田端地区 E 区19号住居跡出土遺物 (2)
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第 7 節 古墳時代の住居跡

田端 E 区第22 • 23号住居跡（第947~950図、図版304 • 341) 

W-Y ライン・7lkm050m付近で検出した。確認面は第10層である。上層に 10号住居があり、これらは

22→23→10号の順に新しい。 23号は南西隅を検出し、その他の隅は調査区外にある。 22号は23号によっ

て北東部を切られ、東辺は調査区外にある。両者とも全体のプランを確認することができなかった。

いずれも覆土は自然に堆積している。壁は両者とも 20~30cm前後あり、斜めに立ち上がる。床面は平

4
¥
 

o:i I 。

叫

Aこ四いここA'
水糸高さ72.800m 4 

0 1 : 80 4 m 

田端遺跡 田端地区 E 区20号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 30

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 N73゜ E

煙道部幅 32~65 長さ 194 角度 10°

1 暗褐色土砂質

炭化物粒を少量含む．粒子細かい

2 暗褐色土砂質

炭化物粒・焼土粒子・灰を多く含む

3 褐色土 粘質

炭化物粒を少量含む

4 明褐色土 青灰色土プロックを含む、床下の土

カマド

1 暗褐色土 炭化物粒・焼土粒を含む

2 暗褐色土 焼土プロックを多く含む

3 暗褐色土砂質

炭化物粒・焼土粒を少量含む

第945図 田端地区E 区20号住居跡

l:;t, 

゜
／上 4 田端遺跡 田端地区 E 区21号住 （単位cm)

平面形ー規模 413 X 356以上

面積ー壁商 20~30

長軸方位一

区

1 暗褐色土砂質

黄褐色土プロック・炭化物粒を含む

2 褐色土 砂質

炭化物を多く含む

3 黄褐色砂質土プロック・暗褐色土プロックの混合

4 褐色土 床下の土

上位は灰黄褐色土・炭化物を含む

下位は青灰色土・炭化物を含む

゜

水糸高さ72.800m
1 : 80 4m 

第946図田端E 区21号住居跡
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田端地区 E 区22号住

糾

血
担
曲
c
z

幽
州
＿
曲N
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叫

（単位cm)

平面形一 規 模 538X

c
 

C' 

D
 

D' 

1

2

3

4

 

5

6

7

8

9

 

褐色土

暗褐色上

褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土 砂質、灰色粘質土小プロック・炭化物粒を少凪含む

暗褐色土 砂質、炭化物を多量に含む

褐色粘質土・暗褐色砂質土の混合

暗灰褐色土 炭化物粒・焼土粒を多最に含む、堅くしまっている、下部

に灰層がある

砂質、炭化物粒・焼土粒を少量含む下部では小石を多く含む

砂質、灰色粘質上を多く含む

砂質、暗褐色粘質土プロックを多誠に含む

砂質、炭化物・小石を多く含む

暗褐色粘質土・暗褐色砂質土をプロック状に含む

面 積一 壁 高 21~31

長軸方位一

主柱穴

上バ径

下バ径

深さ

1 

46X40 

23 

28 

2 

42 

16 

22 

3
5
4
2
5
2
7
 

4 

70X65 

41X47 

23 

主柱穴間の距離（心心）

2

4

 

一
＿
1

3

 

204 

289 

3

1

 

__ 
2

4

 

280 

260 

田端遺跡 田端地区E 区23号住 （単位cm)

゜

水糸高さ 72.800m
1 : 80 4m 

平面形ー規模 560以上 X

面積ー壁高 18~25

長軸方位一

壁溝幅 20深さ 5~13

その他ヒ゜ット 1 : 49X49 ・深さ 51

ピット 2 :径48 •深さ 40

ピット 3 : 64 X •深さ 26

第947図 田端地区E 区22 • 23号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

坦であるが、下層の礫が一部露出し、細かい凹凸がある。 22号の床面がわずかに低いが、ほとんど同

じレベルである。主柱穴とみられるピットは22号で 4 本検出した。それぞれの計測値は表の通りであ

る。 23号のピットは 1~3 を検出したが、柱穴の予想位置ではない。壁溝は23号で確認プランを全周

している。 22号では検出していない。カマド・貯蔵穴は両者とも検出していないが東側床面に焼土粒

子が散布していることから、カマドは調査区外の東辺に設置されていたと推定できる。なお、 23号の

貯蔵穴とみられる掘り込みを、東側調査区外壁直下で検出している。

遺物は22号の南辺際、 23号の中央部から出土

口
一ニ― ·— 

= 
: ニー 2 

- -— -=- -- 3 

している。第948図 1 は西辺壁際の床面から出土

した。 2~4 は覆土出土の参考品である。ほか

に南辺中央壁際床面から体部の丸い甕の破片が

出土している。

第950固 1 は 23号出土の遺物で、 1 は西辺中央

壁際床面から、 2 は中央西寄りの床面から、 3

は西辺中央壁際の床直上からそれぞれ出土し

た。

時期は22 • 23号とも 6 世紀後半～ 7 世紀頃と

みられる。

゜ 1 : 3 15cm 

ロ 0 1 : 1 2 叩

一第948図 田端地区 E 区22号住居跡出土遺物

田端 E 区第24号住居跡

（第951図、図版305)

s-T ライン・7lkm042m付近で検出した。確

認面は第10層である。 18•31号住居と重複してお

り、これらは 18→24→31号の順に新しい。本住

居は東辺を 5 号溝に切られ、西側は31号と重複

しているため、全体のプランを確認することが

できなかった。 31号住居の調査後さらに掘り下

げると、本住居の北西隅・南西隅を検出するこ

とができた。北東部は 13号土坑が本住居を切っ

ており、南東部は曲がりつつあるようにみえる。

おおむね長方形のプランと考えられる。覆土は

自然に堆積している。壁は北辺・南辺とも二段

になっている。床面は平坦である。主柱穴とみ

られるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検出し

ていない。カマドは東辺に設置されていたと推

定できる。
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第V章遺構と遺物

遺物は住居中央部から 1 点出土しているが、覆土出土の参考品であり、図示しなかった。

時期は検出層位から、古墳時代とみられる。

第949図 田端地区E 区22号住居跡

0• 12cm 

、、 2

゜ 1 : 4 24cm 

第950図 田端地区 E 区23号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

田端 E 区第26号住居跡（第952~955図、図版305 • 342) 

S ライン・71km035m付近で検出した。確認面は第10層である。 27号住居、 16号土坑、 5 号溝と重複し

ており、これらは26→16→27→ 5 号の順に新しい。さらに、 27号は30号住居と重複しており、 27→30

→ 5 号の順に新しい。本住居は南西隅を 5 号溝に切られ、南東隅は調査区外にある。また、カマド煙

道部も調査区外にあってカマド全体を検出できなかったが、住居のプランはほぽ確認した。南辺の南

側にはこれと平行して東西方向に走る立ち上がりがあり、本住居と重複する住居の一部または本住居

の一部とも考えられる。もし、本住居に伴うものであれば、南北457cm となり、長軸は90゜回転してN165°

E となる。北側にもこれと類似したやや浅い段がある。覆土は自然に堆積しているが、南辺側は16号土

坑と 27号住居の重複がある。壁は20cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。北側の壁面に接して焼上・

炭化物が多く出土している。床面は平坦であるが、南側がやや低く、砂利を混じえた黄色粘質土で形

成されていた。カマド前の床面には炭化物が分布していた。主柱穴とみられるピットはピット 1~4

を検出した。それぞれの計測値は表のとおりである。壁溝は北辺と南辺で検出した。幅10cm程度の浅

いものである。カマドは東辺に設置されており、焚口天井部の石が据えた状態で出土した。焚口は袖

部に立てられた石の上に鳥居状に架けられていたが、やや北側に傾いた状態であった。燃焼部と煙道

部との境ははっきりせず、なだらかに煙道にいたる。燃焼部が壁の内側にあるタイプである。貯蔵穴

はカマド右脇の円形のピットと考えられる。主柱穴よりもやや大きい程度である。東辺寄りのカマド

北側から、円形の掘り込みを検出し、中から拳大の石が数個、底面から浮いた状態で出土した。

遺物はカマド周辺、北東隅付近、南西部から出土している。第955図 1 は中央南寄り床面から、 2 は

カマド前床直上から、 3 はカマド右前床面から、 4 は南辺西寄り床直上からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

5 号溝

18：住居

3i号住居

'/ 
A 31号住居

田端遺跡 田端地区 E 区24号住 （単位cm)

平面形長方形規模 275 X 311以上

面積ー 壁高 18~28

長軸方位 N87゜ E

A' 

1 黄褐色土砂質

青灰色粘質土プロック・炭化物を含む

2 褐色土 黄褐色砂質土・炭化物を含む

3 褐色土・黄褐色土・暗褐色土の混合

床下の土

、 5 号溝 A:
ヽ ゜

水糸高さ 72.700m
1 : 80 4m 

第951図田端E 区24号住居跡
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第V章遺構と遺物

第952図 田端地区 E 区26号住居跡

第953図 田端地区 E 区26号住居跡
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第 7 節 古墳時代の住居跡
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水糸高さ 72.800m
1 : 40 

C
、

B
、

5
J
I
D
涎
ー

一

2m 

F
 

田端遺跡 田端地区 E 区26号住 （単位cm)

平面形長方形規模 380X 394 

面積 15.0m' 壁高 13~24

長軸方位 N73゜ E

壁溝幅 10深さ 2~6

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 26 34 35 32 

下バ径 13 20 16 12 

深さ 11 17 22 22 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 141 2 -3 187 

3 -4 140 4 -l 172 

カマド位置東辺対称軸方位 N79゜ E

焚口部幅 26 燃焼部 39X55

煙道部幅 34 長さー

構築材粘土・石

貯蔵穴位置南東隅平面形円形

上バ 38X38 下バ 20X17 

深さ 16

その他南辺の南側に高さ 10cmの南辺に平行

する東西方向の立ち上がりあり。

I ロ

E
 

発掘区外

I"' 闇マ
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、一▼―-―｀ ⑦ 
[ \ ＼ピッ

',\ ＼一‘'i
\、I
¥ I , 
‘―`―ーノ

◎ピット 2 ｀卜 3

12号土坑

第954図

G
 

E
 

F' 

, G
_ ' 

A
 

. 27号住居一
A' 

3 ~デ三／ l6号土玩 H'

1 褐色上 黄褐色粘質土プロックを含む

2 暗褐色土 砂質、黄褐色土粒子・炭化物粒を含む
3 明褐色土ブロック・暗褐色土プロックの混合、炭化物粒を含む

4 褐色土 粘質、青灰色粘質土プロックを含む

カマド

l 褐色土 明褐色砂質土プロック・炭化物を含む

2 褐色土 炭化物粒・焼土粒を含む

3 褐色土 炭化物粒・焼土プロックを多雇に含む

4 炭・炭化物

5 明褐色土 粘質、褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒を含む

6 黄褐色土 粘質、青灰色粘質土ブロックを含む

゜ 1 : 80 4m 

田端地区E 区26号住居跡
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゜ 1 : 4 28cm 

第955図 田端地区 E 区26号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

田端 E 区第28号住居跡（第956 • 957図、図版306 • 342) 

Wライン・ 71km050m付近で検出した。確認面は第10層である。 15 • 16 • 17 • 22号住居と重複している。

15 • 16 • 17号は本住居よりも新しい。 22号住居は本住居の北側のカマド (B カマド）を切っており、

南側のカマド (A カマド）は切られていない。従って、 22号は本住居の B カマドと A カマドとの中間

の時期に営まれたと考えられる。覆土は自然に堆積しているが、北側から南側に向けて流れ込んだ状

態を示し、比較的短い時間の内に土砂が流れ込んだと考えられる。壁は30cm前後が遺存し、斜めに立

ち上がる。床面はやや凹凸があり、カマド前の床面は堅く締まっていた。主柱穴とみられるピットは

1 本確認した。ピット 1 がそれで、内部は二段に掘り込まれている。壁溝・貯蔵穴は検出していない。

カマドは東辺中央に 2 基検出した。南側をAカマド、北側を B カマドと呼ぶ。 B カマド→Aカマドの

順に新しい。両者とも遺存状態が悪く、袖部等は痕跡程度である。燃焼部が壁の内部にあるタイプと

みられる。

遺物は Aカマド前の床面からいくつか出土している。第957図 1 は貯蔵穴内から、 2 は南カマド前床

面から、 3 はカマド掘形から、 4 は B カマド左脇床面からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

之

忍＼
A
 

28号住居

ピット 1

晦
翠
ぶ
ジ
ー
＼

g
ュ
ト

R
8

居

＼
し
蝉
6
 

ー

A' 

15号住居

1 暗褐色土

2 明褐色土

3 褐色土

4 暗褐色土

5 褐色土

6 床下の土

砂質、炭化物粒・小石を少菰含む

砂質、明褐色粘質土プロック・炭化物粒を含む

砂質、多祉の炭化物を含む

砂質、炭化物を含む

砂質、底部に灰層

カマド

l 暗褐色土 砂質、明褐色粘質土プロック・炭化物粒を含む

2 暗褐色土 炭化物粒を含む

3 焼土 下部に灰層あり

田端遺跡 田端地区 E 区28号住 （単位cm)

平面形ー規模 703X

面積一壁高 25~33

長軸方位一

ロカマド位置東辺対称軸方位 N79゜ E

A 煙道部幅 32 長さ 103 角度 8.

2
 
3
 
4
 

カマド位置東辺対称軸方位 N79゜ E

B 煙道部幅 15 長さ 65 角度 5.

水糸高さ72.800m
0 1 : 80 4m 

第956図 田端地区 E 区28号住居跡
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第V章遺構と遺物

田端 E 区第29号住居跡（第958 • 959図、図版306 • 343) 

v-wライン •7lkm048m付近で検出した。確認面は第10層である。 16号住居、 14号土坑と重複してお

り、いずれも本住居を切っている。北東隅は16号住居によって失っているが、ほぽ全形を確認するこ

とができた。南東隅は 14号土坑が重複しており、これに本住居の古いカマドの痕跡がからんで、土層

はやや複雑な様相をしめしている。覆土は自然に堆積している。壁は20cm前後が遺存し、斜めに立ち

上がる。床面は平坦だが、やや軟質である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していな

ぃ。カマドは東辺に設置されていた。図示したカマドのほかに、南東隅にはこれよりも古いカマドが

確認でき、床面近くに炭化物・焼土粒子が分布していた。新しいカマドはこの上に粘土を貼って袖部

を形成している。新カマドの煙道部からは炭化物・焼土粒子が検出されていない。

遺物は土器片と小石が数点出土している。第959図 l~3 はカマド内から出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

田端 E 区第30号住居跡（第960 • 961図、因版307 • 343) 

R ライン・7lkm036m付近で検出した。確認面は第10層である。 27•35号住居、 5 号溝と重複している。

これらは27→30→ 5 号、 35→30→ 5 号の順に新しい。本住居は東半部を 5 号溝によって切られている

ため、北東隅は検出できなかったが、ほぽ全形を

確認することができた。南東隅は27号住居の一部

□-71 

゜
ーシー

1 : 3 15cm 

:
、

—— 
-

^

 

' 

を切っている。覆土は自然に堆積している。壁は

20cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。床面は平

坦である。主柱穴・壁溝・貯蔵穴は検出していな

い。カマドは西辺中央に設置されていた。燃焼部

が壁の内側にあるタイプで、煙道部との境に段を

もつ。煙道は126cmを検出した。

遺物は小片のみである。第 961図 l~4 はすべ

て覆土出土の参考品で、 2~4 の土錘はいずれも

割れている。

時期は 7 世紀代か。
゜ 1 : 4 20cm 

ー□皇
o□ 4 
0 1:1 2cm 

一第957医 田端地区 E 区28号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

田端 E 区第32号住居跡（第962~967図、図版308 • 343 • 344) 

Qライン・ 71km038m付近で検出した。確認面は第10層である。 3 • 33 • 35 • 36号住居と重複している。

これらは33 • 35 • 36• 32• 3 号の順に新しい。 33 • 35 • 36号相互の重複関係は不明である。本住居は

東半部を検出したのみで、西半分は調査区外にある。南北方向の最大計測値は580cmを超えており、大

形の住居とみられる。覆上は自然に堆積している。床下には35号住居があるため、本住居の床面以下

の土層は乱れている。壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦で、堅く締まっ

ている。主柱穴とみられるピットは 1 本検出した。ピット 1 がそれである。これに対応する北側のピッ

トは確認できなかった。壁溝は北辺からカマド右脇まで検出した。カマドは東辺中央に設置されてい

I 

I 

16号住居＼――

C C' 
1 2 1 

三3 8 7 
A 

¥ 
。
]

A' 

田端遺跡 田端地区 E 区29号住 （単位cm)

平面形長方形 規模 285X 251 

面積 7 2m'壁高 14~24

長軸方位 N65°E

カマド位置東辺南寄り

対称軸方位 N64'E

焚口部幅一燃焼部 50X70

煙道部幅 25 長さ 60 角度 10·

構築材粘土

l 暗褐色土 砂質、炭化物粒・焼土粒を含む

2 褐色土 明褐色粘質土プロックを多く含む

3 灰褐色上粘質、床下の土

カマド

1 褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

A' 

水糸高さ 72.900m
1 : 80 4 m 

一

砂質、明褐色土を多く含む

砂質、焼土粒・炭化物粒を多鼠に含む

砂質で焼土粒・炭化物粒を含まない層と

砂質で焼土粒・炭化物粒を多く含む層と

の互層

4 暗褐色土

5 灰褐色土掘形の土

カマド前

6 褐色土 砂質、袖の土

7 褐色土 黄褐色粘質土プロックを多く含む

8 暗褐色土 炭化物・灰を多星に含む

第958図 田端地区 E 区29号住居跡

¥ ¥ I ¥ 
ヽ

--== 1 □
-

八

3
 

゜ 1 : 3 15cm ゜ 0 1:1 2cm 

一第959因 田端地区 E 区29号住居跡出土遺物

937 



第V章遺構と遺物

た。燃焼部が壁の内外の中間にかかるタイプで、煙道は約100cm検出した。煙道の方向は東辺に対して

直角ではなく、やや北に傾いている。煙道の延びるカマドの南に接して、右袖部の付け根に相当する

位置から焼土を検出しており、カマドの痕跡と考えられる。このカマドは本住居の古いカマドである

ことも考えられるが、重複する 36号住居のカマドであった可能性もある。どちらかに確定する根拠は

ない。貯蔵穴はカマド右脇の南東隅で検出した。楕円形を呈し、底部は礫面まで掘り込まれている。

I tTl 

01 

`’ : 

忍’

B
 

B' 

ヘ--rし」\--j
A,  2.  _A'_ 

ーニニニニ］5
3 

C C' 

＿＼＿ーニー

田端遺跡 田端地区 E 区30号（主 （単位cm)

平面形長方形 規模 310X277 

面積 8.6m' 壁高 8~26

長軸方位 N61゜ E

カマド位置西辺中央

対称軸方位 N56゜ E

焚口部幅 45 燃焼部 71X53

煙道部幅 25 長さ 126 角度 5.

構築材粘土

l 褐色土 砂質

黄褐色土プロックを含む

2 暗褐色土炭化物粒を含む

3 黄褐色粘質土

4 明褐色土砂質

炭化物を多く含む

5 褐色土 粘質

カマド

1 暗褐色上砂質

炭化物粒・黄褐色上プロックを含む

2 黄褐色土 2 の層下部に灰層

3 暗褐色土 焼土粒·灰褐色土プロックを含む

゜

水糸高さ 72.800m
1 : 80 4m 

第960図 田端地区 E 区30号住居跡

□7 ー／
'' 

` 
il i i l ｷ̀ l —· '. ' 

I I 
| 

゜
1 : 3 15cm 

心 • 3 
( 4 

• )2 ゜
1 : 2 6 cm 

第961図 田端地区 E 区30号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

第962図 田端地区E 区32号住居跡（ 1)

第963図 田端地区 E 区32号住居跡 (2)
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第V章遺構と遺物

遺物はカマド周辺から出土している。また、 20cm大の細長い石が床面に散乱していた。第965 • 967 

図 1 は南辺東寄りの床面から、 2 • 18は左袖内から、 3~6 • 14 はカマド右脇床面から、 7 はカマド

右袖脇床面から、 8 は北東隅床面から、 9 • 10は南辺中央壁際床面から、 11はカマド底面から、 12 • 

15 • 17はカマド前床面から、 13は南東隅床面・貯蔵穴が接合、 16は貯蔵穴西床面からそれぞれ出土し

た。

時期は 7 世紀後半～ 8 世紀と考えられる。

糾

A_ 『` 、｀―一‘‘-—--· 
ピット 1

Aこ三三：］；
C C' 

田端遺跡 田端地区 E 区32号住（単位cm)

平面形ー規模 574 X 

面積ー壁高 10~23

長軸方位一

壁溝幅 18 深さ 6

主柱穴 1 1 | 2 

ロカマド位置東辺中央対称軸方位 N84'E

焚口部幅 64

燃焼部101X60 

煙道部幅 23~31

長さ 133

構築材粘土・石

貯蔵穴位置南東隅

平面形楕円形

上バ 97X73

下バ 68X48

深さ 29

3
 

D
 

D' 叫

1 褐色土 黄褐色土プロック・灰褐色土プロック・炭

化物を含む

2 炭化物・灰の層

3 灰褐色土褐色土プロックを含む

中央に灰・炭化物プロックあり

4 暗褐色土 炭化物粒・焼土粒を含む

5 褐色土 黄褐色砂質土プロックを含む

6 褐色土 粘質

灰褐色土プロック・黄褐色土プロック・灰

・炭化物粒を含む

7 床下の土 35号住居のフク土あり

゜ 1 : 40 2m 

゜

水糸高さ 72.700m

1 : 80 

カマド

1 褐色土 黄褐色土粒・炭化物粒を含む

2 褐色土 砂質、焼土プロック・黄褐色土プロック・青灰色

土プロックを含む

3 黄褐色土 焼土プロック・炭化物粒を多く含む

4 灰・炭化物の層

4m 

第964図 田端地区 E 区32号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

て□□三万
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゜ 1 : 4 24cm 

第965図 田端地区 E 区32号住居跡出土遺物(1)
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第V章遺構と遺物

田端 E 区第33号住居跡（第969図）

P ライン •71km038m付近で検出した。確認面は第10層である。 12•32号住居と重複しているが前後関

係は不明である。本住居は調査区への出入り口で発見したもので、カマドの痕跡として焼土粒子・灰・

炭化物を含んだ土層と、これに伴うと推定する壁溝を検出したのみである。住居のプランは不明で、

カマドは西辺に設置されていたと考えられる。床面はカマド痕跡の前で100cm四方程度の痕跡を検出し

ロ16 017 こ 18
〇

第966図 田端地区E 区32号住居跡（ 3)

たが、掘形によるプラン追究は削平

されて検出できなかった。

遺物はなく、時期は検出層位から

古墳～奈良時代とみられる。

1 : 4 20cm 

第967図 田端地区 E 区32号住居跡出土遺物 (2)

田端 E 区第34号住居跡

（第968 • 971図、図版309)

V ライン・ 71km046m付近で検出

した。確認面は第10層である。 10号土

坑、 5 号溝と重複しており、 34→10

→ 5 号の順に新しい。南東部は10号

土坑と 5 号溝に切られて失ってい

る。覆土は炭化物を多く含み、自然

942 



第 7 節古墳時代の住居跡

に堆積している。壁は浅く、10cm前後が遺存している。床面は平坦である。北辺寄り中央部は径100cm

ほどの範囲で、床面に炭化物が分布していた。炭化物の下は堅く締まった床面となる。主柱穴とみら

れるピット・カマド・貯蔵穴は検出していない。壁溝は北辺のみ確認した。本住居は E区の他の住居

に比較して小さく、カマド・貯蔵穴等も検出していないことから、住居跡ではないことも考えられるが、

ここでは調査当時の性格付けのままとしておく。

遺物は土器の小片が数点出土したのみで、図示しなかった。時期は検出層位から古墳時代とみられ

る。

第968図 田端地区 E 区34号住居跡

よ 田端遺跡 田端地区 E 区33号住 （単位cm)

カマド痕跡
I I 

'` こ＝＝＝＝：＇
1 0 0 
1 床面痕跡

\• ¥.... •. ｷ. •ン＇

発掘区外

12号住居

平面形ー規模一

面積ー壁高一

長軸方位一

壁溝幅 20 深さ 5

カマド位置西辺対称軸方位一

〇 1 : 80 4m 

第969図 田端地区 E 区33号住居跡

943 



第V章遺構と遺物

田端 E 区第35号住居跡（第970 • 972~974図、図版309 • 345• 第26表）

Q -R ライン •7lkm038m付近で検出した。確認面は第10層である。 12 • 30 • 32 • 33 • 36号住居と重複

している。 33号との関係は不明だが、 12 • 30 • 32号は本住居を切っており、本住居は36号住居を切っ

ている。北西隅は調査区外にある。南東部に長方形を呈する張出部があり、 12号住居によって西半分

を失っている。西辺は32号住居の床下で検出したものである。覆土は自然に堆積している。壁は浅く、

20cm前後が遺存している。床面は中央部がやや低く、壁際が高い。中央部は堅く締まっており、上下

第970図 田端地区E 区35号住居跡

4
 

A A' 

田端遺跡 田端地区 E 区34号住 （単位cm)

平面形長方形 規模 170 X 274 

面積 (4.7) m'壁高 4~13

長軸方位 N68゜ E

壁溝幅 17深さ 2~8

A_ 

1 暗褐色土砂質

青灰色土プロックを多く含む

2 暗褐色土炭化物を多く含む

3 明褐色土粘質

褐色土プロックを混合
2 、

A' 

水糸高さ 72.900m

第971図 田端地区E 区34号住居跡

゜
1 : 80 4m 
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第 7 節 古墳時代の住居跡

2 枚の床面を確認した。主柱穴とみられるヒ゜ットはヒ゜ット 1~3 で、 それぞれの計測値は表の通りで

ある。壁溝は西辺・南辺を除き、巡っている。カマドは検出していない。北西部の壁際床面には灰．

炭化物が分布していたが、焼土は粒子が散布している程度であり、カマド袖部等も検出できなかった。

30 • 32号住居を作る際に破壊されたのかもしれない。貯蔵穴は検出していない。

ヘ 21 

32号住居

12号住居

~I 

g°ット 3

B B' 発掘区外
↓二こニコ―-32号住居 必
A 張出部 5 2 カマド煙道 2

＿＿三玉こ云二A
旦

3 4 

C' 

択
隧
盆
晦
州
面
z
c

~1 

D' 

35号住居 、

-------—呑2号
住居

32号住居柱穴

立

田端遺跡 田端地区 E 区35号住 （単位cm)

平面形方形 規 模 553X 547 

1

2

3

4

5

 

褐色土 青灰色粘質土プロック・灰褐色土プロック・炭化物粒を含む

灰褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒を含む

褐色砂質土・青灰色粘質土・黄褐色粘質土のプロック状混合

青灰色粘質土・褐色粘質土の混合、床下の土

黄褐色土砂質

面 積 (30. 2) m' 壁 高 15~21

長軸方位 Nl61゜ E

壁 溝幅 18 深さ 2~5

主柱穴

上バ径

下バ径

深さ

1 

35 

15X20 

31 

2 

27 

16 

36 

3 

36 

16~20 

33 

4
 

゜

水糸高さ 72.600m

1 : 80 
主柱穴間の距離（心心）

4m 
l -2 335 2-3 354 

第972図 田端地区 E 区35号住居跡
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□三：一、ニー］口
0 1 : 3 15cm 
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0 1 : 4 16cm 

第973図 田端地区 E 区35号住居跡出土遺物（ 1)
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第974図 田端地区E 区35号住居跡出土遺物 (2)

第26表 田端地区E 区35号住居跡出土遺物観察表石類
単位cm、g

番号 種 類 タテ x ョコ 厚 さ 重 さ 備 考

6 石 9.9X4 5 2.6 212 横断面略長方形。偏平な石。石質緑色片岩。④TA¥E35-l

7 II 9. 7X5.0 2.1 182 偏平な石。石質緑色片岩。④TA¥E35-2

8 II 8.8X4.5 1.6 100 偏平な石。一端割れ。石質黒色片岩。④TA¥E35-3

, II 9.6X4.5 2.2 169 偏平な石。石質緑色片岩。④TA¥E35-4

10 II 8.8X4.7 1 9 146 偏平な石。石質緑色変岩。④TA¥E35-5
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第V章遺構と遺物

番号 種 類 タテ X ヨコ 厚 さ 重 さ 備 考

11 石 8. 7X4.3 1.5 llO 一端に異質の石。石質雲母石英片岩。④TA¥E35-6

12 II 7 7X3.6 1 8 97 偏平な石。最小。石質黒色片岩。④TA¥E35-7

13 II 10 4X4.9 1.9 154 偏平な石。両端に擦れあり。長側面に割れあり。石質黒色片岩。

( TA¥E35-8 

14 II 9 8X4.4 2.2 138 やや偏平な石。両端に擦れあり。石質黒色片岩。④TA¥E35-9

15 II 9 4X4 0 2.0 117 偏平な石。両端に擦れあり。石質黒色片岩。④TA¥E35-10

16 II 9 2X4.9 2.4 182 偏平な石。両端に擦れあり。石質黒色片岩。④TA¥E35-ll

17 II 10.7X5.8 1.6 171 偏平な石。両端に擦れあり。一端割れ。石質黒色片岩。④TA¥E35-12

18 JJ 11 4X5 5 2.0 181 偏平な石。一端割れ。石質雲母石英片岩。④TA¥E35-13

19 }} 9.2X3 8 l. 9 98 偏平な石。長側面割れ。石質黒色片岩。④TA¥E35-14

20 II 10.7X4.5 1.8 158 偏平な石。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥E35-15

21 II 8.7X4 9 3 1 192 横断面略三角形。中央部ややくびれる。石質粗粒安山岩。

( TA¥E35-16 

22 II 10 4X4.5 3 3 235 横断面略三角形。石質粗粒安山岩。④TA¥E35-17

23 II 10 3X4 2 3.3 200 横断面略楕円形。一端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥E35-18

24 II 9 0X4 2 2.2 130 やや偏平な石。表面摩滅。石質変質デイサイト。④TA¥E35-19

25 II 8.2X3.5 2.9 137 横断面略三角形。両端擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥E35-20

26 II 15.0X5 7 3 8 574 横断面略三角形。両端に擦れあり。石質粗粒安山岩。④TA¥E35-21

27 )) 15.8X5 6 3 9 689 横断面略長方形。両端に擦れあり。石質変質安山岩。④TA¥E35-22

28 II 16.2 X6.5 3.8 596 偏平な石。横断面略三角形。両端に擦れあり。石質変質安山岩。

( TA¥E35-23 

29 II 15.3X5.8 4 2 558 横断面略三角形。両端に擦れあり。石質黒色片岩。④TA¥E35-24

30 // 15 6 X5. 7 1. 8 248 偏平な石。両端割れ。石質雲母石英片岩。④TA¥E35-25

31 II 18. 9 X6. 7 3 0 577 偏平な石。両端に擦れあり。石質緑色片岩。④TA¥E35-26

32 II 17 3X6.l 3.6 585 偏平な石。両端に擦れあり。石質緑色片岩。④TA¥E35-27

33 II 18 1 X6 1 2.4 492 偏平な石。一端擦れ。一端割れ。石質黒色片岩。④TA¥E35-28

34 II 16 2 X 7 4 2.8 518 偏平な石。両端に擦れあり。長側辺中央割れ。石質里色片岩。

( TA¥E35-29 

35 II 15 8 X6 2 2.3 428 偏平な石。両端に擦れあり。長側辺割れ。石質雲母石英片岩。

( TA¥E35-30 

36 II 14 2 X 6 1 3.0 415 偏平な石。両端に擦れあり。石質里色片岩。④TA¥E35-31

948 



第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は南東部で10~20cm大の石が集中して出土し、ほかに南西部からも出土している。灰の分布し

ていた北東部からは、長さ 35cm ・幅13cmほどの石が出土している。また、覆土から滑石の小片が出土

した。第972図 1 は南西隅の床面から、 2 は中央南寄り床面から、 3 は北辺西寄り床面から、 4 は中央

東寄り床面から、 5 は中央西寄り床面から出土した。 6~36はサイズの揃った石で、 6~25は 10cm大、

26~36は 20cm大のものである。これらの石は南東隅の床面からまとまって出土した。石の機能・用途

は不明である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

田端 E 区第36号住居跡（第975図）

Q -R ライン •71km040m付近で検出した。確認面は第10層である。 32•35号住居と重複しており、 36

→32号の順に新しい。本住居はカマド煙道の一部または壁溝の一部とみられる細い溝を検出したのみ

である。南側に接して32号住居があり、その壁の内側床面に灰・炭化物が分布していたことから、 32

号住居カマド煙道の一部とも考えられる。また西側の調査区外に住居本体のある住居のカマド煙道の

一部である可能性がある。さらにカマド煙道ではなく、壁溝に焼土粒子が流れ込んだ場合も考えられ、

これらを限定する積極的な根拠がない。従って、ここでは調査当時付けた番号をそのまま生かし、住

居の一部であるとの推定にとどめたい。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

田端 E 区第37号住居跡（第976 • 977図、図版345)

0 ライン・ 71km040m付近で検出した。確認面は第10層である。 7 • 8 号住居と重複しており、 37→ 7

号の順に新しい。 8 号との関係は不明である。本住居はカマドの痕跡を発見したことから、周辺を精

査したところ掘形の痕跡も検出することができた。しかし、掘形はそのまま生活面での住居の立ち上

がりを示すものではないので、計測値表の数値は参考程度である。カマドは西辺に設置されており、

燃焼部の半分が壁外に突出するタイプと考えられる。北部中央から土器片が出土している。第977図 1

は床下から出土した甕の口縁部片で、ほかに接合しないが同一個体とみられる破片が床下から出土し

ている。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。
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A
 

36号住居

35号住居

田端遺跡 田端地区 E 区36号住

（単位cm)

平面形ー規模ー

面積一壁尚一

長軸方位一

゜

1 : 80 4m 

第975図 田端地区E 区36号住居跡

発掘区外
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1
1

ー

1

ー

田端遺跡 田端地区 E 区37号住（単位cm)

平面形ー規模 (318 X 214) 

面積ー壁高一

長軸方位一

カマド位置西辺対称軸方位一

7 号住居

゜

1 : 80 4m 

第976図 田端地区 E 区37号住居跡

□( 
゜

1 : 4 24cm 

第977図 田端地区 E 区37号住居跡出土遺物

950 



第 7 節古墳時代の住居跡

3 寺東地区

寺東地区第 1 a • 1 b 号住居跡（第978~985図、図版313 • 346 • 347 • 348) 

J -Mライン •70km938m付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 1 次調査と第 3 次調査

で検出したものである。 1 • 4 号溝と重複し、 1 b • 1 a • 1 • 4 号溝の順に新しい。 1 a 住居は 1

b 住居を切っており、 1 b よりも床面が深い。東側は調査区外にあり、西側は 1 号溝によって失って

いる。

1 a 住居跡 覆土は自然に堆積している。壁は30cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。床面は平坦

で、中央部がややくぽむ。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドはA•

B•C の 3 カ所に検出したが、 1 a 住居に属するのはA•C カマドである (B カマドは 1 b 住居に属

することが、 1 a 住居の調査終了後Aカマド周辺を掘り下げて判明した）。

A カマドは第 3 次調査で検出したもので、南辺に設置され、煙道の向きをやや西寄りに振っている。

燃焼部が壁の内側にあるタイプである。左袖部の先端部からは何も出土しなかったが、焚口に倒れて

出土している甕の口縁部スタンプとみられる痕跡を検出した。右袖部の先端に据えられた石が同じく、

向かって右側に傾いていることと合わせると、西方向に向かう力が働いたと考えられる。右袖部の基

部には袖に平行な方向で甕が据えられており、その周囲に粘土を貼って袖部を形成していた。カマド

右脇からは10~20cmの石が12個出土している。

第978図寺東地区 1 a • b 号住居跡（ 1)
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第979図寺東地区 1 a • b 号住居跡 (2)

第980図寺東地区 1 a • b 号住居跡 (3)
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C カマドは第 1 次調査で検出したもので、西辺北寄りに設置されていた。左右の袖の基部
に立てた

状態の石が出土し、 その周辺には焼土・炭化物・灰が散布していた。立石の中央からは長さ 50cmほど

の石が割れて出土している。焚口天井部に架けたものかもしれない。

器が出土した。

なお、本住居は調査中に、覆土から多量の石が出土している。

C カマドの周囲からは多鑑の土

遺物は C カマド周辺、 Aカマド周辺から出土した。第983 • 984図 1 • 2 • 4 • 6 • 8 • 13 • 17は西

辺北寄り壁際床面 (C カマド前）から、 3 • 7 • 9 は西辺中央壁際床面から、 5 • 12は西辺北寄り床

面から、 10は北西隅床直上から、 11 は A カマド燃焼部から、 14 • 16 • 20 は A カマド前床面から、 15は

A カマド左脇床面から、 18は A カマド右脇床面から、 19は西辺南寄り壁際床面から、 21は中央南寄り

床面からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころとみられる。本住居は 2 軒の可能性がある。

A-

` 
A
 1
 

カマド

1 黄褐色土

2

3

4

 

砂質

焼土プロック・炭化物粒・灰を含む

黄褐色土プロック・焼土プロックの混合

黄褐色土灰を多く含む

砂 焼土・灰を多く含む
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、
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1 a 号住居
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田端遺跡 寺東地区 1 a 号住 （単位cm)

ヽ、
）lq‘ ドマ力c
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、、、、
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よ
ー
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Q

Q
 

平面形（方形？）規模 730X

面積ー 壁高 25~32

長軸方位一

カマド位置南辺対称軸方位 Nl26"W

A 焚口部幅 (33) 燃焼部 50X55

煙道部幅 32 長さ 87

構築材粘土・石・甕

カマド位置西辺北寄り

C 焚口部幅 30

構築材粘土・石

A-
1 b 号住居
’‘ 

゜

4 

水糸高さ 73.500m
1 : 80 

A 1

2

3

 

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

4m 

砂質

1 よりも暗い。やや粘質

炭化物・焼土粒を多く含む

床面直上の土

灰褐色土・黄褐色粘閃土・炭化物・焼土粒•砂利の混合

床下の土

第981図 寺東地区 1 a 号住居跡
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1 b住居跡本住居は 1 a 住居の西側で検出したもので、 1 a 住居と同じく 2 回に別けて調査され

た。 1 a 住居と 1 号溝によってその大半を失っており、北西隅を検出したのみである。北辺は 1 a 住

居とほぽ重なっている。カマドは調査当時B カマドと呼んだもので、 1 a 住居の南西隅に位置してい

る。左袖部は 1 a 住居によって破壊されていた。カマドの対称軸は予想される南辺の方向に対して直

角ではなく、やや西に振れている。右袖部先端からは立てた状態の石が出土した。焚口の基部と考え

られる。貯蔵穴は 1 a 住居Aカマドの燃焼部・右袖部の下から検出した。略長方形を呈し、最深部は

南寄りにあって、内部は二段に掘り込まれていた。壁溝・主柱穴とみられるピットは検出していない。

遺物は北西部で出土している。第985図 l は北西隅床直上から、 2 は北辺壁際床面から、 3 は貯蔵穴

内からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

A_ 

1 a 号住居

B_ 

1 号溝

B' 

一ー、
C_ 立

-¥--
D_ D' 

--——~ 

E_ 旦

゜
1 : 40 2m 

田端遺跡 寺東地区 1 b 号住 （単位cm)

A_ 
1 a 号住居

A' 

平面形ー規模一

面積ー壁商 24~34

長軸方位一

カマド位置南辺対称軸方位 Nll3°W

焚口部幅 (60) 

構築材粘土・石

貯蔵穴位置南辺平面形長方形

上バ 125 X86 下バ 45X33

深さ 32

゜

水糸高さ 73,500m
1 : 80 4m 

1 明褐色土 炭化物・青灰色土プロックを含む

2 明褐色土 青灰色土プロックを多く含む

3 床下の上

第982図 寺東地区 1 b 号住居跡

954 



第 7 節古墳時代の住居跡
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第983因 寺東地区 1 a 号住居跡出土遺物（ 1)
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第984図 寺東地区 1 a 号住居跡出土遺物 (2)
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寺東地区第 4 号住居跡（第986 • 987 • 989図、図版314 • 348) 

N ライン •70km943m付近で検出した。確認面は第 7 層である。本住居は南西隅と南東隅を検出したの

みで、北半部はトレンチ調査時に削平してしまったため、全体のプランは不明である。東辺の北寄り

は調査時に掘り過ぎてしまい、カマド北半分を失っている。壁は浅く、 12cm前後が遺存し、斜めに立

ち上がる。床面はカマド前でのみ検出し、他の部分では確認できなかった。主柱穴とみられるピット・

壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは東辺に検出したが、前述のとおり南半分の調査しかできな

かった。右袖部に 18cmほどの高さの石を据えていた。カマド前の床面は堅くしまっている。

遺物はカマド周辺からいくつか出土している。第989図 l はカマド右脇床直上から、 2 はカマド前床

面から、 3 は北西寄り床直上からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

口
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寺東地区第10号住居跡

（第988 • 990 • 991図、図版314 • 315 • 349) 

K ライン・ 70km932m付近で検出した。確認面は第

7 層である。 6 号住居と重複しており、 10→ 6 号住居

の順に新しい。本住居は 1 次調査と 2 次調査とに分

けて発掘され、北半は 1 次調査、南半は 2 次調査の

範囲に相当する。西側は 3 号溝によって切られてい

る。 1 号住居との重複関係は確認できなかった。全

体に略方形ないし長方形を呈している。覆土は自然

に堆積している。壁は斜めに立ち上がる。床面は平

坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴

は検出していない。カマドは東辺に設置されていた。

燃焼部が壁の内側にあるタイプで、煙道は約100cm遺

存していた。煙道の燃焼部寄りは焼けて、堅く締まっ

ていた。

遺物は住居中央部、南辺近くから出土している。

第991図 1 は南辺中央壁際床直上から、 3 は中央床面

からそれぞれ出土した。 2 は覆土出土の参考品であ

る。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

゜
1 : 4 24cm 

第985図 寺東地区 1 b 号住居跡出土遺物
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第986図寺東地区 4 号住居跡
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第987図寺東地区 4 号住居跡

田端遺跡寺東地区 4 号住 （単位cm)

平面形ー規模 247X

面積ー壁高 11~14

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位一

構築材石

水糸高さ73.700m 
1 : 80 4 m 



第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第11号住居跡（第993図、図版315)

Mライン・70km934m付近で検出した。確認面は第 7 層である。本住居は北半部を欠き、南西隅は調査

当時使用中の農道下にあったため、確認できなかった。西辺と東辺の間隔は北に向かって狭くなり、

南東部はやや張り出す。遺存状態からみて、南北方向に長軸をもった台形を呈するプランであったと

考えられる。覆土は自然に堆積している。壁は西辺の農道寄りで最も高く、その他のところでは10cm

前後で、斜めに立ち上がる。床面は平坦で、東辺近くはやや低くなる。主柱穴とみられるピット・壁

第988図寺東地区10号住居跡

口
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第989図 寺東地区 4 号住居跡出土遺物
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未調査
怠 I C) 田端遺跡寺東地区10号住

平面形ー規模 537X

面積一壁高 6~23

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 N6l' E

焚口部幅ー燃焼部 40X60

煙道部幅 26 長さ 110 角度一

構築材粘土

（単位cm)

叫
゜

1 : 40 2m 

A
 

A' 

3 号溝
_.,_、

゜
水糸高さ 74.000m
1 : 80 4m 

第990図寺東地区10号住居跡
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▽三冑
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1 : 3 15an 

溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは

発見できなかったが、東辺に10~20cm大

の石が出土し、その周辺の床面には焼

土・灰・炭化物が分布していた。

遺物は東辺寄りからいくつか出土して

いるが、すべて覆土出土の小片であり、

図示しなかった。

時期は 6~7 世紀代か。
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第991図 寺東地区10号住居跡出土遺物
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第992図寺東地区13号住居跡
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田端遺跡 寺東地区11号住 （単位cm)

平面形ー規模 323 X 347以上

面積ー壁高 5~33

長軸方位 N53゜ E

ペ
I

c- C' 

1 明褐色土粘質

小石を多く含む

2 灰褐色土粘質

小石を含む

゜
水糸高さ 73.800m
1 : 80 4m 

第993図寺東地区11号住居跡
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寺東地区第13号住居跡（第992 • 994 • 995図、図版316 • 349) 

Jライン・70km928m付近で検出した。確認面は第 7 層である。本住居は第 2 次調査で検出したもので、

ほぽ全形を確認することができた。全体に長方形を呈し、西辺は東辺に比べてやや短い。壁は浅く 5

cm前後である。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマ

ドは南辺に設置されていた。燃焼部の半分が壁外に突出するタイプである。

遺物は少なく、第995図 1 は東辺壁際覆土出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半頃か。

寺東地区第14号住居跡（第996 • 997図、図版316 • 349) 

J -K ライン・ 70km923m付近で検出した。確認面は第 7 層である。 8 • 16号住居と重複しており、 14

→ 8 、 14→16号の順に新しい。本住居は第 2 次調査で検出したもので、大半は北側の第 1 次調査区内

にあるが、第 1 次調査では検出していない。プランは南東隅を検出したのみである。覆土は自然に堆

`
d
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2̀I 
田端遺跡寺東地区13号住 （単位cm)

平面形長方形規模 356X327 

面積 11.6m' 壁高 2~7

長軸方位 Nl38゜ E

カマド位置南辺対称軸方位 N54゜ E

焚口部幅ー燃焼部 30X

構築材粘土

~40 m
 

l
i
 

o¥ 

01 
A
 

UL 

A' 

B-
B' 

第994図 寺東地区13号住居跡

_ □ -三
- -
- - - -

1 

l 褐色土砂質

カマド

1 黄褐色土

2 褐色土 焼土粒子・炭化物粒を含む

3 褐色土 焼土プロック・炭化物プロックを多く含む

゜
水糸高さ73.500m
1 : 80 4m 

o. 1 : 3 18cm 

第995図 寺東地区13号住居跡出土遺物

積している。壁は浅く、 10cm前後が遺存して

いた。床面は細かい凹凸があり、一部では小

石が露出していた。主柱穴とみられるピッ

ト・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマド

は南辺に設置されていた。左右の袖部に石を

据えており、焚口天井部に架けられてたと思

われる長さ 55cmの石が落ちていた。燃焼部は
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第 7 節古墳時代の住居跡

壁外に突出するタイプである。燃焼部から煙道部にかけて上層から土坑が掘り込まれており、その境

界付近に立てた状態の石が出土した。支脚の可能性がある。

遺物は土器片がいくつか出土しているが、図示できるのは第997図 1 のみである。 1 は東辺寄りの床

面から出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

寺東地区第15号住居跡（第998~1001図、図版317 • 349) 

I -Jライン •70km922m付近で検出した。確認面は第 7 層である。本住居は第 2 次調査で検出したも

ので、住居の大半は南側の調査区外にある。カマドの調査記録から、本住居の北東隅と北西隅とは、

さらに北側に位置することが判明した。甕が伏せた状態でカマド袖基部に据えられていることから、

少なくともこの位置までが住居壁の内部にあったと考えられる。覆土は自然に堆積している。壁は比

較的深く、 20cm前後が遺存していた。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は

検出していない。カマドは東辺のほぽ中央に設置されていた。燃焼部が壁外に突出するタイプである。

遺物はカマド内、カマド周辺から多く出土している。第1001図 l はカマド右脇床面から、 2 は北東

隅床面から、 3 はカマド内底面から、 5 はカマド内左奥から、 6 はカマド内からそれぞれ出土した。

4 は覆土出土の参考品で、内外面は黒色を呈し、研磨を施さないものである。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころとみられる。

匂
土坑

、
V

B_ 且こ` 
c_ 立

ーノ一

1 
田端遺跡寺東地区14号住 （単位cm)

ー・水糸高さ73.500m
1 : 80 

平面形ー規模 350以上 X

面積ー壁高 9~13

長軸方位一

カマド位置南辺対称軸方位 Nl20'W

構築材粘土・石

支脚石？

゜ 4m < ゚ 1 : 40 2m 

第996図寺東地区14号住居跡

I 

゜
1 : 3 15cm 

第997図 寺東地区14号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

第998図寺東地区15号住居跡(1)

A'A  
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ー
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、し←rニ
-----—` ] 
4 i 

臼
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B B' 

\~--....-
0 1 : 40 2m 

発掘区外
田端遺跡 寺東地区15号住 （単位cm)

c-
C' 

゜
水糸高さ 73.500m
1 : 80 4m 

平面形ー規模 440X

面積ー壁高 19~23

長軸方位一

カマド位置北辺対称軸方位 N48°E

焚口部幅ー燃焼部 50X61

煙道部幅ー長さ 88

構築材粘土・土器

第999図寺東地区15号住居跡

964 



第 7 節古墳時代の住居跡

第1000図寺東地区15号住居跡 (2)
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:+ ー 24cm 

一第1001図 寺東地区15号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

寺東地区第16号住居跡（第1002 • 1003図、図版318 • 350) 

J -K ライン・70km925m付近で検出した。確認面は第 7 層である。 14号住居と重複しており、 14→16

号の順に新しい。本住居は第 2 次調査で検出したが、カマド痕跡のみであり、住居のプランをつかむ

ことができなかった。カマド燃焼部とみられる掘り込みからは、ごく少量の焼土を検出した。袖部と

14号住居 V 
p:) I o:i I 

A' 

"ー I 

A A' 

/ 

田端遺跡寺東地区16号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高一

長軸方位一

カマド位置東辺

構築材粘土・石

゜

l 褐色土小石を含む

水糸高さ74.500m

1 : 40 2m 
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第1002図寺東地区16号住居跡

みられる部分に石が出土し、その中央西側寄りに略

完形の甕が出土している。石の位置等から、住居本

体は北側にあったものと推定できる。本住居は南側

にカマドをもった住居であろう。

遺物は上記の甕のみで、第1003図に示した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころとみられる。

O 1 : 4 24cm -第1003図 寺東地区16号住居跡出土遺物

寺東地区第17号住居跡

（第1005図図版318)

I ライン・ 70km948m付近で検出した。確認面は第

10 層である。 19号住居と重複しており、19→ 17号住居

の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもの

で、住居の大半は南側の調査区外にある。調査で検

出したのは北西隅とカマド煙道の一部である。煙道

は長さ約125cmを検出したが、さらに住居内側に延び

ると推定できる。カマドは検出状況からみると、燃

焼部が壁の内側にあるタイプと考えられる。壁は 18

cmが遺存し、斜めに立ち上がる。その他の詳細は不

明である。
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は覆土出土の小片のみで、図示できるものがない。

時期は不明である。

寺東地区第18号住居跡（第1004 • 1006 • 1007図、図版319 • 350) 

J -Kライン •70km950m付近で検出した。確認面は第10層である。 19•20号住居、 15号溝と重複して

おり、 19 • 20→18号住居→15号溝の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、北東部は15

号溝によって失っている。覆土は自然に堆積している。壁は10cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。

床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検出していない。

第1004図寺東地区18号住居跡

（単位cm)
--

A
 

冗

l 灰褐色土 焼土・炭化物を含む

? 2 暗灰褐色土 ：：こ：： ：：；含む

田端遺跡寺東地区17号住

平面形ー規模一

面積ー壁高 18

長軸方位一

カマド位置北辺

対称軸方位煙道N65゜ E

煙道部幅 25 長さ 125以上

A' 
゜

水糸高さ 73.500m
1 : 80 4 m 

第1005図寺東地区17号住居跡
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第V章遺構と遺物

遺物は中央部から石がいくつか出土し、土器片がその間に散布していた。土錘が出土している。第

1007図 1 は中央北東寄りの床面から、 2 は中央北西寄りの床面からそれぞれ出土した。ほかに甕のロ

縁部小片が中央床直上から出土しているが、図示しなかった。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と見られる。

寺東地区第19号住居跡（第1008~1011図、図版319 • 350 • 351) 

I -Jライン・ 70km948m付近で検出した。確認面は第10層である。 17•18号住居、 15号溝と重複して

いる。これらは 19→17 • 18→15号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、東部は溝に

よって失っている。北西隅を検出したのみで、南西隅は調査区外にある。東西500cm以上、南北450cm

前後を測る。覆土は自然に堆積している。壁は 15cmほど遺存し、斜めに立ち上がる。床面は平坦であ

る。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検出していない。

遺物は全面に散布し、とくに東側の床面からは、壁際と住居中央部から甕の破片が出土している。

第1011図 1 • 4 • 6 は中央南寄り床面から、 2 は中央北寄り床面から、 3 は北西隅の床面から、 5 は

南辺壁際床面からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。

u/ UL 田端迫跡寺東地区 18 号住 （単位cm)

¥ B B' 平面形ー規模 310X

4 ―、一
~ 面積一壁高 9~14

こ

] 1(% 
長軸方位一: A' QC_ ] -
1 灰色土 灰黄褐色土プロック・

C> 百 A A' 
炭化物・焼土を含む

2 暗灰色土

一
ェ・

水糸高さ 73.500m

゜
1 : 80 4m 

l 

QI 

第1006図寺東地区18号住居跡

且］］］

゜
1 : 4 20cm ¥l ゜

1 : 2 4 cm 

I I 1111 | | 

第1007因 寺東地区18号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

第1008図寺東地区19号住居跡（ 1)

第1009図寺東地区19号住居跡 (2)
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第V章遺構と遺物

寺東地区第20号住居跡（第1012~1017 図、図版320 • 351 • 352) 

I-K ライン・ 70km954m付近で検出した。確認面は第10層である。 17 • 18 • 21 • 46号住居と重複して

いる。本住居はこれらのうちで最も古く、第 3 次調査で検出したものである。調査手順の都合で 2 回

に別けて調査したため、北東隅は検出できなかった。南西隅は調査区外にある。南東隅は 18号住居に

よって切られ、やや不整形を呈する。覆土は自然に堆積している。壁は30cm前後が遺存しており、斜

めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピットは4本検出した。ピット 1~4 がそれで、

計測値は表の通りである。壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは 3 カ所で検出した。 Aカマドは

北辺東寄りに設置され、袖部が遺存していた。燃焼部が壁の内側にあるタイプである。煙道は約140cm

ほど検出したが、煙り出し部は調査区外にあるため全長は不明である。 B カマドはAカマドの西側に

設置され、煙道部のみ遺存していた。袖部・燃焼部は検出していない。 B カマド→Aカマドの順に新

しい。 C カマドは西辺南寄りに設置されていた。袖部の一部、燃焼部の一部を検出したが、煙道部は

調査区外にあるため、調査できなかった。

遺物は全面から出土しているが、とくにAカマドの周辺から多く出土している。第1016 • 1017図 1

は B カマド前の床面から、 2 は南辺壁際床直上から、 3 は南辺西寄り壁際床直上から、 4 は A カマド

前の床直上から、 5 は中央南東寄りの床面から、 6 は A カマド前の床面から、 7 は南辺寄りの床直上

から、 8 は中央北西寄りの床面から、 9 は西辺南寄り壁際から、 10は B カマド前から、 11 は B カマド

前の床面から、 12は南東部床面と B カマド前床面出土の破片が接合、 13は A カマド前の床直上から、

ul bl ~/ m̀| ul bl 
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1 灰褐色土炭化物粒を含む

堅く締っている
田端遺跡寺東地区19号住 （単位cm)

2 灰褐色土 焼上粒・炭化物粒を多く含む
平面形 （長方形）規模 449X

水糸高さ 73.500m
面積ー 壁高 15

゜
1 : 80 4m 

長軸方位 N65゜ E

第1010図寺東地区19号住居跡
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第1011図 寺東地区19号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

第1012図寺東地区20号住居跡 (1)

第1013図寺東地区20号住居跡 (2)
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~I B カマド I ら ` ` 、 U'~II~
カマド

J• 

⑥ 
ピット l

B
 

゜ピット 2

C' , 

◎ピッ

O) 
ピット 4

゜ピット 3

A' 
~、、

B' 

o¥ 判に： 〇|

A~ー二ここニニニニ三ニーニ三戸ぷ

1 灰黄褐色砂質土・暗灰褐色砂

質土の混合

この層の下面に

薄い灰・炭化物

層がある

2 灰黄褐色土 灰色粘質土プロ

ックを多く含む

3 灰色土 粘質

4 灰黄褐色土砂質

灰色粘質土プロ

B
 

ックを含む

B' 5 灰黄褐色土砂質
黄褐色粘質土プ

ロック・炭化物

を多く含む

D' 6 灰黄褐色土粘質

E-

F
 

E' 

F' 

G
 

G' 

c
 

C' 
゜

水糸高さ 73.000m
1 : 80 4m 

第1014図寺東地区20号住居跡（ 1)
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第v章遺構と遺物

14は A カマド前の床直上から、 15は A カマド右脇の床面から、 16は中央床直上からそれぞれ出土した。

10は覆土出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。

寺東地区第21 ・ 22号住居跡（第1018~1020図、図版320 • 352) 

I ライン・ 70km958m付近で検出した。確認面は第10層である。 22号のカマド煙道は20号住居にかかり、

20→22号の順に新しく、また21 • 22号は重複しており、 22→21号住居の順に新しい。従って、 20→22

→21号の順に新しいことになる。

21号住居は北東隅のみ検出し、大半は調査区外にある。 22号住居はカマド煙道のみ検出した。両者

の床面はわずかに22号の方が高く、 21号がやや深い。 21号の壁は30cm前後が遺存し、ほぽ直立する。

床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。 B カマドは煙道部の

み遺存し、長さ約80cmを検出した。

22号のAカマドは長さ約110cmの煙道を検出したが、住居本体も含めて調査区外にある。詳細は不明

である。

田端遺跡 寺東地区20号住 （単位cm)

H
 

H' 

I'. 

4 3 

A カマド

1 灰褐色土 砂質

灰・炭化物粒を含む

2 灰黄褐色土粘質

焼土・炭化物を含む

3 焼土

4 灰褐色土

灰を多く含む

5 焼土・灰

6 灰黄褐色土砂質

7 灰黄褐色土粘質

焼土・灰・炭化物を含

む

上三ここJ_
ド

3 灰褐色土：；プロノクを含む 位］杓
Bカマ，

1 焼土

2 黄褐色土砂質

平面形方形 規模 680X (676) 

面積 (46 0) 而壁高 26~31

長軸方位一

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 29 38 40X55 50X38 

下バ径 11 16 13X20 

深さ 16 23 18 18 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 383 2 -3 310 

3 -4 341 4 -1 332 

カマド位置西辺北寄り

A 対称軸方位 N29"W

焚□部幅 50 燃焼部 43X

煙道部幅 35 長さ 140

構築材粘土

カマド位置西辺南寄り

B 対称軸方位 N32"W

煙道部幅 53 長さ 128

カマド位置南辺東寄り

C 対称軸方位 (Nll9.W) 

焚口部幅 53 燃焼部一

構築材粘土

その他ビット 5 :径25、深さ 6
4 焼土プロック・砂プロック・炭化物・灰の混合

5 灰褐色土焼土プロックを含む

6 灰褐色土粘質 C カマド 上 上

翌三翌':::::[芯／二 水糸高さ73.000m

0 1:40 lm 

一第1015図寺東地区20号住居跡 (2)
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は21号住居の B カマド前、北東隅で出土した。第1020図 1 は西辺壁際床面から、 2 はカマド

前床直上からそれぞれ出土した。 3 • 4 は西辺壁際覆土出土の参考品である。 4 の刀子は茎の目釘が

遺存している。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。
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1 : 3 18cm 

第1016区 寺東地区20号住居跡出土遺物（ 1)
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第V章 遺構と遺物
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第1017図 寺東地区20号住居跡出土遺物 (2)
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灰黄褐色土 灰褐色土・炭化物粒を含む

暗灰褐色土 粘質灰黄褐色粘質土プロック・炭化物を多く含む

灰色土 砂質

暗灰黄褐色土粘質

暗灰褐色土 粘質灰・炭化物を含む

暗褐色砂質土・灰黄褐色土・焼土プロックの混合

20号住居フク土

暗褐色土 砂質

田端遺跡

A' 

炭化物を多く含む 22号住居フク土

水糸高さ 73.500m

O 1 : 80 4 m 

とーーー·_--

平面形ー規模一

面積ー壁高 27~36

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 N75•E

煙道部幅 23 長さ 82

田端遺跡

寺東地区21号住

寺東地区22号住

（単位cm)

（単位cm)

平面形一 規 模一

面 積一 壁 高一

長軸方位一

カマド位置東辺 対称軸方位 N70゜ E

第1018図 寺東地区21 ・ 22号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第30号住居跡（第1021~1023図、因版321 • 353) 

P- Qライン・70km994m付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 3 次調査で検出したも

ので、北半部は調査区外にある。北西隅と南西隅を検出したが、両隅とも丸みをもつ。覆土は自然に

堆積しており、 15~20cm大の石が多く出土した。壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。

床面は細かい凹凸をもつが、概ね平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検

出していない。南西隅ではテラス状を呈する段を2カ所で検出した。南西隅を挟むような配置で、高さ

15cm前後・長さ 160cmほどの細長い段が向かい合う。

第1019図寺東地区21 ・ 22号住居跡

こロ
/ -
一

0 1 : 3 — 『cm

0 1 : 2 

こ--—
『cm

第1020図 寺東地区21号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

第1021図寺東地区30号住居跡

In 
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゜ 4
 ゜゜
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l 暗灰褐色土砂質

炭化物・灰・焼土を含む

2 灰褐色土 灰黄褐色土プロック・炭化物を多く含む

3 暗灰褐色土粘質

灰黄褐色土プロックを含む

4 暗灰褐色土 灰黄褐色土プロックを多く含む

5 灰黄褐色土砂質

6 灰黄褐色土砂質

炭化物を含む

＜コ

B-_A 

C
、"
 

ヘ
, 
0 0 
＼百

9 心
0。一

A' 

田端遺跡 寺東地区30号住（単位cm)

平面形ー規模 553

面積ー壁高 10~26

長軸方位一

その他テラス状施設あり

A A' 

下—---

旦
_ B' 

一第1022図寺東地区30号住居跡

水糸高さ 73.200m
1 : 80 4m — 
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は北西近くからいくつか出土している。第1023図 1 は北西隅の床面から、 2 は中央部西寄りの

床面から、 3 は中央部床面から出土した。 4 • 5 • 6 は覆土出土の参考品である。 3 は同時期の類例

不明であり、 4 は凹石で本来縄文時代の遺物である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

寺東地区第31号住居跡（第1024~1029図、図版321 • 353 • 354) 

0 ライン・71km000m付近で検出した。確認面は第10層である。 33号住居と重複しており、 33→31号の

順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、南半部は 1 号溝によって失っている。また、西

辺はかっての調査時のトレンチによって失っており、北東隅・北西隅を検出したのみである。北東部

からは覆土に多くの石が含まれていた。壁は浅く、 20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床

面は平坦である。主柱穴とみられるピットはピット 1~4 で、それぞれの計測値は表の通りである。

壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは北辺で2基検出した。東側を Aカマド、南側を B カマドと呼

んだ。 A カマドは袖部の遺存がなく、煙道のみ検出した。 B カマドはAカマドと煙道の方向がほぽ同

じで、燃焼部が壁の内側にあるタイプである。袖部は拳大の石と粘土とで形成していた。右袖部には

人頭大の石を据えている。

---
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゜ 1 : 3 15cm 
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゜ 1 : 4 24cm 

第1023図 寺東地区30号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

第1024図寺東地区31号住居跡(1)

第1025図寺東地区31号住居跡 (2)
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第 7 節古墳時代の住居跡

!0 F
 

B カマド

¥Cl 

l 褐色土 砂質

黄褐色土プロックを含む

2 褐色土 砂質

A 3 褐色土 ;;物を含む
炭化物を多く含む

4 黄褐色土砂質

P |) 

ピッ゚ト 4
\ 

• 

゜I I 
———`‘\ ゜ 0 

『\E'
，の叫．！、 11111 I~ 

レo "'L ,, ビット 3

A
 

A' 西

＼、 工三三二＝＿’ -
‘トレンチ＇

田端遺跡寺東地区31号住（単位cm)

平面形ー規模 620 X590以上

面積ー壁高 15~23

長軸方位一

B
 

B' 
主柱穴 I 1 I 2 I 3 

口：言：］
主柱穴間の距離（心心）

C
— C' 1 -2 348 

3 -4 269 

2 -3 269 

4 -1 319 

D- D' 

E_ 
E' 

33号住居一―

カマド位置北辺東寄り

A 対称軸方位 Nl76゜ E

煙道部幅 29 長さ 199

構築材粘土・石・瓦

カマド位置北辺西寄り

B 対称軸方位 Nl74゜ E

煙道部幅 43 長さ 198

構築材粘土・石

゜

水糸高さ 73.200m

1.: 80 4m 

第1026図寺東地区31号住居跡（ 1)
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第V章 遺構と遺物

遺物は北東部から多く出土ししている。第1028 • 1029図 1 • 8 はカマド前床面から、 2 は北東隅床

面から、 3 は B カマド前床直上から、 4 • 6 は A カマド前床面から、 5 は B カマド左袖の掘形から、

7 は中央床直上から、 B カマド前床面から、 10は中央床面から、 11 は B カマドの床下から、 12 は A カ

マド前の床下から、 13は B カマド右袖の東側からそれぞれ出土した。ほかに、滑石製の紡錘車の破片

一点、小片一点が床下から、中央南東寄りの床下から鉄器 3 個体が錆着して出土した。 この鉄器は刀

1::r: iェ

B
1
4
F
 

B カマド

I 

-' 
l 

A
 A カマド

H
、

N

、
I

J
 

ご

B カマド掘形 J' k
 

K' 

万. 
_.—- ヘー•一ー•--

゜IZ 
1 : 80 4m 

-I 

A
 

B
辻
4
F
蔀
志
い

k
 

A カマド
K' 

B カマド
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水糸高さ 73.200m
1 : 40 

J' 

2

3

4

5

 

B カマド

1 灰黄褐色砂質土・暗灰褐色粘質土の混合

炭化物・焼土プロックを含む

灰黄褐色土粘質

焼土・灰・炭化物のプロック状混合

灰褐色土 砂質

灰色土 砂質

焼土ブロック・灰を含む

炭化物を含む

粘質

6

7

8

 

灰黄褐色土

灰褐色土

灰・炭化物

2m 

N
、 第1027図 寺東地区31号住居跡 (2)
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第 7 節古墳時代の住居跡

子状のもの、鉄鏃状のもの、クサビ状のものがあるが、製品として判別できない。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

ロニ三 □□／
3 

三
゜ 1 : 3 18cm 

,' 

\ 

' 

,, 6 

11 

ヽ // 5 

”8 

゜ 1 : 4 

’’ 10 
24cm 

第1028図 寺東地区31号住居跡出上遺物（ 1)
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第V章遺構と遺物

寺東地区第33号住居跡（第1030 • 1032図、図版322 • 355) 

0-P ライン •70km995m付近で検出した。確認面は第10層である。 31号住居、 57号土坑と重複してお

り、 33→31 • 57号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、南半部は 1 号溝によって、

西半部は31号住居によって失っている。プランは北東隅を確認したのみである。壁は25cm前後が遺存

しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出し

ていない。カマドは東辺に設置されていた。煙道部を約50cm検出したが、煙り出し部分は57号土坑に

よって失っている。燃焼部が壁の内側に作るタイプと考えられる。

遺物は北西隅で出土している。第

1032図 1 は北西隅床面から出土した壺

である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられ

I
 

こ
I

①
 ゜ 1 : 2 8cm 

第1029図 寺東地区31号住居跡出土遺物 (2)

mI57号土坑 2ol 

` 1 号溝 P'.1 I 

31号住居 I 
l 明褐色土 炭化物粒子を少し含む

2 褐色土 粘質

炭化物粒子を含む

A A' 

` 
゜

カマド

1 黄褐色土 砂質

2 焼土

3 暗褐色土 砂質焼土プロック・炭化物を

含む

4 暗黄褐色土砂質焼土プロックを含む

5 暗褐色土 砂質焼土プロック・炭化物を

多く含む

6 褐色土 砂質

田端遺跡寺東地区33号住 （単位cm)

水糸高さ 73.500m
1 : 80 

平面形ー規模一

面積ー壁高 21~30

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 N78'E

煙道部幅 32 長さ 52以上

4m 

第1030図寺東地区33号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第35号住居跡（第1031 ・ 1033~1040図、図版322 • 355~357• 第27表）

M-0 ライン •7lkm003m付近で検出した。確認面は第10層である。 34号住居、 1 号溝と重複しており、

35→34→ 1 号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、南半部は 1 号溝、西半部は 3 4 

号住居によって失っている。プランは北東隅を検出したのみである。覆土自然に堆積し、多量の石が

出土している。壁は30cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみら

れるピット・壁溝は検出していない。カマドは北辺に設置されていた。燃焼部の半分が壁の外側に突

出するタイプで、燃焼部は重複する 34号住居のカマド煙道部によって破壊されていた。袖部には立て

た状態の石が据えられており、カマド前の床面からは割れた凝灰岩（直方体に加工され、焼けている）

が出土した。焚口天井部の石と考えられる。貯蔵穴はカマド右脇の北辺に接して検出した。内部は20

cm大と 50cm大の石によって壁を形成していた。

第1031図寺東地区35号住居跡

。 1 : 3 18cm 

第1032図 寺東地区33号住居跡出土遺物

遺物は多量に出土した。とくに須恵器・玉類

が多い。第1035~1039図 1 は貯蔵穴内から、 2.

3 • 21は中央東寄り床直上から、 4~6 • 15 は

貯蔵穴上方の覆土から、 7 •23は中央床面から、

8 はカマド左袖西側の床直上から、 9 • 16はカ

マド左袖前の床面から、 10は貯蔵穴覆土から、

11は北辺東寄り壁際の覆土から、 12 • 17 • 18 は

中央東寄り床面から、 13はカマド前床面から、

985 



第V章遺構と遺物

第1033図

寺東地区35号住居跡
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田端遺跡 寺東地区35号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 33~37

長軸方位一

カマド位置北辺対称軸方位 N がE

焚口部幅 54 燃焼部一

煙道部幅 30 長さ 102

構築材粘土・石

貯蔵穴位置北東隅平面形不整形

上バ 84X65 下バ 40X35

深さ 35

その他ピット 1 :径41、深さ 13

ピット 2 :径31、深さ 20

゜ 1 : 40 1 m,  
ol 

1 黄褐色土 砂質

炭化物を含む

2 暗黄褐色土砂質

黄褐色粘質土プロック

を多く含む

3 暗褐色土 炭化物・砂を多く含む

カマド

l 茶褐色土焼土を含む

2 暗褐色土砂質

焼土粒を含む

3 暗褐色土焼土・灰を多く

含む

。
』
-

水糸高さ73.lOOm

1 : 80 4 m — 第1034図寺東地区35号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡
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第1035図 寺東地区35号住居跡出土遺物（ 1)
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第V章遺構と遺物

14はカマド左袖部から、 19は中央北東寄りの床面からそれぞれ出土した。 20 • 22は覆土出土の参考品

である。 24~57は玉類で、 32 • 33は北東部床面の土器の中から一緒に、 38 • 39はカマド左袖西の床面

から一緒に、 48~50は中央東寄り床面から一緒に、 51~57は北辺東寄り壁際覆土出土の土器の上から

一緒にそれぞれ出土した。 57は小片のため図示できない。 24の丸玉は覆土出土、 40の管玉は中央北東

寄り床面から出土している。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀ころと考えられる。

ヽ

ヽ ヽ

゜ 1 : 3 15cm 

第1036図 寺東地区35号住居跡出上遺物 (2)
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第1037図 寺東地区35号住居跡出土遺物 (3)
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第37号住居跡（第1041 ・ 1043図、図版323 • 357) 

K-L ライン・71km000m付近で検出した。確認面は第10層である。 25号住居と重複しており、 37→25

号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、ほぼ全形を確認した。プランは東半分がや

やねじれており、北東隅付近は二段の掘り込みを呈している。この部分の土層は地山の土に近く、砂

質の土層であることを勘案すると、一度掘り込んだ後埋め戻したことが考えられる。他の部分は自然

I 

皇 ｀ー：：り 喜／‘〕-〖/‘/]50 直口®
I 

I 

こ | | | 

⑤2い］ 邑□］ 0』①
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第1039図 寺東地区35号住居跡出土遺物 (5)

第1040図寺東地区35号住居跡カマド
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第V章遺構と遺物

第27表寺東地区35号住居跡出土遺物観察表玉類
単位mm、g ( )推定

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 色 調 備 考

24 4 5X 4.9 1.5 2.7 計測不能 緑 色 不明、丸玉、完形、楕円に近い

25 25 2 X 14 0 2 3X2.7 4.0 1 40 灰 色 滑石、加工品

26 24 2 X 17 2 5.6 1.73 灰 色 滑石、剥片

27 8.5 3.2 1.9 0.14 灰 色 滑石、臼玉％欠

28 10.3 3.0 1 2 0.10 灰 色 滑石、臼玉½欠

29 7.4 3.3 3.8 0 28 灰 白 色 滑石、臼玉、完形

30 8.5X 8.0 3 3 5.9 0.58 灰 色 滑石、臼玉、完形

31 9.0x 8.5 2.8 5.4 0.67 灰 色 滑石、臼玉、完形

32 10.5 3.0 1.5 0 17 灰 色 滑石、臼玉％欠

33 11.0 2.8 2.1 0.32 オリープ灰 滑石、臼玉、完形

34 25.0 X 9.1 2.8 0.91 灰 白 色 滑石、加工品？

35 (8.5) (2.4) 4.1 0.43 灰 色 滑石、臼玉、完形

36 23.1 X 19 1 2.4 4.8 2.95 黄 灰 色 滑石、加工品

37 12.4 X 11. 7 3.3 8.0 2.02 鈍い黄橙色 滑石、臼玉、完形

38 12.9 X 12.0 3.2 8.7 l. 98 明オリープ灰 滑石、臼玉、完形

39 12.6 3.3 9.4 2.51 浅黄橙色 滑石、臼玉、完形

40 （幅） 6.5 1.0-2.9 （長） 25.0 l. 93 暗 緑 色 不明、管玉、完形

41 8.4 2.8 5.3 0.60 灰 白 色 滑石、臼玉、完形

42 20. 7X 8. 7 7.7 1.30 灰オリープ 滑石、剥片

43 34.5Xl9.5 6 3 6.57 明オリープ灰 滑石、剥片

44 8.7 2.9 6.5 0.74 灰 白 色 滑石、臼玉、完形

45 (8 5) (3.0) 2.9 0.13 オリープ灰 滑石、臼玉½欠

46 8 9 2.8 6.4 0.93 灰 色 滑石、臼玉、完形

47 8.6 2 5 4 8 0.56 灰 色 滑石、臼玉、完形

48 12.lX 8.8 3 2 0.56 灰 色 滑石、剥片

49 8.5 3.0 3.0 0.19 灰 白 色 滑石、臼玉½欠

50 8.4 2.8 3.1 0.13 灰 色 滑石、臼玉½欠
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第 7 節古墳時代の住居跡

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 色 調 備 考

51 8.5 3.5 7.5 0.93 灰 白 色 滑石、臼玉、完形

52 10 5 3.0 2.1 0 30 灰 色 滑石、臼玉、完形

53 10.8 2.5 2.1 0.29 灰 色 滑石、臼玉、完形

54 10.2 2.8 1.6 0.18 灰 色 滑石、臼玉始欠

55 10.3 2.9 1.3 0.13 灰 色 滑石、臼玉％欠

56 (10.5) (3.5) 1.0 0 06 灰 色 滑石、臼玉％欠

57 (11.0) 1.0 0.03 灰 色 滑石、臼玉¾欠

) I b:I や
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k゚, 戸 .-,0。」 に1)
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IL1m 
ぐ／心＼＼／辺

r 

ii..' 
| 

L 

ど ／＼し」カマド1 灰褐色土砂質
1 褐色上 砂質 2 灰褐色土砂質

2 暗褐色土砂質 、 焼土プロック・炭化物プロ

3 黒褐色土粘質 ＼＞、 ックを含む

\ 4 黄褐色土粘質 3 焼土 OI | 
5 黄褐色土砂質 4 灰・炭化物・焼土プロックを少し含む

ゃ、 C C'5 灰褐色砂質土と黄褐色砂質土の混合
--6 暗褐色土粘質

へ 田端遺跡寺東地区37号住 （単位cm)

D
 

D' 

E
 

E' 

\ ーノ一

゜

水糸高さ 73.200m

1 : 80 4m 

平面形長方形 規模 390X268 

面積(10.5) m'壁高 13~40

長軸方位 N87゜ E

カマド位置東辺南寄り

対称軸方位 Nll9゜ E

焚口部幅一燃焼部 40X

煙道部幅 36~63 長さ 230

構築材粘土

第1041図寺東地区37号住居跡
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第V章遺構と遺物

の堆積を示している。北東隅の掘り込みを含めてプランをみると、東半部のねじれが少なくなる。壁

は 1 号溝側の北辺が深く 30~40cm遺存しており、南辺側では15cm前後である。床面は平坦である。主

柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは東辺南寄りに設置されていた。東

辺に対して直角ではなく、対角線の方向に向けて煙道が延びている。燃焼部が壁の内側にあるタイプ

で、奥壁は角形を呈する。煙道部との境には段をもつ。煙道部は不整形を呈し、底面は比較的平坦で

ある。

遺物は少なく、カマド煙道部、南辺中央付近で小片が出土している。第1043図 l は南辺壁際床面か

ら、 2 はカマド内から、 3 はカマド煙道部底面から、 4 は北西隅壁際床面からそれぞれ出土した。

時期は 7 世紀後半頃とみられる。

第1042図寺東地区39 • 40号住居跡

三
＼□三―—□2 □□ \ \ _;I 

゜
1 : 3 \ 

¥ \ ¥ ¥' [ 
12cm 

』

゜
1 : 4 24cm 

第1043図 寺東地区37号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

第1044図寺東地区39号住居跡

第1045図寺東地区40号住居跡
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第V章遺構と遺物

寺東地区第39号住居跡（第1042 • 1044 • 1046 • 1047図、図版323 • 358) 

M-N ライン •70km992m付近で検出した。確認面は第10層である。 26•40号住居、 1 号溝と重複して

おり、 26 • 39→40号の順に新しい。 1 号溝は本住居を切っている。本住居は第 3 次調査で検出したも

ので、 40号住居と同時に着手したため、 40号との切り合いをなす南辺は検出できなかったが、土層断

面において確認している。北半部は 1 号溝によって失っている。覆土は自然に堆積している。壁は浅

く、 15cm前後が依存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦で、検出面中央部に長さ 35cm・幅15~20

cmの石が据えられていた。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマド・貯蔵穴は検出していない。

田端遺跡 寺東地区39号住 （単位cm)

平面形ー規模 290X

面積ー壁高 10~18

長軸方位一

1 褐色土砂質

炭化物を含む

2 灰色土砂質 A
 

1 号溝

3 \ 

. 
、G

d 一¥ 

゜

水糸高さ 73.200m

1 : 80 

A'ul-i 
六2 

4m -B 

• • 
B
 

/ 

第1046図寺東地区39号住居跡

-C~1 

三2
--ニニ＝~3

□ ロー／
゜ 1 : 3 18cm 

゜ 1 : 4 24cm 

第1047図 寺東地区39号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は少なく、小片のみである。第1047図 1 は西辺北端寄りの床面から、 5 は南東隅の床面から出

土した。 2~4 は覆土出土の参考品である。時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

寺東地区第40号住居跡（第1042 • 1045 • 1048 • 1049図、図版323 • 358 • 359) 

L ライン •70km989m付近で検出した。確認面は第10層である。 26 • 39号住居と重複しており、 40→

26 • 39号の順に新しい。 26号と 39号との前後関係は不明である。本住居は第 3 次調査で検出したもの

で、北辺の一部は39号によって失い、南西隅は調査区外にある。北東隅からは集中して拳大～人頭大

の石が出土し、これらの石は南西に向かって流れ込んだような状態を示す。また、北西隅近くも同大

の石が集中して出土している。これらの石の多くは床面から浮いており、人為的な投げ込みの可能性

がある。壁は20~25cmが遺存しており、 39号と重複する部分は10cm前後である。他の住居に比べて遺

存は良好である。床面は平坦で、南西隅近くでは床面直上から炭化物が出上している。主柱穴とみら

れるピットはピット 1~4 で、計測値は表の通りである。壁溝は北辺のみで検出した。溝底には下層

の礫が露出している。カマドは東辺やや南寄りに設置されていた。燃焼部が壁の内側にあるタイプで、

左右の袖部は粘上で形成している。煙道部との境はトンネル状を呈し、壁外へ向かった穴は30cmほど

で確認面に現れる。上方へ向かう煙り出しと考えられる。貯蔵穴はカマド右脇の南東隅で検出した。

内部の壁面は礫が露出している。掘形の調査ではカマド前の床面中央部でピットを二つ検出した。北

側は長軸90cmの楕円形を呈し、内部から拳大の石が12個と土器片が出土した。南側も楕円形を呈し、

長軸は60cmである。ここからは35X20cmの偏平な石が露出していた。

遺物は中央部、カマド周辺からの出土が多い。第1049図 1 は中央西寄りの床面から、 2 • 6 • 7 は

中央部床面から、 4 はカマド前の中央床直上から、 5 は南辺中央壁際の床面から、 8 • 11は中央床直

上から、 10は中央南寄りの床面から、 12は北東隅壁際の床面からそれぞれ出土した。 3 • 9 は覆土出

土の参考品である。

時期は 6 世紀後半とみられる。

寺東地区第41号住居跡（第1050 • 1052図、図版324 • 359) 

N-0 ライン •70km975m付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 3 次調査で検出したも

ので、他の住居との重複がない単独住居である。東西に長い長方形のプランをもつ。覆土は自然に堆

積している。壁は浅く、 15cmほど遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみ

られるピット・壁溝は検出していない。カマドは西辺に設置されていた。本遺跡のなかではカマド位

置は特殊である。燃焼部が壁の内側にあり、中央部から支脚に使われたとみられる長さ 22cm ・径 4cm 

の石が出土している。燃焼部と煙道との境には高さ 5 cmほどの段がある。貯蔵穴はカマド左脇の南西

隅で検出した。南壁は住居の壁につながってしまう。その他、本住居の周囲には径20~40cm・深さ 20~30

cmのピットが集中しており、これらのうちのいくつかは本住居の柱穴であった可能性がある。

遺物は住居中央部からいくつか出土している。第1052図 1 は中央部東寄りの床面から、 2 は同じく

北寄りの床面直上から出土している。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。
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田端遺跡寺東地区40号住 （単位cm)

C C' 

D D' 

1 褐色土 砂質

炭化物を含む

2 褐色土 砂質

上面に薄い炭化物層がのる

3 暗褐色土砂質

炭化物を含む

4 褐色土 砂質

炭化物を多く含む

5 黄褐色土砂質

炭化物を含む

平面形方形 規模 455X 448 

面積 20. 4m'壁高 20~26

長軸方位 Nl57' E

壁溝幅 17 深さ 3~5

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 40X34 40X33 37 44 X35 

下バ径 21 X20 26X20 16 34X26 

深さ 7 8 13 11 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 225 2 -3 178 

3 -4 203 4 -1 196 

カマド位置東辺対称軸方位 N69゜ E

焚口部幅一燃焼部 50X

煙道部幅 25 長さ 30

構築材粘土

貯蔵穴位置南東隅平面形楕円形

上バ 76X74 下バ 39X27

深さ 20

゜

水糸高さ 73.200m

1 : 80 4m 

第1048図 寺東地区40号住居跡
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第1049図 寺東地区40号住居跡出土遺物
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田端遺跡寺東地区41号住 （単位cm)

c-
C' 

D D' 

E-
E' 

平面形長方形規模 391X 300 

面積 11.7m' 壁高 12~18

長軸方位 N59゜ E

カマド位置西辺対称軸方位 N57゜ E

焚口部幅 40 燃焼部 36X70

煙道部幅 20 長さ 111

構築材粘土・石

支脚石

貯蔵穴位置南西隅平面形楕円形

上バ 72X55 下バ 32X31

深さ 32

F F' 

G-
G' 

l 褐色土 砂質

2 暗褐色土砂質

炭化物・焼土プロッ

クを含む

3 明褐色土砂質

焼土プロックを含む

4 上層からのピット掘り込み

゜
水糸高さ 73.300m

1 : 80 

カマド

1 灰褐色土 砂質

灰・炭化物・焼土

粒を含む

2 灰褐色粘質土プロック・焼土

プロック・灰・炭化物

プロックの涅合

3 灰黄褐色土粘質

灰・炭化物含む

4 灰・炭化物

4m 

第1050図 寺東地区41号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第42号住居跡（第1051 • 1053 • 1054 • 1056図、図版324 • 327 • 359) 

P ライン •70km968m付近で検出した。確認面は第10層である。 27•42号住居と重複しており、 49→42

→27号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、北東隅は調査区外にある。プランは東

西にわずかに長い方形を呈する。覆土は自然に堆積している。壁は浅く、 15cm前後が遺存し、斜めに

立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピットはピット 1~4 で、それぞれの計測値は表

の通りである。壁溝は検出していない。カマドは北辺西寄りに設置されていた。煙道を 2 本検出し、

北側のカマドのほうが新しい。北カマドは燃焼部が壁の内側にあり、燃焼部奥は滑らかに煙道部に至

る。貯蔵穴は北西隅で検出した。略長方形を呈し、深さ 20cmほどある。

第1051図寺東地区42号住居跡

ニロ゚
1 : 3 15cm 

第1052図 寺東地区41号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物
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田端遺跡寺東地区42号住（単位cm)

B-
B' 

c
 

C' 

D
 

D' 

゜

l 褐色土 砂質

黄褐色粘質土プロック・焼土プロックを含む

2 明褐色土砂質

3 明褐色土 褐色粘質土プロック・砂利を含む

水糸高さ 73.300m
1 : 80 4m 

平面形（方形） 規模 684X672 

面積 (46.0) m'壁高 9~18

長軸方位 N58゜ E

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 48 63 52 55 

下バ径 28 35 33 31 

深さ 18 29 29 23 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 307 2 -3 327 

3 -4 346 4 -1 340 

北カマド位置北辺西寄り

対称軸方位 N138゜ E

焚口部幅一燃焼部 60X

煙道部幅 43 長さ 155

構築材粘土・石

南カマド位置北辺西寄り

対称軸方位 Nl37" E

煙道部幅 27 長さ 118

構築材粘土・石

貯蔵穴 位置北西隅

平面形長方形

上バ 108X 85 

下バ 73X58

深さ 22

第1053図寺東地区42号住居跡（ 1)
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物はカマド周辺、東辺近くからの出土が多い。第1056図 1 • 6 • 7 はカマド前から、 2 は中央東

辺寄りの床面から、 3 はカマド右脇の壁際から、 4 は北西隅床面から、 5 は貯蔵穴脇の覆土から、 8

は中央北東寄りの床面からそれぞれ出上した。 6 の底面には木の葉の圧痕が残り、その周縁はヘラケ

ズリを施している。

時期は 6 世紀後半から 7 世紀にかけて営まれたと考えられる。

寺東地区第43号住居跡（第1055 • 1057 • 1058図、図版325 • 360) 

M-N ライン •70km967m付近で検出した。確認面は第10層である。 48号住居と重複しており、 48→43

号住居の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、ほぽ全形を調査することができた。南

東隅はやや丸く張り出し、北東隅・北西隅はやや幅が狭くなる。覆土は自然に堆積している。壁は30

cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・カ

マド・貯蔵穴は検出していない。北東隅から北西隅、東辺北側にかけて多量の炭化物が出土している。

これらの炭化物は床面からやや浮いた状態で、壁から斜めに中央の床面に向かって分布していた。

G
 

49号住居

、H

ゃ 北カマド 4 

J' 
~一

~I 

I, 

G
、

＼〇エ＼ ェ I
I, 
L)'  

一北カマド・南カマド K 
l 灰褐色土 焼土・炭化物プロックを含む

2 灰褐色土•青灰色粘質土・灰・炭化物・焼土の混合

3 灰・炭化物

4 焼土プロック

5 灰褐色土粘質

灰・炭化物・焼土プロックを含む

゜

K' 

水糸高さ 73.300m

1 : 40 2m 

第1054図寺東地区42号住居跡 (2)
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第V章遺構と遺物

第1055図寺東地区43号住居跡
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第1056図 寺東地区42号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

遺物は土器片がいくつか出土し、銀環・鉄製品が出土している。第1058図 l は南西隅の壁際から、

2 は東辺中央床面から出土した。 3~8 は覆土出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

I> 叫＞ i::ol 

4
 

船
滋 . 

鉄器

田端遺跡寺東地区43号住 （単位cm)

平面形長方形規模 403X284 

面積 11.4面壁高 29~33

長軸方位 Nl54゜ E

c
 

C' 

、
＼
ノ

将
廿
．
曲
.
g
g

1 褐色土黄褐色土プロック・

炭化物を含む

2 褐色土炭化物を少量含む

3 褐色土炭化物・焼土プロック

を含む

4 褐色土 黄褐色砂質土・褐色砂質土

プロックを含む

A
、 m’I> g̀ 

゜

水糸高さ 73.200m
1 : 80 4m 

c
 

C' 

第1057図寺東地区43号住居跡
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1 : 3 18cm 
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〇！
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゜ 1 : 2 8 cm 

第1058図 寺東地区43号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

寺東地区第44号住居跡（第1059~1062図、図版325 • 360) 

K-N ライン・ 70km959m付近で検出した。確認面は第10層である。 28 • 29 • 45号住居、 54 • 56号土坑

と重複している。これらは45→44→28 • 29号、 44→56→54号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検

出したもので、北西隅を54 • 56号土坑によって失っている。東辺は45号住居のカマド煙道部を切って

いる。覆土は自然に堆積している。壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦で

ある。主柱穴とみられるピットはピット 1~4 で、それらの計測値は表の通りである。ピット 2 は 54

号土坑の底面で検出したもので、他の主柱穴とみられるピットの配置からみると、ややずれている。

壁溝は検出していない。カマドは東辺やや南寄りに設置されていた。燃焼部が壁の内側にあるタイプ

で、煙道部が約130cm遺存していた。貯蔵穴は東南隅で検出した。北辺がやや長い台形を呈する。

遺物はカマド周辺からいくつか出土している。第1062図 l はカマド左袖部の床面から、 2 は中央南

西部の床面から、 3 はカマド煙道部から、 4 は南西隅から出土した。 4 の鉄製品は形状が不明のため、

鎌または鋤先の可能性がある。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

第1059図寺東地区44号住居跡

1006 



第 7 節古墳時代の住居跡
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カマド

1 灰褐色土砂質

焼土粒を含む

2 灰褐色土粘質

1 灰黄褐色土砂質

炭化物粒子を多く含む

2 灰褐色土 砂質

焼土プロックを含む

3 灰・炭化物 3 褐色土

4 灰黄褐色土 灰・炭化物を含む

5 焼土

゜

水糸高さ73.000m
1 : 80 

灰褐色粘質土プロックを含む

砂質

炭化物を多く含む

4m 

田端遺跡寺東地区44号住 （単位cm)

平面形長方形規模 594X577 

面積 34.3面壁高 12~30

長軸方位 Nl50゜ E

] 
主柱穴間の距離（心心）
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カマド位置東辺

対称軸方位 N66•E

焚口部幅 40 燃焼部 70X50

煙道部幅 30 長さ 134

構築材粘土

貯蔵穴位置南東隅平面形台形

上バ 98X66

下バ 58X36

深さ 24

第1060図寺東地区44号住居跡
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第V章遺構と遺物

寺東地区第45号住居跡（第1063 • 1064図、図版325)

N ライン・ 70km958m付近で検出した。確認面は第10層である。 29•44号住居と重複しており、 45→44

→29号住居の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、東半部分は新幹線構造物がすでに

存在していたため調査できなかった。北西隅・南西隅を検出したのみである。覆土は自然に堆積して

いる。壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピッ

ト・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは西辺南寄りに設置されていた。燃焼部が壁の内側にあ

るタイプである。煙道は壁の内側から延びており、約100cmを検出した。煙道先端部は44号住居によっ

て失っている。

第1061図寺東地区44号住居跡

— ---vl 

口

I]]-¥ 
I I \ ↑い
¥ ¥ ¥ 

,, 
゜ 1 : 3 12cm ゜ 1 : 4 20cm 0 1:2 4cm 

と“一ー·—」
第1062図 寺東地区44号住居跡出土遺物

1008 



第 7 節古墳時代の住居跡

遺物はカマド周辺から数片出土している。第1064図 l は西辺北寄りの床面から出土した。 2 は覆土

出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。

寺東地区第46号住居跡（第1065~1067図、図版326 • 361) 

L ライン・ 70km952m付近で検出した。確認面は第10層である。 20•47号住居と重複しており、 20→46

→47号の順に新しい。本住居の南西隅は調査手順の都合により検出できなかった。東辺は47号住居と

溝によって失っている。覆土は自然に堆積している。壁は15cm前後が遺存しており、斜めに立ち上が

る。南辺は二段に掘り込まれている。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は

検出していない。カマドは南東隅に設置されていた。燃焼部は浅く掘り込んだもので、袖部・煙道部

は検出していない。

田端遺跡寺東地区45号住 （単位cm)

ヘ

QO 
e) 

発掘区外

A' 

平面形ー規模 572X

面積ー壁高 14~25

長軸方位一

カマド位置西辺南寄り

対称軸方位 N113·w

焚口部幅 55 燃焼部 63X57

煙道部幅 30 長さ 104

構築材粘土

A
 

A' B
 

B' 

寸_----9--- ―ーア 2

0 1 : 80 4 m - -水糸高さ 73.500m

C 

/ 
C' 

l 灰褐色土砂質

焼土粒を含む

2 灰褐色土砂質

焼土プロックを含む

3 灰・炭化物

4 灰褐色土灰色粘質土を含む

灰・炭化物を含む

第1063図寺東地区45号住居跡
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第1064図 寺東地区45号住居跡出土遺物

遺物はカマド前に甕が 2 個体出土している。第1067

図 1 はカマド前の床面から、 2 は南西寄りの床直上か

ら、 3 • 4 はカマド前床面からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。
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第V章遺構と遺物

第1065図寺東地区46号住居跡

゜
f_ 0 

D
 

旦こ

一゜ 1 : 40 2m 

未調査

`‘ 
20号住居

カマド

1 灰褐色土 砂質

焼土プロックを含む

2 焼土・灰・炭化物の混合

3 灰黄褐色上粘質

4 攪乱

田端遺跡寺東地区46号住 （単位cm)

平面形 （長方形）規模 (338) X461以上

面積ー 壁高 8~21

長軸方位 N7rE

カマド位置南東隅対称軸方位一

A 
-__  

B 

乙ざ

'B' 
、--

1 褐色土砂質

青灰色砂プロックを含む

2 褐色土砂質

3 黄色土砂質

c
 

C' 
ヽ

゜

水糸高さ73.300m

1 : 80 4m 

第1066図寺東地区46号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第47号住居跡（第1069 • 1070図、図版326 • 361) 

Mライン・ 70km952m付近で検出した。確認面は第10層である。 1 号溝と重複しており、本住居は切ら

れている。第 3 次調査で検出したもので、北西隅のみ遺存し、大半は 1 号溝によって失っている。壁

は 15cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・カマ

ド・貯蔵穴は検出していない。

遺物は北辺寄りでいくつか出土した。第1070図 1 • 2 は北辺壁際床面から、 3 は北西隅壁際からそ

れぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

寺東地区第48号住居跡（第1068 • 1071~1074図、図版327 • 362 • 363) 

M-N ライン •70km964m付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 3 次調査で検出したも

ので、 28 • 43号住居、 54 • 55 •56号土坑と重複しており、本住居は最も古い。北西隅は43号住居によっ

て失っている。覆土からは多量の石が出土しており、これらの石は床面直上の薄い土層の上に位置し

` 
ロ゚

1 : 3 15cm 

I I (\\ （で II 

゜

1 : 4 

I 20cm 
ノ
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\\ 

ミ＼口］
-----|-ム ' ... 

第1067図 寺東地区46号住居跡出上遺物
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第V章遺構と遺物

第1068図寺東地区48号住居跡

祠 4
 

p:i¥ 1 褐色土砂質
斑点状の赤褐色土を含む

-A 
。

:i:o I 叫 ゜

田端遺跡 寺東地区47号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 13~18

長軸方位一

水糸高さ 73.000m

1 : 80 4m 

A ざ

しー 言号溝
第1069図寺東地区47号住居跡

— _ ーロ

-=—— l 

¥ /? 
三
゜ 1 : 3 15cm 

第1070図 寺東地区47号住居跡出土遺物

1012 



第 7 節古墳時代の住居跡
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44号住居
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ピット 1
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◎ピッ
ピット

ヽ

• ピット 3

ピット 6

ぃ
43号住居

A 

、|
ｵ..i 〇，

O| 

A' 

叫 水糸高さ 73.500m

0 1 : 80 4 m 

ー田端遺跡寺東地区48号住 （単位cm)

_-1  

1 褐色土

2 褐色土

3 黒褐色土

4 黄褐色土

H
 

砂質

黄褐色土プロック・青灰色土プロックを含む

砂質

粘質

炭化物を含む

砂質

H' 

I' カマド

1 灰黄褐色土砂質

炭化物を少し含む

/ 
2 灰褐色土・青灰色土の混合

焼土粒・炭化物粒を含む

3 灰褐色土•青灰色土・焼土プロックの混合

0 1:40 lm 4 焼土プロック・灰・炭化物の混合

平面形長方形規模 486X (457) 

面積 22.2吋壁高 20~24

長軸方位 N70"E

主柱穴 1 2 3 4 

上バ径 38 37 40 44 X29 

下バ径 29X21 23 20 27Xl7 

深さ 18 30 17 15 

主柱穴間の距離（心心）

1 -2 229 2 -3 244 

3 -4 132 4 -1 222 

カマド位置東辺対称軸方位 N74゜ E

焚口部幅 40 燃焼部 75X45

煙道部幅 27 長さ 123

構築材粘土・石

支脚石

貯蔵穴位置南東隅平面形方形

上バ 80X74 下バ 25X20

深さ 32

その他ヒ゜ット 5 : 41X46、深さ 25

ピット 6 : 55 X40、深さ 19

ピット 7 : 32、深さ 30

5 -7 : 302ｷ 3 -6 : 129 

6 -7 : 296 4 -7 : 70 

1 -5 : 90 

第1071図寺東地区48号住居跡(1)
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第V章遺構と遺物

ている。投げ込まれた可能性がある。壁は20cm前後が遺存し、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。

主柱穴とみられるピットはピット 1~4 で、それらの計測値は表の通りである。また、ピット 5~ 7 

はピット 1~4 の外側にあり、対角線上の方向に並んでいる。これらのピットは密接な関係にあった

と考えられる。なお、ピット 2 の外側に位置するピットは精査したが検出できなかった。壁溝は検出

していない。カマドは東辺やや南寄りに設置されていた。燃焼部が壁の内側にあるタイプで、左右の

袖部に石が据えられていた。左袖石は直立状態で検出している。両袖石の間には長さ 40cm ・厚さ 5cm

前後の偏平な石が落ち込んでいた。焚口の天井石と考えられる。また、燃焼部中央部では長さ 20cm • 

径 6cmほどの石が斜めに傾いた状態で出土した。支脚に使用したと考えられる。貯蔵穴は南東隅のカ

マド右脇で検出した。上面は略方形を呈するが、内部は二段に掘り込まれており、底面は東側に寄っ

ている。中から石が4個出土している。

遺物は比較的多く、カマド前、貯蔵穴周辺からの出土が多い。第1073 • 1074区 1 は南辺中央床面か

ら、 2 は貯蔵穴内から、 3 は中央南寄り床面から、 4 • 5 • 8 は南東隅床面から、 6 は中央床面と南

東隅床面が接合、 7 は北東隅床面から、 9 はカマド前床面から出土した。 10は砥石とみられ、中央床

面で発見した。 11~18は滑石製の臼玉で、カマド右脇・南東隅・カマド左脇から出土したものである。

19は南東隅出土の不明製品の破片、 20はカマド左脇出土の剥片である。ほかに医示しなかったが、臼

玉の破片がカマド左脇から 1 点出土している。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。

寺東地区第49号住居跡（第1075~1077図、固版327 • 328 • 363 • 364) 

P ライン・ 70km974m付近で検出した。確認面は第10層である。 27·42号住居と重複しており、 49→42

→27号の順に新しい。本住居は第 3 次調査で検出したもので、南辺は42号住居によって失っている。

また、北半部は調査区外にある。従って、確認したのは北西隅のみである。南北430cm以上、東西480

cm以上を測る。覆土からは拳大～人頭大の石が多量に出土した。壁は浅く、 10cm前後が遺存していた。

床面は平坦である。主柱穴とみられるピットはピット 1 を検出しているが、他の対応するピットが検

出していないので、保留しておきたい。壁溝は検出していない。カマドは北辺に設置されていた。調

査区壁の直下にあたり、左右の袖基部に石を据えていた。燃焼部は壁の内側にあるタイプである。燃

B
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43号住居 I
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水糸高さ 73.500m

0 1 : 80 

一
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ー

第1072図寺東地区48号住居跡（ 2)

1014 



第 7 節古墳時代の住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

焼部中央から長さ 22cm ・径 7 cmの石が出土しており、支脚としたものと考えられる。貯蔵穴はカマド

左脇の北西隅で検出した。礫層を掘り込んで作られており、貯蔵穴壁は石が露出している。

遺物はカマド周辺、貯蔵穴近くから出土している。第1077図 1 • 2 • 13はカマド前床面から、 3.

7 は貯蔵穴内から、 4•8•11 ・ 12はカマド左脇床面から、 5 はカマド左前床面から、 6 は西辺北寄

り壁際から、 9 は西辺北寄り壁際床面からそれぞれ出土した。 10は西辺中央覆土出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半頃と考えられる。

寺東地区第51号住居跡（第1078 • 1079 • 1081図、図版328 • 364 • 365) 

Qライン •70km922m付近で検出した。確認面は第10層である。 35号溝と接しているが重複しているこ

とは確認できなかった。本住居は第 4 次調査で検出したもので、北半部は調査区外にある。また、調

査区壁で土層の確認をするためにトレンチを入れたためカマドに相当する部分は削平してしまった。

覆土は自然に堆積している。覆土中に拳大～人頭大の石が多量に含まれていた。これらの石は床面か

ら浮いており、下層の礫の露出ではない。壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は

平坦で、全体に炭化物が分布していた。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。

第1075図寺東地区49号住居跡
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第V章遺構と遺物

カマドは東辺の北寄りで一部を発見したが、 トレンチ調査で消滅した。調査区壁にはカマドの痕跡と

して少量の焼土が堆積している。

遺物は小片が出土したのみである。第1081図 5 は南辺中央壁際床面から、 7 は中央南寄り床面から

それぞれ出土した。その他の遺物は覆土出土の参考品である。

時期は 7 世紀頃とみられる。

寺東地区第55号住居跡（第1080 • 1082 • 1083図、図版365)

P ライン・70km948m付近で検出した。確認面は第10層である。 59号土坑と重複しており、 55→59号の

順に新しい。本住居は第 4 次調査で検出したもので、西半部は充分な調査をしいてないが、位置関係

から第 3 次調査で検出した 1 号溝屈曲部によって切られていると考えられる。また、南部は調査着手

時にすでに側溝が作られており、調査できなかった。全体に不整形のプランで、北東隅を検出したの

切

叫

42号住居 01 
| 

3
 

叫

祠し
糾 カマド

〗工9 ヨ 1 灰褐色士 砂質

焼土粒・炭

化物粒を含

む

2 灰褐色土 粘質

3 灰黄褐色土砂利を含む

発掘区外 i ¥-J¥I 4 灰・炭化物・焼土プロッ
クの混合

~ A' I 
5 3 と同じ

¥¥| 6 焼土プロック 炭化物・
焼土を含む

゜
1 : 40 lm 

叫 I''''I I 

( 
F F' 

•ヽ＿i::il 

一
| 

一I 

叫

A
 

A' 

旦旦

＼一

1 褐色土 青灰色土プロック・黄褐色土プロックを含む

2 黄褐色土粘質

3 褐色土 砂質

4 黄褐色土砂質

田端遺跡寺東地区49号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 8~14

長軸方位一

カマド位置北辺対称軸方位 Nl47' E

焚口部幅 (35) 燃焼部 40X46

煙道部幅 21 長さ 22

構築材粘土・石

支脚石

貯蔵穴位置北西隅平面形不整形

上バ 108 X91 下バ 42X30 

深さ 33

その他ピット 1 :径49、深さ 43

水糸高さ 73.lOOm

O 1 : 80 4 m 

一第1076図 寺東地区49号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡
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第1077図 寺東地区49号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

第1078図寺東地区51号住居跡

' `V
 

田端遺跡寺東地区51号住 （単位cm)

/> 

~! 平面形ー規模 400X

面積ー壁高 15~25

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位一

構築材石

発掘区外

< 

1 褐色土粘質

゜ 明褐色砂質土プロックを含む

2 褐色土粘質

灰色粘質土プロックを含む

3 褐色土粘質

炭化物・焼土粒を多く含む

4 褐色土 焼土プロックを多量に含む

5 床下の土

6 上層の水田面を形成する土

水糸高さ 73.500m

゜
1 : 80 4m ~1 

一第1079図寺東地区51号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

第1080図寺東地区55号住居跡

三;;;;:::,1

--ｷｷ --

ー ー一ニ―-_
三— 2
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ロ、口/
I 

. i—— 
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—— -_4 

゜ 1 : 3 15cm 

0 1:4 8cm 

一第1081図 寺東地区51号住居跡出土遺物
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第V章遺構と遺物

みである。西側・南側には土層観察用のトレンチを設定している。覆土には多量の石が含まれていた。

壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面はカマド前の灰分布面で検出したもので、下

層の礫面が露出しており、細かい凹凸があるが堅く締っている。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯

蔵穴は検出していない。カマドは東辺に設置されていたが遺存状態は不良で、袖部と煙道部の一部を

検出したのみである。

遺物はカマド右で出土している。第1083図 1 • 3 はカマド右脇床面から、 2 • 4 はカマド前の床面

からそれぞれ出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。

In ¥n ノ
田端遺跡寺東地区55号住 （単位cm)

平面形ー規模一

面積一壁高 10~24

長軸方位一

カマド位置東辺対称軸方位 N117" E

\\ /-
ーア・

訊 仝一 I 1 灰褐色土砂質小石・焼土粒・炭化物粒を含む
2 灰褐色土砂質

l ぐ： ¥0 1 よりも焼土粒・炭化物粒が多い

3 床下掘形フク土

A 
59号土坑

A' 

•’ --

水糸高さ 73.500m

B B' 

゜
1 : 80 4m 

— 
---、

第1082図寺東地区55号住居跡

` 
口

0 1 : 4 10cm 

゜ 1 : 3 15cm 

第1083図 寺東地区55号住居跡出土遺物
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第57号住居跡（第1084図、図版365)

Jライン •70krn981m付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 4 次調査で検出したもの

で、南側道に位置する。プランは南東隅・北西隅を検出したが、北東隅は未調査であり、南西隅は調

査区外にある。 62 • 63 • 64 • 67号住居と重複しており、 63 • 64 • 67号と本住居との前後関係は64→63

→57→67号の順に新しい。

62号との前後関係は調査時の所見では62号の方が新しいと推定していた。しかし、南側の調査区壁

の土層断面と、カマドの土層断面との両者を合わせて整合するように考えると、 57号住居の方が新し

い。第1084図左上の上層断面は調査区南側壁の土層で、調査時の所見を生かして示したものである。

この図で62号住居 l とした土層は57号の床面を示す線とよく一致している。またこの図で57号と示し

た部分の土層は、調査区北側で確認した57号の覆土とよく似ている。さらに、カマド付近の土層観察

では一部に57号の床面を検出しており、この床面は62号の確認面よりも数センチメートル上方にある。

以上のことから、ここでは62→57号の順に新しいと考えておきたい。その場合、 62号の東辺壁際で出

土している、カマドに使われたとみられる 2個の石は、ほぽ同じ位置に設置されていた62号カマドの痕

跡とみることができる。写真において、このカマドの燃焼部が62号に属するように見えるのは、カマ

ド土層で示すように掘り過ぎである。

壁は20cm前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピットは

ピット 1 • 3 で、計測値は表の通りである。壁溝は検出していない。貯蔵穴は南東隅で検出したが、

62号の方が新しいという認定で調査を進めたため一部失っている。

遺物は中央部でいくつか出土している。第751図 2 は中央部北寄りの床面直上から出土した須恵器高

杯である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

寺東地区第58号住居跡（第1086図）

I ライン・70km973m付近で検出した。確認面は第10層である。 59号住居と重複しており、 58→59号の

順に新しい。本住居は第 4 次調査の南側道で検出したもので、北東隅のみ検出し、南半部は調査区外

にある。東側は59号住居と重複し、突出部分が切られている。覆土は自然に堆積している。壁は30cm

前後が遺存しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦で、直上に灰・炭化物が薄く堆積しており、堅

く締っていた。住居内部の諸施設は検出していない。

遺物は小片のみで図示できるものはない。

時期は 6~7 世紀代か。

寺東地区第59号住居跡（第1085 • 1087図、図版329 • 366) 

Jライン •70km968m付近で検出した。確認面は第10層である。 58 • 60 •66号住居と重複している。こ

れらは58→59号、 60→59→66号の順に新しい。本住居は第 4 次調査で検出したもので、北東隅は未調

査、南西隅は調査区外にある。覆土は自然に堆積している。壁は30cm前後が遺存しており、斜めに立

ち上がる。床面は細かい凹凸があり、下層の石が露出している。中央部は堅く締っていた。主柱穴と
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第V章遺構と遺物

I 口3

田端遺跡 寺東地区65号住

（単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高一

長軸方位一

g
y
ナ

A
/

6
7J
l
o
f
閲
珈

-
5
7
血
ェ
儡

6
2竺
儡
／
辻

4
F

l
N
I

ー
百

未茫

E 

ピット 1

• 
c 63号住居 ピット 2
乙＿＿

57号住居

乙ぅ
ピット 3

B
、

C' 

62号住居

に

__ 調査区外

巳 l

ｵ..I 

57号住居カマド

1 褐色土黄褐色土プロック・

炭化物・焼土を含む

2 褐色土炭化物・焼土ブロッ

クを含む

3 炭化物・灰・焼土プロック

4 掘形の土

E E' 

―ゞ守竺＿ー」—-

, D' 

C 63号住居
57号住居

62号住居

1 褐色土明褐色土プロック

炭化物を含む

2 褐色土粘質

明褐色粘質土プロックを含む

3 床下の土

67号住居カマド

4 褐色土 明褐色土プロック

焼土粒・炭化物粒を含む

5 褐色土 焼土プロックを含む

6 明褐色土 堅く締っている

焼土粒を含む

7 灰・炭化物・焼土の混合

8 灰褐色土粘質

灰・焼土プロックを含む

57号住居

9 褐色土 砂質

斑点状灰色土・炭化物粒を含む

10 褐色土 炭化物粒を多く含み

明褐色土プロックを含む

11 明褐色土床下の土

末調査遺構

C' 57号住居 62号住居

゜

水糸高さ 75.000m
1 : 80 

田端遺跡寺東地区63号住（単位cm)

平面形ー規模一

面積ー壁高 10

長軸方位一

12 明褐色土砂質

炭化物プロックを含む

65号住居か？

65号住居カマド

13 明褐色土砂質

褐色土プロック・炭化物粒を含む

煙道のフク土

63号住居

14 褐色土

15 明褐色土

炭化物を多く含む

16 明褐色土砂質

17 褐色土 硬い土

明褐色土小プロックを含む

18 暗褐色土

灰・炭化物を多く含む

19 床下の土

田端遺跡寺東地区62号住 （単位cm)

平面形方形規模（269X268) 

面積一壁高 9~31

長軸方位一

その他ピット 1 :径36、深さ 10

田端遺跡寺東地区67号住 （単位cm)

平面形ー規模ー

面積ー壁高一

長軸方位一

田端遺跡寺東地区57号住 （単位cm)

4m 

平面形長方形規模 (480X 490) 

面積ー 壁高 10~20

長軸方位一

カマド位置東辺

対称軸方位 N67゜ E

貯蔵穴位置南東隅平面形一

上バ 55X 下バ 35X

深さ 5

その他ピット 1 :径33、深さ 36

ピット 2 :径32、深さ 15

ピット 3 : 28 xzo、深さ 36

1 -3 : 220 

第1084図寺東地区57 • 62 • 63 • 65 • 67号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

みられるピットはピット 1~4 で、それらの計測値は表の通りである。ピット 2 は他のピットに比べ

てやや浅く、形状もしっかりしていない。壁溝は検出していない。カマドは東辺に設置されていた。

燃焼部の半分が壁外に突出するタイプで、煙道は未調査区内にある。左右の袖基部には石が据えられ

ていた。左袖部では立てた状態で、右袖部は南東隅に傾いた状態で発見した。貯蔵穴は南東隅で検出

した。楕円形を呈し、内部の壁には石が露出していた。

第1085図寺東地区59号住居跡

（単位cm)

ヽ

田端遺跡寺東地区58号住

平面形ー規模一

面積ー壁高 27~33

長軸方位一

59号住居

1 褐色土 炭化物粒を少し含む

明褐色砂質土プロック

----A' を多く含む
2 暗褐色土灰を多く含む

3 明褐色土床下の土

A
 

A' 

こ
水糸高さ75.000m
1: 80 4m — 第1086図寺東地区58号住居跡
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第v章遺構と遺物

遺物はカマド周辺からの出土が多い。第1087図 1 • 2 • 5 は中央部から、 3 • 4 はカマド周辺から、

6 はカマド内から、 7~12は中央部南寄りの床面からまとまってそれぞれ出土した。石の用途は不明

だが、すべて手の平のサイズである。

時期は 7 世紀代と考えられる。

一三で至 l
| 一三三〔

ロ
5
 

n‘ 
ヽ
ぉ
｀

f
．
ー
‘
t
1
，
ビ
．4
-

‘
.
"
~
`
·
←
[
.
.
.
『
•
9

、
3
"
4
,
·

｛
万
ゃ
[
-
[

よ
愈
，
｝
、
年
～

f
,
•
•
『.
.

 A

・
・
苓

"
l
.

し
•
し
▼
ぶ
｝
f

ダ
·
]
,

.

.

 

々

す
ミ
．

9

，
一
．
ヽ
●
，

9
，

`

'

7

:

 

．
仄
『
し
、

（：ロ
II 

\ \ 

＼＼ノ／
7 

、→ • 

| 8 
~ | 9 

゜
こ〉

゜
ビ三\-J(
I 八I ロバ

゜
1 : 4 

10 又
| 

I n 
| 12 

[\ 

゜
こ

゜
1026 

第1087図 寺東

1 : 3 

地区59 ロ 住

15cm 

芍居跡出土遺物



第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第62号住居跡（第1084図、図版329 • 366) 

Jライン・ 70km980m付近で検出した。確認面は第10層である。 57·67号住居と重複しており、 62→57

→67号の順に新しい（重複関係については57号住居を参照）。 本住居は第 4 次調査で検出してもので

南側道に位置し、南西隅は調査区外にある。覆土は自然に堆積している。壁は南辺で30cm前後が遺存

しており、斜めに立ち上がる。床面は平坦である。主柱穴とみられるピット・壁溝・貯蔵穴は検出し

ていない。カマドは57号住居と同位置に設置されていたとみられ、東辺中央部にカマドに使用された

と考えられる石が 2 個出土している。 57号のカマドを構築する際に破壊されたと推定できる。北東隅

で検出したピット 1 は貯蔵穴の可能性がある。

遺物は東辺近くで小片が出土している。第751図 3 • 4 はカマド内から、 5 はカマド左脇の床面から

出土した。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀と考えられる。

寺東地区第63号住居跡（第1084図、図版330)

J - I ライン・ 70km983m付近で検出した。確認面は第10層である。 57•64号住居と重複しており、こ

れらは64→63→57号の順に新しい。本住居は第 4 次調査で検出したもので南側道に位置し、大半は北

側の未調査区内にある。平面的には、全体のプランは不明である。底面が堅く締まった面を検出し、

これが64号住居を切っていて、かつ57号によって切られていることが判明したのみである。従って、

必ずしも住居とは考えられないが、底面の状態が住居の状態によく似ていることから住居跡とした。

詳細は不明である。

遺物の出土はなく、時期は検出層位から、古墳時代と考えられる。

寺東地区第64号住居跡（第1088図、図版330 • 366) 

Jライン・ 70km985m付近で検出した。確認面は第10層である。 57•63号住居と重複しており、 64→63

→57号の順に新しい。本住居は第 4 次調査で検出したもので南側道に位置し、西辺は調査区外にある。

南東隅を57号住居によって切られており、カマド煙道部の先端は63号住居カマドによって失っている。

覆土は自然に堆積している。壁は浅く、 10cmほどが遺存している。床面は平坦である。主柱穴とみら

れるピット・壁溝・貯蔵穴は検出していない。カマドは東辺南寄りに設置されていた。燃焼部の半分

が壁外に突出するタイプである。袖部の形態は不鮮明で、石の据え付けは確認できなかった。

遺物は少なく、小片のみである。第751図 6 • 10は中央西寄りの床面から、 8 • 9 はカマド周辺から

出土した。 7 は掘形出土の参考品である。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。
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第v章遺構と遺物

寺東地区第65号住居跡（第1084図）

J -Kライン・70km978m付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 4 次調査で検出したも

ので南側道に位置し、大半は北側の未調査区内にある。平面的にはカマド煙道部の先端を検出したの

みで、調査区北壁の土層断面で未調査遺構の直下に半円形の煙道横断面を確認した。未調査遺構は本

住居の本体かもしれない。いずれにしても、詳細は不明である。

遺物の出土はなく、時期も不明である。

寺東地区第66号住居跡

Kライン・ 70km967m付近で検出した。確認面は第10層である。 59•60号住居と重複しており、 60→59

→66号の順に新しい。本住居は第 4 次調査で検出したもので、南側道の北側壁面で確認した。 59号住

居の左カマド袖部付近の立ち上がりを切っており、本住居の方が新しいことが判明した。壁の土層断

面ではさらに60号住居の床面を切っている。また、この土層断面では約100cmの幅で立ち上がりがはっ

きりしているため、重複する 59号住居とは別の遺構と推定した。また平面的には、 59号住居カマド燃

焼部の北側で平坦面を検出し、この平坦面が土層断面の立ち上がりにつながってゆくことから、この

遺構を住居の一部と認定した。本住居で検出したのは以上の範囲であり、詳細は不明である。

遺物の出土はなく、時期も不明である。

I► 

B
 

E
.y
ナ

:
f
,
 

/ 

゜
叫

B' 

D' 

57号住居

C' 

調査区外

C 64号住居， C' 
ーニニニニ大一三ミ互7号住居

旦 63号住居 D'
／ーー一ー＼旦再住居

に
I
 

田端遺跡寺東地区64号住 （単位cm)

平面形 （長方形）規模 255 X355以上

面積ー 壁高 9~13

長軸方位 (N69ーE) 

カマド位置東辺南寄り

対称軸方位 N78•E

焚口部幅一燃焼部 35X

煙道部幅 22 長さ 53

構築材粘土

゜

カマド

1 黄褐色土

2 焼土

3 灰・炭化物

1 : 40 lm 

1 明褐色土 褐色砂質土プロック・炭化物を含む

2 暗褐色土硬く締った土

炭化物粒・明褐色粘質土プロックを含む

3 褐色土 明褐色砂質土を多く含み、炭化物を含む

4 褐色土 粘質

床下の土

水糸高さ 75.000m
0 1 : 80 4m 

第1088図寺東地区64号住居跡
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第 7 節古墳時代の住居跡

寺東地区第67号住居跡（第1084図）

I -Jライン •70km98lm付近で検出した。確認面は第10層である。本住居は第 4 次調査で検出したも

ので、南側道に位置し、大半は南側の調査区外にある。 57号住居の覆土を切って掘り込まれており、

62号と合わせて62→57→67号の順に新しい。平面的には62号の北西隅近くで、長さ 30cm ・幅40cmのカ

マド煙道部先端とみられる溝状の掘り込みを検出したのみである。中から 30cm大の石が出土している。

これ以外の詳細は不明である。

遺物の出土はなく、時期も不明である。

1029 



第V章遺構と遺物

第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

1 概要

ここでは古墳時代に属する住居外の遺構の概要を記す。 E 区・寺東地区とも、土坑から出土する遺

物は少ない。

田端地区 B 区

本来ここで扱う遺構ではないが、縄文時代に属する可能性がありながら、積極的な根拠を欠いてい

るため、 172 • 173号土坑はここで報告する。 B区の南側で検出した土坑である。

田端地区 E 区

ここで報告するのは 5~16号土坑と 3 号集石である。 3 号集石は水田を形成する灰色粘質土が石組

みを覆い、下層にも石が組まれていた。しかし、遺構の半分は東側調査区壁の中にあり、充分な調査

とはいえない。石組みの間から多量の土器と滑石製の臼玉、鉄製のスキ先が出土している。土器のな

かでは杯が多い。

土坑からは遺物の出土が少なく、図示できるものはない。

寺東地区

1 号掘立柱建物跡と、いくつかの土坑がこの時期に属する。 1 号掘立柱建物跡は柱穴がしっかりし

ている上、柱穴の間に焼土を含んだ土坑があり、建物は居住施設の一つと考えられる。柱穴からは石

が出土している。

54号土坑は平面不整形の掘り込みをもち、中から土器がまとまって出土している。 59号土坑は北側

道で検出したもので、 54号によく似た形状をもつ。底面は礫が露出している。このほか、 22 • 29 • 52 

号土坑から遺物が出土しているが、 52号は住居の一部であるかもしれない。
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第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

2 各区の溝・土坑•その他

田端B 区第172 • 173号土坑（第1089~1092図）

Jライン・ 71km280m付近で検出した。確認面は第 7 層である。周辺の土坑はすべて新しい。

173号は東側の壁に沿って石垣状に30~50cm大の石が並び、高さ 80cmほどになっていた。覆土は粒子

の細かい砂質土で、隣接する 39号住居の覆土と似ている。 39号住居の一部である可能性がある。遺物

は土器の小片のみで、図示しなかった。本遺構は縄文時代に属する可能性があるが、積極的な根拠が

なく、ここで取り扱うこととした。

なお、 39号住居は縄文時代後期の住居跡で、本分冊後半で扱う。

~I D] 
文／ヘ一―乙ミ、 V三

lo::i 

□\〖
～グ
</ 

ヽ、

ヽ⇒

\ c, 
<l 

l I,j考工玩

I t12 
Iー 々芦4../ 

D D' 
C C' 

E
 

E' 

/ ¥i  
F F' 

` 
173号土坑

B 区172号土坑

1 褐色土 黒褐色土プロックを含む

2 黒褐色土 白色小粒・褐色土プロックを含む

B 区 173号土坑

1 黄褐色土

2 黄褐色土 黒褐色土プロックを含む

3 暗褐色土

立
゜

水糸高さ 75.700m 

1 : 60 3m 

第1089図 田端地区 B 区172 • 173号土坑
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第V章遺構と遺物

第1090図田端地区B 区173号土坑 (1)

第1091図 田端地区 B 区173号土坑 (2)

1032 



第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

田端 E 区第 3 号集石（第1093~1100図、図版367~369• 第28表）

T-U ライン •71km038m付近で検出した。確認面は第 7 層である。 4 号集石と重複しており、土層断

面からは前後関係は確認できなかった。また、東半部は調査区外にあるため、全体の様相を検出でき

なかった。本遺構は 1 号集石と同様に、水田を形成する青灰色粘質土が石組みをおおい、さらに下層

から石が積み上げられている。従って、第 3 号集石も水田より古いものと推定できる。本遺構の下層

で19号住居を検出していることから、 19号住居→ 3 号集石→水田の順に新しいと考えられる。水田を

形成する土層の上位は浅間 B軽石を含む褐色土が堆積していた。本遺構の上下では、土層は自然に堆

積している。

調査区壁で検出した石組みの南西側から多量の滑石製臼玉が出土し、土器片も多数出土している。

土器の中からも臼玉が出土していること、杯類の出土が特に多いこと、水田形成時にも一部の石組み

は露出していたと考えられること等から供献された遺物群と推定している。ただし、未製品も出土し

ている。

遺物は多量に出土し、中でも杯類の出上が圧倒的である。このほか、調査区壁直下から鉄製のスキ

先が出土している。このスキ先は土器の集中して出土した地点のほぽ中央部から出土している。

時期は 6 世紀後半～ 7 世紀とみられる。

第1092図 田端地区 B 区173号土坑（ 3)
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第V章遺構と遺物

第1093図 田端地区 E 区 3 号集石（ 1)

第1094図 田端地区 E 区 3 号集石 (2)
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第 8 節古墳時代の溝・上坑•その他

第1095図 田端地区E 区 3 号集石 (3)

第1096図 田端地区 E 区 3 号集石 (4)
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第V章遺構と遺物

ヽ％
I ! 

ｧ 

゜0 。

b ゜

。°e] 
゜I d 

Uも

Q Q 局問

伶。

1g 1 発掘区外

2[4 餅

ｰ 0 •ゃ： iヽ 219
~.,。 •̀ ` 209 o• 酋
.g.. ~•よ，1192 兌冨
.. •窄188
...0.  

20「 G 、1so II~ .. .. 

• 剥片
• 製品

177・・
4 ~・. . 

、155
;.-154 • • 

ｷ- ✓234 
•,137 o 
? . 

131~ 

゜
c 

、129 a 

0 . . 

土層断面は第862図（第 3 分冊）参照

゜ 1 : 80 4m 

第1097図 田端地区 E 区 3 号集石

1036 



第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他
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第1098図 田端地区E 区 3 号集石出土遺物（ 1)
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第1099図 田端地区E 区 3 号集石出土遺物 (2)
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第 8 節古墳時代の溝・土坑•その他
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第llOO図 田端地区 E 区 3 号集石出土遺物（ 3)
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第V章遺構と遺物

第28表 田端地区 E 区 3 号集石出土遺物観察表臼玉
単位mm、g

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 備 考

32 31 2 12 16.0 3 集石中最大④TA¥E3集石ー247

33 20 2 7 3.9 ④TA¥E3集石-240

34 13 3 11 2.4 ④TA¥E3集石ー230

35 14 2 , 2.1 ④TA¥E3集石ー204

36 13 3 10 2 4 ④TA¥E3集石ー160

37 20 3 10 3.5 半欠、④TA¥E3集石ー89

38 15 2 10 2.8 隅丸三角形、④TA¥E3集石ー90

39 13 3 , 2.5 ④TA¥E3集石ー201

40 13 3 10 3.0 ④TA¥E3集石ー155

41 14 3 , 2 5 ④TA¥E3集石ー209

42 12 3 , 2.3 ④TA¥E3集石ー234

43 13 3 7 1. 7 ④TA¥E3集石ー243

44 14 3 5 6 5 2.0 ④TA¥E3集石ー109

45 13 2.5 10 3.1 ④TA¥E3集石ー143

46 14.5 2.5 10 2.6 ④TA¥E3集石ー129

47 13 2.5 5 1.3 ④TA¥E3集石ー168

48 13.5 3 5 1.3 ④TA¥E3集石ー98

49 15 3 4 1. 4 ④TA¥E3集石ー83

50 13 2.5 4 0.9 ④TA¥E3集石ー164

51 13 3 5 0.9 ④TA¥E3集石ー131

52 11 2 8 1.4 ④TA¥E3集石ー177

53 11 3 7 1 2 ④TA¥E3集石ー154

54 11 3 5 1.2 ④TA¥E3集石ー137

55 10Xl4 2 8 1.8 長方形、④TA¥E3集石ー92

56 14X 14 4 5 1.4 略方形、④TA¥E3集石ー101

57 18X 15 2 5 2 0 略長方形、④TA¥E3集石ー95

58 54X 14 7 6.2 棒状の剥片、④TA¥E3集石ー192

1040 



第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

番号 外 径 孔 径 厚 さ 重 さ 備 考

59 22X31 12 10.3 剥片、④TA¥E3集石ー180

60 27X30 13 8.0 剥片、④TA¥E3集石ー158

61 10X33 10 3.8 棒状の剥片、④TA¥E3集石ー219

62 12X25 5 1. 7 剥片、④TA¥E3集石ー188

63 14X 19 4 l. 7 剥片、④TA¥E3集石ー191
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第v章遺構と遺物

田端地区 E 区第 5~16号土坑（第1101~1105図）

ここでは E 区検出の第 5~16号土坑を報告する。いずれも水田検出面よりも下位で確認したが、遺

物の出土がない。これらの土坑は 6 世紀後半以降の所産である。

5 号土坑は掘り込み底面に石が据えてあり、平面形状は不整形である。 6 号土坑は 14号住居のカマ

ド煙道を、 7 号土坑は 9 号住居のカマド煙道を、 8 号土坑は 6 号住居のカマド煙道をそれぞれ切って

掘り込まれている。

A' 
4
 

A□A 

A□7 
A' A 

下

E区 5号土坑

1 水田フク土

2 青灰色土 粘質、炭化物を含む

8 号土坑 A 
A□A 
A
 

A' 

E 区 7 号土坑

l 褐色土 砂質、炭化物を含む

2 黄褐色土 粘質、暗褐色粘質土プロック

を含む

3 暗褐色土

A 3 34 A_'. 
_\_1)1-l _( 

642  25  6 

ヽ

E 区 9 号土坑

1 黄褐色土砂質、黒斑あり

2 暗褐色土粘質、黒斑あり

3 青灰色土砂質

4 褐色土 砂質

5 青灰色土粘質、鉄分沈着

6 黄色土 砂質

E 区10号土坑

1 灰褐色土粘質

2 黄褐色土砂質、黒斑あり

3 褐色土 黒斑あり

A A 
- U  ゜

水糸高さ 72.800m

1 : 60 3m 

第1101図田端地区E 区 5 • 6 • 7 • 8 • 9 • 10号土坑
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第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

11号土坑は側道調査区西端近くに位置し、単独である。 10•13•14号土坑は 5 号溝によって半分失っ

ている。 15 • 16号土坑は周辺の住居よりも古い可能性がある。

第1102図 田端地区E 区 9 号土坑（ 1)

第1103図 田端地区 E 区10号土坑
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第V章遺構と遺物

第1104図 田端地区E 区 9 号土坑 (2)

~I ＼る

員4 A A' 

12号土

-:i:I ~1 
r 

11号土坑
A亨ざ

E区11号土坑

l 暗黄褐色土 粘質、炭化物・黄褐色土プロックを

含む

2 暗黄褐色土砂質、炭化物を含む

E 区12号土坑

1 暗褐色土 砂質、黄褐色土粒子を含む

2 暗褐色土砂質、炭化物粒子を含む

E 区13号土坑

l 灰黄褐色土 砂質、鉄分沈着、青灰色粘質土

プロックを含む

-:r:I <t: i 

、V

ヽ
`
V
 

I ► A
,
4
 

E 区14号土坑

1 暗褐色土 砂質、黄褐色土プロックを含む

2 黄褐色土砂質

E 区15号土坑

1 灰褐色土砂質

2 灰褐色土粘質、小石を含む

A
、

A
、

゜

水糸高さ 72.800m

1 : 60 3m 

第ll05図 田端地区 E 区11 ・ 12 • 13 • 14 • 15号土坑
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第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

寺東地区第 1 号掘立柱建物跡（第1106~1108図、図版369• 第29表）

N- Qライン・70,967m付近で検出した。確認面は第10層である。第43号上坑と重複し、本遺構の方

が古い。

2 間 X 4 間で、長軸を N4°Wのほぽ北方向にとる。各ピットの計測値及び各ピット間の計測値は表の

通りである。南側柱列の西寄りに焼土土坑があり、検出面•他の柱穴との相互の位置関係から、本遺

構に伴うものと考えられる。西側の102 ピットと 103 ピットとの間には柱穴が発見できず、西側にやや

離れて 112 ピットを検出している。東側では対応する位置の108 ビットが他の柱穴に比較して規模が小

さい。大半のピットから小石が出土し、 104 • 111 ピットからは土器片が出土した。時期は 6 世紀後半

と考えられる。

第29表寺東地区 1 号掘立柱建物跡計測値表

長軸方向 桁 /イ丁-cm 梁行cm 桁行柱間cm 梁行柱間 番号 規 模

N4ー W 101-104 : 591 101-llO: 426 101-102 : 14 7 101-111 : 200 
上バcm 下バcm 深さ cm長径 x短径 長径 x短径

111-105 : 584 102-109 : 428 102-103 : 310 lll-llO: 228 

110-106: 571 103-107 : 431 103-104 : 134 104-105 : 221 101 69X66 62X53 39 

104-106 : 433 110-109 : 144 105-106 : 213 102 68X69 50X41 35 

109-108 : 152 103 60X56 46X39 35 

108-107 : 133 104 60X54 40X38 23 

107-106 : 155 105 63X52 46X38 28 

106 径60 44X42 28 

107 56X52 36X25 34 

108 33X27 24X 19 23 

109 74X65 63X57 32 

110 71X59 30X28 32 

111 116X 76 105 X 68 15 

112 59X45 22Xl3 27 

113 86X86 74 X66 27 

焼土坑 128 X 34 116X24 8 

※計測値は1/20原図から起こした数値である。柱穴間の距離は心心で計測した。
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や I ► 
叫

切
蕊

゜
さ

旦◎ • 
B' 0 

ヨ

ピット 104
ピット 105

ピット 106fl 

゜ ◎ピット 107ピット 103

。ピット 108
⑮ 

ピット 102ピット 112

□) ピット 113のピット 109
E 

りソト11`：ント 110D 

〇―
ピット 101

Q| 焼土土坑

I~ I 乏 叫

B B' E E' 
1 

一2 
D D' 

焼土土坑

1 明褐色土炭化物・粘土プ
水糸高さ 73.400m

ロックを含む

゜
1 : 80 4m 2 黄褐色土粘質、炭化物を

含む

第1106図 寺東地区 1 号掘立柱建物跡

== -— •一＿・ニ

ニニ ·—•一·- 1 

三二こ

口

゜ 1 : 3 15cm 

第1107図 寺東地区 1 号掘立柱建物跡出土遺物
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第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

第1108図 寺東地区 1 号掘立柱建物跡

第1109図寺東地区40 • 41号土坑
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第V章遺構と遺物

寺東地区第54号土坑（第116 • 118 • 1120 • 1121図、図版370)

L ライン・70km962m付近で検出した。第 3 次調査で確認したもので、確認面は第10層である。南西部

は排土置き場となり、また心洞寺の墓によって破壊されている可能性が高いため、未調査である。 56

B土坑と重複しており、 56B →54号の順に新しい。

本遺構は不整の円形を呈し、深さは38cm前後である。覆土は自然に堆積し、中から石が出土した。

壁は斜めに立ち上がり、底面に平坦面をもつ。

遺物は土器がいくつか出土した。土師器杯・高杯・甕がある。第1121図 4 は例の少ない土師器高杯、

5 は壺の肩部破片である。時期は 6 世紀後半とみられる。

第1110図寺東地区42号土坑

第1111図寺東地区44号土坑
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第 8 節古墳時代の溝•土坑•その他

第1112図寺東地区45号土坑

第1113図寺東地区52号土坑
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、 41号土坑＼
A 73.900m 

口
A' 

A 

B
 22号土坑 ニ4 B-7

3
]
2
 

B
_ 

’ 
B
 

A' 

: 4 |>¥  

40 • 41号土坑

1 黒褐色土砂質

2 灰黄色土粘質

3 暗褐色土 粘質、黄褐色土プロックを含む

44号土坑

1 黄褐色土

2 黒褐色土砂質、炭化物を少し含む

3 黄褐色土炭化物を含む

A' 43号土坑
----- 1 明褐色土
2 褐色土

砂質、浅間 B軽石を含む

砂質、灰黄色粘質土プロック

を含む

砂質、灰黄色粘質土プロック

を含む

砂質

砂質

42号土坑

1 黄褐色土砂質

2 黒褐色土砂質、炭化物を含む

3 暗褐色土粘質、黄褐色土プロックを

多く含む

A

/

 

|：：三こ三□ ；；：

ロ土：＇o
45号土坑

A A' 
'., 73. 900m 、

三
45号土坑

1 黄褐色土 砂質、焼土プロックを含む

2 掘立柱建物跡柱穴フク土

発掘区外

51号土坑

1 明褐色土砂質

2 褐色土 砂質

3 褐色土 粘質

゜
1 : 60 3m 

第1114図寺東地区22 • 40 • 41 • 42 • 43 • 44 • 45 • 51 • 52 • 53号土坑
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第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

寺東地区第59号土坑（第1115 • 1119 • 1120図、図版369)

0-P ライン •70km950m付近で検出した。確認面は第10層である。 56A号土坑と重複しており、 59→

56A号の順に新しい。

本遺構は不整の円形を呈し、深さ 25cm前後である。覆土は自然に堆積し、中から多量の石が出土し

た。壁は緩い角度でたちあがる。底面は礫面が露出し、凹凸がある。本遺構は第 3 次調査で検出した

54号土坑によく似た形状を示す。

遺物は土器片が出土しているが、小片のため図示しなかった。時期は 6 世紀後半とみられる。

- - - -
— ー ニニ―•一

--- l 

゜
1 : 3 口15cm 

\' 

~I 

29号土坑

22号土坑
゜ 1 : 4 12cm 

三
ロ
ニ
ロ□ 

＝＝亥

ヽ

52号土坑

,, ··--、 ーで
ii、,...tｷ 9ヽ ：図否還さ、＾
じ＇·ヽ· • ·℃ ,'.m,• ; •・ヤ，•·,'、
心→ ¢ゃ·見歳・：； ｀::心＇さ 7
（三｀忍と＼‘ゞ｀心｝菖う,;-.'.:::.1’

｀｀；｀、長—’;;5こ、町、らが＇，ー'·’’
し～，· •.• 9 •' 
~、•. ` •一’
ムー一←

59号土坑

゜ 1 : 4 20cm ゜ 1 : 3 12cm 

第1115医 寺東地区22 • 29 • 52 • 59号土坑出土遺物
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第1116國寺東地区54号土坑(1)

II 

ニ
ロロニ／
〇 1 : 3 12cm 

// 

第1117図寺東地区53号土坑出土遺物

゜

1 : 4 

20cm 
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第 8 節 古墳時代の溝・土坑•その他

第1118図寺東地区54号土坑 (2)

F ̂
『-"•一-

第1119図寺東地区59号土坑
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48号住居

発

54号土坑

• 

4
 

<|, 
—‘‘ 4R号住居

□U ロニ
、ロ

A' A 73.200m A' 

ー／ヲ――

2 V 56B 号土坑 55号土坑

<| 1 褐色土 炭化物を多く含む 1 茶褐色土炭化物を多く含む

2 黄褐色土 2 暗褐色土 炭化物を多く含む

A 

A 73.200m 
坑

砂
碍
二
言

色
ド褐マ
黄・
む
ヵ

物
含
居

レ
し
イ

V

、

炭
多
．
を
灰
ク

質
0
質
‘
ヽrA

砂
プ
砂

坑
土
土
土
色
呻
畔
虹
1

2

 

1 2 
1--

57B 号土坑

1 黄褐色土 砂質、焼土プロックを含む

2 暗黄褐色土粘質

Ii 

土坑4 A 

~
 7
3
.
6
0
0
m
 

発掘区外 •` 

66号土坑

A 75.zoom A' 

六
66号土坑

1 明褐色土砂質、炭化物を含む

2 明褐色土 砂質、炭化物を多量に含む

焼土を含む

I(') B A 

4
 

‘} 

久

C
、

B
、

゜ 1 : 60 

A 73.6oom 
3m 

A' 

第1120図寺東地区54 • 55 • 56 B • 57 B • 59 • 64 • 65 • 66 • 68号土坑
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第1121図寺東地区54号土坑出土遺物
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第 9 節 縄文時代の遺構と遺物

第 9 節 縄文時代の遺構と遺物

田端遺跡は烏川と鏑川の合流点に近い沖積地にあり旧河床礫層が所々露頭する砂礫層を基盤として

いるが、縄文時代の遺構と遺物がわずかながら存在する。遺構・遺物ともに B 区に集中しており、

軒の敷石住居と少量の土器と石器が確認された。

2
 

ー 住 居 跡

田端地区 B 区39号住居跡（第1122~1124図、図版331 • 371) 

J -K ライン・ 71km277m付近に位置し河床礫層直上の砂質土層中に構築されている。確認されたの

は炉と炉辺部から張出部基部までの敷石で、敷石の範囲は長さ 1.75m、幅0.80mである。炉を起点に張

出部方向の軸線はN-72°-Wである。

主体部の形状・規模とも不明であるが、炉は張出部に寄った位置にあると考えられる。炉は 4 石の

河原石を方形に組んだ石囲い炉で内径は34X37cmである。炉底面は深さ 22cmでやや擢鉢状をなし、 さ

らに中央を 8 cmほど掘り込んで第1123図の 1 と 2 の深鉢を正位に据え炉体土器としている。炉縁石の

外周には接続部へ連なる長楕円形の河原石が直列して 1 周している。

I ► I► 
B
 

旦'`

'~• 
B

-

C

 

B' 

C' 

立

Fｭ

D-E

_ 

g g: 

``” D
 

D' 

E E' 
-'--

゜゚ こ］: F
 

F' 

/ｷ---

A
、

0 
|>、

乙
゜

水糸高さ 95.800m

1 : 40 2m 

ノ
第1122図 田端地区 B 区39号住居跡
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第V章遺構と遺物

炉から接続部までは両側を長楕円形の 2 石ずつの河原石を立位で直線的に配し、内面は偏平で大型

の河原石を水平に敷き、隙間を小型の河原石で詰めている。接続部の両側には35cmの間隔をおいて立

石があり、主体部と張出部の境界を示している。張出部の形状も不明であるが、基部には 3 石の偏平

な河原石が並列して敷かれていた。

出土した遺物は第1123図 1 • 2 の炉体土器と 3 の覆土中より出土した小破片と少量の土器片だけで

ある。 1 は深鉢形土器の胴部下半の破片で、沈線により楕円区画を配し RL縄文を区画内に施してい

る。 2 も深鉢で胴部下半から底部の破片である。胴部は無文で底部は網代底である。 3 は口縁部に近

い破片で上位に 1 条の細紐線が貼付され、 8 字状文を添加している。下位には沈線が 1 条めぐる。

本住居は全体形状は不明であるが炉辺部から張出部基部までの部分敷石住居と考えられ、敷石は軸

線に沿って左右対象となるように配されている。また、時期は出土遺物の特徴により堀之内 2 式と考

えられる。

田端地区 B 区97号住居跡（第1125~1128医、図版371 • 332 • 333) 

Qライン・7lkm285m付近に位置し B 区39号住居の北33m にある。摺曲した河床礫層直上の砂質土層

中に構築されている。確認されたのは炉と炉辺部敷石から張出部の敷石でB 区39号住居と同様に主体

部の平面形や他の施設は確認できなかった。敷石は接続部と張出部の一部が攪乱を受けており、敷石が

琴—/ ゜ 1 : 3 18cm 

第1123図 田端地区 B 区39号住居跡出土遺物
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第 9 節 縄文時代の遺構と遺物

第1124図 田端地区 B 区39号住居跡

A
 

A' 

取り除かれ動いている。炉東縁部から

張出部先端までは長さ 5.60mで、軸線

は N-69°-Wである。また、主体部は

張出部先端より 55cm高くなっている。

炉は主体部中心より張出部に寄った

位置にあり、河原石 4 石を方形に組ん

だ石囲い炉で内径は28X33cmで、丸底

状に25cm掘り込まれている。底面は一

部がわずかに焼けていた。炉縁石の外

周には長楕円形の河原石が直列して 1

周し接続部へ続いて行く。
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第1125図 田端地区 B 区97号住居跡
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接続部南辺には立石があり B 区39号住居と同様に対をなしていたと考えられる。炉から接続部まで

は側に長楕円形の河原石を直列して並べ、内面には偏平な河原石を敷いている。この敷石の炉縁石よ

り 2 石目の河原石上面には住居の中軸線に沿うかのような線刻（第1128図 7) があった。

張出部は丸みのある凸字形をなし、長さは接続部より 4.10mである。基部は幅約70cm と狭く、先端部

は幅約3.50mで大きく広がり楕円形をしている。張出部先端の出入口部は約25゜の急角度で立ち上が

り、炉に向って極めて緩やかに上って行く。

張出部基部の敷石は側に沿って小円礫を直列して配し、内面は偏平な河原石を敷いている。先端部

は周縁に沿って大きな河原石を立てて並べ、出入口部両側には対をなす河原石の大きな立石がある。

内面平坦部は偏平な河原石を不規則に敷いているが、出入口部の急傾斜部分では上半を楕円形で偏平

な河原石を 2 列並列させて敷き、下半は同じ河原石を 2 列直列させて敷いており、敷石のない部分と

の境界を示している。出入口部の外縁は立石より円弧を描きながら長楕円形の河原石が配され、出入

口部先端は敷石がない。

出土遺物は極めて少菫で図示した以外は土器片と剥片が数点ある程度である。第1128図 1 は注口土

器の破片で炉近くの覆土中より出土した。 2 は接続部の立石近くより出土した小型の異形壺形土器で

黒色を呈し、器高5.1cm、口径3.3cm、底径7.1cmである。文様は無く底部は網代底である。 3 • 4 は同

一個体で小型の深鉢と考えられ、炉上部の覆土より出土した。口縁直下に一条の細紐線が巡り、平行

第1126図 田端地区B 区97号住居跡（ 1)

第1127図 田端地区 B 区97号住居跡 (2)
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する沈線により乱れた三角形の区画文を配し、内部に

LR縄文を施している。 4 は覆土より出土した短冊形

の打製石斧で両端部が欠損している。表裏両面より荒

い剥離が加えられやや粗い作りである。現状の長さは

13.8cm、幅7.4cm、厚さ 3.2cm、重さ 211gである。 6 は

同じく覆土より出土した偏平な磨石で表裏とも良く摩

れている。径は 9cm、厚さ 2 cm、重さ 307gである。

本住居も炉辺部から張出部のみに敷石された部分敷

石の住居で主体部の形状は不明であるが、張出部が大

きく発達した敷石住居である。時期は出土遺物から堀

之内 2 式に比定される。

2 軒の敷石住居は炉辺部から接続部までの敷石の手

法が類似しており張出部の方向性も合い、出土遺物も

同時期であり、遺跡地において数軒の小集落を形成し

ていたものと考えられる。

2 遺構外出土の縄文時代遺物

（第1129~1132図、図版372~375)

1 は深鉢の口縁部に近い破片で、断面三角形の隆帯
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第v章遺構と遺物

が貼付されており上面に刻み目を入れ上部に一条の沈線が走っている。 2 は口縁部の突起部分の破片

で、隆線により渦巻文と楕円区画文を構成し区画内に平行沈線を施している。 3 も口縁部の破片で、

隆線により楕円区画をなし区画内に平行沈線を施している。 5~9 は胴部の小片である。 4 • 5 は同

一個体で地文に LR縄文を施し、 2 条の平行沈線が垂下している。 6 • 7 も同一個体で地文に LR縄

文を施し、 3 条の平行沈線が垂下している。 8 は地文に RL縄文を施し、沈線が 1 条垂下している。

9 は RL縄文を施している。 1~9 は中期後半に位置付けられ、 1 は B 区54号土坑覆土より出土し、

他は B 区 3 号住居より出土した。

10~21は口縁部が外反し胴部上半に膨らみを持つ深鉢の同一個体破片である。口縁部には連鎖状文

が貼付（単位不明）され、 1 条の紐線が横位に巡る。胴部には平行沈線が孤状に下り、沈線間には L

R縄文がまばらに施されている。この土器は B区の平安時代の住居を中心に散乱して出土した。堀之

内 2 式に比定される。

22は直線的に開く深鉢の口縁部から胴部上半の破片で、口縁部には 2 条の平行する紐線が走り 8 字

状文が両者を結んでいる。胴部には平行沈線により三角形の区画文が配され、沈線間には LR縄文が

施されている。

23~26は同一個体で22 と同様の器形である。口縁部内面には 1 条の沈線が巡り、口縁端部外面には

8 字状文が貼付されている。胴部上半には平行沈線により三角形を基調とする幾何学文が配され、沈

線間には細い LR縄文が充填されている。また、器面には焼成後の円孔が見られる。

27~29 も同一個体で、口縁部直下に 2 条の平行する紐線が巡り 8 字状文が貼付されている。胴部上

半には平行沈線により幾何学文が配され、沈線間には RL縄文が充填されている。 30~36 も沈線によ

り幾何学文を施し、沈線間に縄文を充填している。 22~36 も堀之内 2 式に比定され、 B 区の平安時代

の住居や土坑から出土した。

37~42は器厚が薄い精製土器の口縁部から胴部上半の破片で、口縁直下に 1~3 条の細紐線が横位

に走り、 8 字状文が貼付されるものもある。下部には平行する沈線が巡り沈線間には縄文が充填され

る。 43は間隔の狭い平行沈線が横位と斜めに走り間を細い LR縄文で充填している。これらの土器は

堀之内 2 式に比定される。

44は口縁部の小片で黒色を呈し、内面に平行沈線と刺突文や円孔文が施されている。加曽利 B 1 式

に比定される。 45 • 46は肩部が「く」の字状に折れる深鉢の破片で、横位の沈線と弧状の沈線により

区画し内部に LR縄文を充填している。加曽利B2 式に比定される。

47は突起を持つ口縁部の破片で下半に斜行する沈線が施されている。 48は口縁部の橋状把手の破片

で、円形刺突があり端部に刻みを入れ 2 条の平行沈線が巡る。 49は注口土器の把手と考えられ、沈線

により渦巻文が施こされている。 50 も注□土器の注口部である。 51~53は網代底の底部破片である。

37~53 も B 区の新しい各遺構から出土した。

第1132図は遺構外出土の石器で 1 • 2 は短冊形打製石斧、 3~8 は分銅形打製石斧、 9 は剥片石器

である。

l は表面に自然面を大きく残し薄く作り上げている。長さ 10.6cm、幅4.9cm、厚さ 0.9cm、重さ 63gで

ある。 2 は厚みがあり屈曲し剥離も荒い。長さ 14cm、幅6.3cm、厚さ 3.8cm、重さ 364gである。 3 は一

1064 
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第V章遺構と遺物

部に自然面を残している。長さ 13cm、幅9.5cm、厚さ 2.5cm、重さ 300gである。 4 も一部に自然面を残

し斜め方向からの大きな剥離面が見られる。長さ 13.1cm、幅9.4cm、厚さ 2.8cm、重さ 348gである。 5

も表面に大きく自然面を残す。長さ 12cm、幅8.4cm、厚さ 2.3cm、重さ 196gである。 6 は荒い剥離が加

えられ一部欠損している。長さ 9.9cm、幅6.8cm、厚さ 2.5cm、重さ 171gである。 7 は斜め方向の剥離面

を大きく残しわずかに扶り込みが作出されている。一方の端部を欠損している。現状の長さ 12.6cm、

幅8cm、厚さ 2.5cm、重さ 228gである。 8 も一方の端部を欠損している。一部に自然面を残し荒い剥離

が加えられている。現状の長さ 8.6cm、幅6.9cm、厚さ 3.8cm、重さ 188gである。 9 は表面の一部に自然

面を残し、荒い剥離が加えられ、裏面は斜め方向からの大きな剥離が見られる。刃部は弧状をなし一

方向より押圧剥離されている。基部は細かい剥離により潰されている。

゜ 1 : 3 15cm 

第1132図 田端地区 B 区縄文時代遺構外出土遺物（ 4) 石器
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遺物観察表

1 遺物番号は実測図・写真図版中の番号と一致する。

2 法量は上から口径・器高・底径とし、 ……は計測不能、●は丸底を表す。（ ）に入った数値は推

定復原値を表し、とくに単位を付けたもの以外は、単位はすべてセンチメートルである。脚部等を

もつものは、裾端部径をもって底径とし、高台を付けるものは「高台……」とした。また、蓋の場

合はツマミ径を加えたものがある。

3 住居跡出土遺物の出土位置は平面的位置一垂直的位置の順に記入したが、カマド・貯蔵穴等屋内

施設として認識された部分から出土した遺物は、施設の名称を優先した。

4 備考欄または特徴欄には後日の検索を期して整理番号を記入した。整理番号は整理作業中に付け

られた遺物番号で、この番号によって写真・実測図・遺物の検索・同定が可能である。

整理番号の意味については、第 1 分冊凡例中に記した。なお、瓦については個体数把握のため、

「観察通番」が別にあり、整理番号が付かないものも、観察通番によって遺物の同定が可能である。

5 備考欄の②焼成については、酸化焔焼成と還元焔焼成の別を優先し、これに硬質・軟質を加えた。

6 遺物の種類は、 土器の場合は器種一焼物種 （須恵器・土師器・土師質） の順に、陶器・磁器の

場合は焼物種一器種の順とした。須恵器の器形・成整形特徴をもち、酸化焔焼成の土器をここでは

「土師質」と呼んだが、酸化・還元の別は平安時代以後、本質的な意味を失うと見ている。

7 瓦の観察に関しては、第 5 分冊の瓦についての考察を参照されたい。



田端地区 E 区 (4 • 5 • 6 号住）

田端地区 E 区第 4 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 枇 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 高 杯 脚部 ...... 中央ピッ 脚部の筒状部以上を欠く。裾部は屈曲してほ ①細砂粒を含む②還元、硬

須恵器 怜 現存裔2.0 ト 1 内 ぽ直にたつ。外端に稜をもつ。内外面ともヨ 質③灰色④TA¥E4-5

底径 (12.8) コナデを施す。仕上げは丁寧である。

2 鏃？ 茎部 西辺南端 本体部を欠く。鉄鏃の茎部とみられ、断面は長方形を呈する。先端部は細

鉄 製 壁際 くなり、三角形状に尖る。現存長さ 6.2cm、幅0.5cm、厚さ 0.4cmが遺存する。

3 ヘラ状製品 西辺寄中 刀子か。先端部の丸い、ヘラ状を呈する。長さ 9.1cm、幅1. 8cm、厚さ 0.2cm

鉄 製 央 が遺存する。

田端地区 E 区第 5 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 口縁部 ...... 西辺南寄 脚部の可能性がある。外面にクシ描の波状文 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 小片 現存高4.4 壁溝内 を施し、その上から凹線を加える。焼成時の 硬質③灰色④TA¥E5-2
...... 灰を被っている。内面はヨコナデを施す。

2 土 錘 略完 南西隅床 両端の一部を欠く。長さ 4.2cm、外径1. 2cm、孔径0.3cmが遺存する。重さ 5.

土師質 直上 5g。

田端地区 E 区第 6 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 菰 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｾ 口径 12.1 南辺西寄 体部と口縁部との境に外稜をもち、口縁部は 疇砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 3.9 床直上 直線的に外反する。外底は非回転のヘラケズ 色④TA¥E6-l、深さ 3.1. リを施す。器表は摩滅している。

2 杯 ｽ 口径(12.5) 北辺壁際 体部と口縁部との境に外稜をもち、口縁部は ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4.6 床面 滑らかに外反する。外底は非回転のヘラケズ 色④TA¥E6-2、深さ 3.8. (A カマ リを施す。内底の器表は剥落している。

ド右）

3 杯 ｽ 口径 12.6 A カマド 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に凹線 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存尚4.3 右脇床面 を施し、その直下が外稜を形成する。口縁部 い赤褐色④TA¥E6-3
...... の器肉はやや厚くなる。外底は非回転のヘラ

ケズリを施す。口縁部にススが付着する。

4 甕 頸部 ...... B カマド 頸部片と体部片は接合しない。口縁部・底部 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 ～体部 現存高22.8 前床面 中央を欠く。外面は格子目状のタタキの後、 硬質③灰色④TA¥E6-4 • 
...... 肩部までは細かいカキ目、肩部以下は粗い力 13 

キ目を施す。内面は同心円の当て具痕を体部

中位に残し、底部近くは雑なナデ、頸部付近

は丁寧なヨコナデを施す。割れ口は暗紫色を

呈する。

5 甕 体部 ...... B カマド 体部以上を欠く。体部との接合部の内面は盛 ①白色粒子多くを含む②還

須恵器 ～底部 現存高1 1. 0 前床面 り上がり、内底は規則的な当て具痕を残す。 元③灰色④TA¥E6-6. 外面は平行タタキの後、丁寧なナデを施す。

外底の中央部は擦れて、器表が剥落している。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

6 甕 頸部 ...... B カマド 口縁部・底部中央を欠く。頸部～体部は接合 ①砂粒多くを含む②酸化

土師器 ～体部 現存高28.0 前床面 している。頸部に内稜をもち、体部は丸くふ ③赤褐色④TA¥E6-10
...... くらむ。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、

内面は丁寧なナデを施す。

7 甕 体部 ...... B カマド 口縁部を欠く。体部は丸くふくらむ。底部は ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 ～底部 現存高30.1 前床面 不安定な平底を呈する。体部外面はタテ方向 ③赤褐色④TA¥E6-12

底径 8.3 のヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。

8 砥 石 B カマド 4 面使用。 2 面がくぼみ、残り 2 面は平坦である。＜ぽんでいる面は鋭利

前床直上 な金属製品による磨れか。長さ 10. 6cm、幅5.2cm、厚さ 3.8~4. 7cmが遺存す

る。石質粗粒安山岩。④TA¥E6-7

, 砥石？ B カマド 偏平な石で、長さ 9. 4cm、幅9. 3cm、厚さ 2.9cmが遺存する。偏平な一面の中

前床直上 央部に叩いたような浅いくぼみがある。石質粗粒安山岩。④TA¥E6-9

10 不 明 東辺北寄 長さ 14. 2cm、幅6.0cm、厚さ 3.8cm。 2 つの平坦面をもち、両面に擦れた跡

床面 がある。石質粗粒安山岩。④TA¥E6-8

田端地区 E 区第 7 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｽ 口径 (11.8) 中央床直 体部と口縁部との境に凹線を施し、その直下 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4.1 上 が外稜を形成する。口縁部下位はやや肥厚す 色④TA¥E7-2、深さ 3.7 . る。外底は非回転のヘラケズリを施す。

2 甕 口縁部 口径 (212) 南西隅床 体部以下を欠く。口縁部は強く外反し、口唇 ①砂粒・小石を含む②酸化

土師器 ～体部 現存高5.2 面 部は丸くなる。頸部内面に稜をもつ。 ③にぶい橙色

蛉 ...... ( TA¥E7-16 

3 臼 玉 略完 カマド左 外径1. 3cm、孔径0.2cm、厚さ 0.5~0.8cm。 1 面は割れたままの状態である。

滑 石 前床面 ③灰黄色④TA¥E7-12

4 臼 玉 略完 カマド前 外傾1.3cm、孔径0.3cm、厚さ 0.2~0.3cm。両面とも平滑に仕上げている。

滑 石 床面 ③灰色④TA¥E7-13

5 臼 玉 略完 中央南寄 外傾1. 3~1.5cm、孔径0.2cm、厚さ 0.3~0.4cm。両面とも割れたままの状態

滑 石 床面 である。③灰黄色④TA¥E7-14

6 不 明 中央西寄 円筒状の細長い石。長さ 13. 3cm、径43~5 5cm。重さ 496g。石質黒色片岩。

床面 ( TA¥E-6 

7 不 明 中央床直 長さ 14. 3cm、幅5.8cm、厚さ 3 8cm、重さ 473g。石質雲母石英片岩。④TA¥E

上 -7 

8 不 明 中央南寄 長さ 14. 0cm、幅5.5cm、厚さ 4 1cm、重さ 535g。石質石英斑岩。④TA¥E-8

床面

, 不 明 カマド前 略三角形を呈する偏平な軽石。 1 面は平坦で、残りの 1 面の中央部には叩

中央床直 いた痕跡がある。厚さ 4.5~7.2cm、図の天地19.6cm、幅14. 0cm。

上
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田端地区 E 区 (7 • 9 • 10 • 12号住）

田端地区 E 区第 9 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｼ 口径（11.7) フク土 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部中 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4.2 位はやや肥厚し、口唇部は尖り気味である。 色④TA¥E9-l、深さ 3.5. 外底は非回転のヘラケズリを施す。

2 杯 % 口径 (12.4) A カマド 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部中 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 現存高4.0 左袖 位はやや肥厚する。体部外面は非回転のヘラ 色④TA¥E9-10
.... .. ケズリ、内面はナデを施す。

3 隧， 体部片 ...... 北西隅床 孔の一部が遺存する。体部中位にクシ状工具 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 現存高3.6 面 による刺突文を施す。この文様の直下に浅い ③灰色④TA¥E9-4
....., 凹線を施し、それ以下の外面は回転ヘラケズ

リを加える。内面はヨコナデを施す。割れ口

は暗紫色を呈する。

4 甕 略完 口径 207 A カマド 体部にふくらみがない。頸部でやや締まり、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 37.6 左袖 口縁部は緩やかに外反する。外底には木葉痕 ④TA¥E9-ll、深さ 36.8

底径 5.2 を一部残す。体部外面はタテ方向のヘラケズ

リ、内面はヘラナデ・ナデを施す。頸部は強

ぃョコナデを加える。体部外面にススが付着

する。

5 甑 口縁部 ...... B カマド 小片のため径復原不能。体部は直線的で、ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 小片 現存高13.3 右脇床面 縁部は「く」字状に外反する。口唇部の外側 ( TA¥E9-7 
...... は丸く肥厚する。内面は丁寧なヨコナデを施

す。

6 土 錘 略完 Aカマド 両端を欠く。長さ 5.0cm、外径1. 4cm、孔径0.4cmが遺存する。現在の重さ6.7

土師質 右脇フク g。②酸化③にぶい橙色④TA¥E9-12

土

田端地区E 区第10号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 口縁部 ...... カマド内 口縁部の遺存が少なく、径復原不能。体部は ①砂粒を含む②酸化③橙色
土師器 ～体部 現存高8.9 直線的で、口縁部は「く」字状に外反する。 ( TA¥E10-2 

小片 ...... 頸部外面にヘラのアタリが残る。体部外面は

左上に向かうヘラケズリを施す。内面にもへ

ラのアタリが残る。ヘラナデか。

2 丸 玉 略完 中央北寄 外径1. 4cm、孔径0.1~0.3cm、厚さ 0. &mのやや偏平なガラス玉である。穿

ガラス製 床面 孔は片方から行い、その断面は細い円錐台を呈する。穿孔する面は平坦面

にしている。周囲は磨って丸くする。

田端地区 E 区第12号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 口縁部 口径 (12.9) フク土 底部を欠く。体部との境に外稜をもち、口縁 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 ～体部 現存高3.8 部は直線的に開く。外稜以下の外面は回転へ ③灰色④TA¥E12-12

怜 ...... ラケズリを施す。歪みあり。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 最 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

2 杯 % 口径 10.1 貯蔵穴内 口縁部は内湾して立ち上がる。体部との境に ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 3.0 にぶい外稜をもつ。外稜以下の外面は非回転 色④TA¥El2-6、深さ 26 . のヘラケズリを施す。

3 杯 % 口径 (104) フク土 口縁部は内湾気味に立ち上がる。体部との境 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3 5 ににぶい外稜をもつ。外底は非回転のヘラケ ④TA¥El2-2、深さ 3.1. ズリを施す。外面は黒色を呈する。

4 杯 略完 口径 10.8 貯蔵穴内 口縁部は内湾する。底部は平坦である。体部 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.0 と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。外底は ④TA¥El2-l、深さ 2.6. 非回転のヘラケズリを施す。器表の摩滅が著

しい。

5 杯 略完 口径 10.5 フク土 口縁部は内湾して立ち上がる。口唇部は尖り ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.0 気味である。外底は非回転のヘラケズリを施 ④TA¥El2-3、深さ 3.6. す。歪みがある。

6 杯 ｽ 口径 (13.1) フク土 口縁部は内湾し、口唇部内側は丸く肥厚する。 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器商 4.5 外底は非回転のヘラケズリを施す。底部がや ④TA¥El2-5、深さ 41 . や尖り気味である。

7 杯 ｽ 口径（ 13.3) フク土 底部から滑らかに口縁部に至る。口唇部は丸 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.9 ＜肥厚する。外底は非回転のヘラケズリを施 ④TA¥El2-7、深さ 4.5. す。外底中央のみ黒色を呈する。

8 杯 口縁部 口径 (23.8) フク土 口縁部と底部との境に外稜をもつ。外底は非 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高3.5 回転のヘラケズリ、内底は丁寧なナデを施す。 ( TA¥El2-23 

% ...... 口縁部は外傾して立ち上がる。

9 遜 体部 ...... フク土 底部・ロ頸部を欠く。肩部の上下ににぶい凹 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 ｽ 現存高6.6 線を施し、その中間に径1. 1cmの孔を焼成前に 硬質③灰色④TA¥El2-10
...... 穿つ。体部下半の外面はヘラケズリの後、ナ

デを施す。

10 臼 玉 略完 カマド前 外径1. 4cm、孔径0.3cm、厚さ 0 8cm。平坦面の一方は磨っているが、他の

滑石製 左脇床面 面は割れたままである。側面は穿孔の方向と同じ方向に磨っている。③に

ぶい黄色④TA¥El2-29

11 土 錘 略完 カマド内 両端に割れがある。長さ 4 2cm、外径1 5cm、孔径0.5cm。断面は楕円形を呈

土師質 する。②酸化③橙色④TA¥El2-ll

12 甕 口縁部 口径 (23.2) フク土 体部中位以下を欠く。体部にふくらみがあり、 ①砂粒・小石を含む②酸化

土師器 ～体部 現存高14.5 口縁部は直に立ち上がって外反する。頸部内 ③橙色④TA¥El2-15

培 ...... 面に稜線をもつ。体部外面はヘラケズリ、内

面は丁寧なナデを施す。

13 甕 ｾ 口径 (1 1.7) フク土 底部中央を欠く。丸い体部をもち、口縁部は ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 現存高11.2 直に立ち上がる。体部内面は丁寧なナデを施 ③赤褐色④TA¥El2-8
...... す。 2 次火熱を受けている。内面にスス付着。

14 甕 口縁部 口径 (12.7) フク土 体部中位以下を欠く。体部に膨らみがなく、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高4.5 口縁部は直に立ち上がる。口唇部は尖り気味 ( TA¥El2-16 

ｼ ...... である。頸部内面ににぶい稜線をもつ。体部

外面はヘラケズリ、内面はヨコナデを施す。

小型甕。
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田端地区 E 区 (14 • 16 • 19号住）

番号 器 種 遺存 法 星 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

15 甕 ｽ 口径 (12.3) 北東隅壁 体部％•口縁部％を欠く。体部は丸味があり、 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 19.6 際床面・ 上位がやや張ってここの外面のみヘラケズリ ③灰色④TA¥El2-26、深. 中央西寄 を施す。体部の内面は同心円当て具痕を残し、 さ 18.9

床面 さらにナデを施す。肩部外面はカキ目を加え

る。中位以下の外面は格子目風のタタキ目を

残す。

16 甕 口縁部 ...... フク土 小片のため径復原不能。大型甕の口縁部か。 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 小片 現存高10.2 外面はクシ描波状文を施した後、 6 本の凹線 硬質③灰色④TA¥El2-14
...... を加える。内面はヨコナデを施す。接合しな

い破片あり。

田端地区E 区第14号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 誠 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 口縁部 口径(19.4) カマド右 体部中位以下を欠く。体部に膨らみがなく、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高19.2 袖脇床面 口縁部はかるく外反する。頸部はわずかに締 ( TA¥El4-l 
培 ..... まる。頸部に比べ、口唇部はやや薄くなる。

体部外面はタテ方向のヘラケズリ、内面はナ

デを施す。

田端地区 E 区第16号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 星 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径（ 11.9) 南辺寄床 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に外稜 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 現存高4.0 直上 をもつ。口縁部直下の外面にもにぶい段をも 色④TA¥El6-l
...... つ。外底は非回転のヘラケズリを施す。

2 甕 口縁部 口径 (216) カマド右 体部中位以下、口縁部の大半を欠く。体部に ①砂粒・小石を含む②酸化

土師器 ～体部 現存高10.9 袖 ふくらみがなく、口縁部は強く外反する。頸 ③橙色④TA¥El6-4
...... 部外面に強いヨコナデを加える。体部外面は

タテ方向のヘラケズリ、内面はT寧なナデを

施す。

3 甕 口縁部 ...... カマド煙 径復原不能。体部にふくらみがなく、口縁部 ①砂粒を含む②酸化③暗褐

土師器 ～体部 現存高17.5 道部煙出 は外反する。頸部以下の外面はタテ方向のヘ 色④TA¥El6~3

小片 ...... ラケズリ、内面はナデを施す。

田端地区 E 区第19号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 凪 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 略完 口径 13.6 カマド内 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。底 ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 3. 7 部はやや偏平である。内面に黒色の付着物が ぶい橙色④TA¥El9-7、深. ある。外底は非回転のヘラケズリ、内面は丁 さ 32 

寧なナデを施す。口唇部内側は丸く肥厚する。

2 杯 % 口径 14.7 南辺中央 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部中 ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 4 1 壁際床面 位外面にも凹線を 1 本もつ。外底は非回転の ぶい赤褐色. ヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。外面 ④TA¥El9-5、深さ 37 

は黒色を呈する。磨きを施さない黒色処理か。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 祉 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

3 高 杯 杯部 口径 (12.9) カマド左 脚部を欠く。蓋受けは水平方向に延び、口縁 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 ｽ 現存高5.5 脇床面 部は内傾して立ち上がる。杯部外底はヘラケ 硬質③灰色
.... .. ズリの後、ヨコナデを加える。脚部の透かし ④TA¥El9-8、深さ 4.0

の切り込みがーカ所遺存する。

4 高 杯 略完 口径 16.6 カマド左 歪みあり。脚部を水平にすると口縁部が傾く。 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 19.7 脇・カマ 杯部は底部との境ににぶい外稜をもち、口縁 色④TA¥El9-16、深さ 3.8

底径 13.7 ド前床面 部は反転してつよく外反する。脚部は滑らか

に開き、端部は丸くつまみ出される。脚部内

面に粘土の接合痕を残す。脚部外面と杯部の

器表は摩滅が著しい。

5 臼 玉 略完 フク土 外径1. 3cm、孔径0.2cm、厚さ 0.8cm、平坦面の一方に磨った跡がある。側

滑石製 面にも磨った跡が明瞭に残る。一部に割りの痕跡とみられるくぼみ（ノミ

跡か）が残る。③黄灰色④TA¥El9-18

6 甕 略完 口径 18.8 カマド内 体部に丸味があり、中位に最大径20.3cmがあ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 32.4 る。頸部がやや締まり、口縁部はかる＜外反 い橙色④TA¥El9-12深さ

底径 6.3 する。底部は不安定な平底である。体部外面 31 1 

はタテ方向のヘラケズリ、内面は丁寧なナデ

を施す。

7 甕 口縁部 口径（150) カマド前 体部中位以下を欠く。体部に膨らみがあり、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高13.7 右床面 口縁部は外傾して立ち上がる。口唇部に平坦 ( TA¥El9-15 

ｼ ...... 面があり、口唇部内側は上方に丸くつまみ出

される。体部外面はヘラケズリ、内面はタテ

方向のヘラケズリを施す。口縁部中位の器肉

は厚くなる。

8 甕 略完 口径 12.0 カマド内 体部は丸く膨らみ、口縁部は外反する。口唇 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 1.8 部は尖り気味である。体部外面はヘラケズリ い橙色④TA¥El9-13深さ

底径 6.6 後ナデ、内面は丁寧なナデを施す。外底はヘ 11.6 

ラケズリの痕跡が残る。

, 甕 口縁部 口径（14.6) カマド前 体部にやや丸味をもつ。口縁部は短く、つよ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存高89 床面 いヨコナデを施される。体部外面はタテ方向 い橙色④TA¥El9-ll

ｽ .... .. のヘラケズリ、内面はナデを施す。内面はス

スが付着している。

10 甑 体部 ...... カマド前 体部中位以上を欠く。底部の孔は単孔である。 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～底部 現存高15.3 床面 焼成前に端部の面取りを施す。外面はタテ方 い橙色④TA¥El9-14

% 底径 9 2 向のヘラケズリ、内面は丁寧なナデまたはヘ

ラナデを施す。内面の仕上げは丁寧である。

田端地区 E 区第22号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 鑓： 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径(12.0) 西辺壁際 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に外稜 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 現存高3.6 床面 をもつ。口縁部は直に外反し、口唇部は丸く 色④TA¥E22-3
..... なる。外底は非回転のヘラケズリを施す。

2 蓋 烙 口径(13.5) フク土 ツマミは付かない。体部と口縁部との境に外 ①砂粒•黒色粒子を含む

須恵器 器高 3.8 稜をもつ。天井部外面は丁寧な右回転のヘラ ②還元③灰色
.... .. ケズリを施す。 ④TA¥E22-4、深さ 3.1
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田端地区 E 区 (22 • 23 • 26号住）

番号 器 種 遺存 法 星 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

3 杯 % 口径(11.9) フク土 底部中央を欠く。蓋受けは丸味をもち、やや ①細砂粒を含む②還元③灰

須恵器 現存高3.9 上方へ延びる。蓋受け径13.5cm。外底は丁寧 色④TA¥E22-5

•••••• な左回転のヘラケズリを施す。

4 丸 玉 略完 フク土 球形に近い。径1. 5cm、孔径0 5cm。孔は穿孔ではない。内部に気泡が浮い

ガラス ている。③無色・透明④TA¥E22-9

田端地区 E 区第23号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 略完 口径 10.6 西辺中央 口縁部の大半を欠く。体部中位で屈曲し、ロ ①砂粒を含む②酸化気味の

須恵器 器高 3.9 壁際床面 縁部は内湾気味に立ち上がる。内底はくぽみ、 還元③明るい橙色. 外底はやや突出する。口縁部・底部中央の器 ④TA¥E23-l、深さ 3.5

肉は薄い。外底はヘラ切り離し後、ナデを丁

寧に加える。

2 甕 口縁部 口径 (224) 中央西寄 体部中位以下を欠く。体部は丸味をもち、頸 ①砂粒を多く含む②酸化
土師器 ～体部 現存高11.9 床面 部が締まって口縁部は外反して立ち上がる。 ③にぶい橙色④TA¥E23-2

始 ...... 口唇部は丸味をもつ。体部の器表は剥落して

いる。

3 甑 底部 ...... 西辺中央 体部以上を欠く。端部の内側はヘラによる面 ①精良②酸化③橙色
土師器 小片 現存高 6.7 壁際床直 取りを施す。内面は粘土の接合痕が一部残り、 ( TA¥E23-7 

...... 上 外面はタテ方向のヘラケズリの後、丁寧なナ

デを施す。外面の一部は黒色を呈する。

田端地区 E 区第26号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 略完 口径 18.4 中央南寄 体部中位がややふくらみ、頸部が締まってロ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 38.7 床面 縁部は外反して立ち上がる。底部は小さく、 い橙色④TA¥E26-l、深さ

底径 6.8 不安定な平底である。体部外面はタテ方向の 37 1 

ヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。外底

はヘラで調整する。体部下位に粘土の接合痕

を残す。

2 甕 ｽ 口径 16.3 カマド前 体部中位にふくらみがあり、頸部は締まって、 ①砂粒を含む②酸化③暗赤

土師器 器高 334 床直上 口縁部は「＜」字状に外反する。底部は突出 褐色④ TA¥E26-3、深さ

底径 5 9 し、不安定な平底を呈する。体部外面はタテ 32 3 

方向のヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。

体部下位の内面に粘土の接合痕を残す。

3 甕 底部 ...... カマド右 体部中位以上を欠く。体部は丸く開き、底部 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高9.8 前床面 は突出した平底を呈する。体部外面はナナメ い赤褐色④TA¥E26-4

底径 8.1 方向のヘラケズリ、内面はナデを施す。内面

には粘土の接合痕を残す。

4 甑 % 口径 (27.2) 南辺西寄 底部は単孔で、内径 (80) cmである。体部は ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 314 床直上 口縁部に向かって開き、頸部で屈曲して □縁 い褐色④TA¥E26-12

底径 (88) 部は大きく外反する。体部内面は丁寧なナデ

の後、ヘラミガキ、外面はタテ方向のヘラケ

ズリを施す。底部の内側はヘラによる面取り

を 2 回施す。体部下位の内面に粘土の接合痕

を残す。
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遺物観察表

田端地区E 区第28号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 口縁部 口径 (120) 貯蔵穴内 底部を欠く。体部と口縁部との境ににぶい外 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存高3.5 稜をもつ。口縁部は直に立ち上がる。体部外 色④TA¥E28-2

% ...... 面は非回転のヘラケズリを施す。

2 高 杯 杯部 口径（15.0) 南カマド 脚部を欠く。体部と口縁部との境に段をもつ。 ①精良②酸化③橙色

土師器 焙 現存高 34 前床面 外面は非回転のヘラケズリを施す。杯部中央 ( TA¥E28-l 
..... が略円形に剥離している。

3 甕 口縁部 口径 (19.6) カマド掘 体部以下を欠く。口縁部は直に近く立ち上が ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 % 現存高6.0 形 り、口唇部は丸く肥厚して外反する。口縁部 い橙色④TA¥E28-6
...... 内外面ともヨコナデを施す。

4 臼 玉 略完 北カマド 側面は磨り加工と削り加工を施す。平坦面は平滑に磨っている。外径1. 4cm、

滑石製 左脇床面 孔径0.4cm、厚さ 0.8cmである。現在の重さ1. 9g。③灰色④TA¥E28-8

田端地区 E 区第29号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 猷 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｼ 口径(12.6) カマド内 口縁部と体部との境に明瞭な段をもつ。内面 ①細砂粒を含む②酸化③暗

土師器 器高 4.2 に黒色の付着物がある。外底は非回転のヘラ 褐色④TA¥E29-2、深さ 3. ケズリを施す。やや厚手。 8 

2 杯 口縁部 ...... カマド内 底部を欠く。体部と口縁部との境ににぶい外 ①細砂粒を含む②酸化③褐

黒色土器 小片 現存商36 稜をもつ。内面はヘラミガキの後黒色処理を 色④TA¥E29-4
...... 施す。口縁部外面も黒色化するがミガキを加

えない。

3 不 明 完形 カマド内 長さ1. 3cm、径0.5cmの小石である。表面は平滑に磨かれている。石質珪質

変質岩。赤褐色を呈する。④TA¥E29-l

田端地区 E 区第30号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 口縁部 口径 (156) フク土 体部は直線的に開き、短い口縁部は丸く肥厚 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存喬3.4 する。口縁部と体部との境ににぶい外稜をも 色④TA¥E30-4

公 ...... つ。

2 土 錘 フク土 一端は割れている。長さ 5.3cm、孔径0 5cm、外径1.2cmが遺存する。孔は中

土師質 心に位置しない。①砂粒を含む②酸化③橙色④TA¥E30-l

3 土 錘 フク土 一端は割れている。長さ 3.4cm、外径1. 4cm、孔径0.5cmが遺存する。①砂粒

土師質 を含む②酸化③にぶい橙色④TA¥E30-2

4 土 錘 フク土 両端は割れている。長さ 2 8cm、外径1. 3cm、孔径0 6cmが遺存する。断面は

土師質 略三角形を呈する。①砂粒を含む②酸化③暗褐色④TA¥E30-3
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田端地区 E 区 (28 • 29 • 30 • 32号住）

田端地区 E 区第32号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 略完 口径 9 9 南辺東寄 口縁部は内傾して立ち上がる。蓋受けは上方 謬砂粒・白色粒子を含む

須恵器 器高 2.5 床面 ヘ開き、径11 8cmである。外底はヘラ切り離 ②還元③灰白色. しの後、ナデを施す。 ④TA¥E32-10、深さ 19 

2 杯 口縁部 口径 (9.9) カマド左 底部を欠く。体部と口縁部との境に外稜をも ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存高 2.6 袖 つ。体部外面は非回転のヘラケズリを施す。 色④TA¥E32-15

% ...... 

3 杯 烙 口径 (11.3) カマド右 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部は ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.1 脇床面 屈曲して外反する。外底は非回転のヘラケズ ④TA¥E32-9、深さ 2.6. リを施す。

4 杯 略完 口径 10.2 カマド右 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 2.9 脇床面 縁部は外反気味に立ち上がる。外底は非回転 ④TA¥E32-5、深さ 2.6. のヘラケズリを施す。

5 杯 % 口径 10.8 カマド右 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

上師器 器高 3.5 脇床面 縁部屈曲して立ち上がる。外底は非回転のヘ ④TA¥E32-7、深さ 3.9. ラケズリ、内面はヨコナデを施す。

6 杯 ｽ 口径(10.9) カマド右 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。ロ 謬砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 3.3 脇床面 縁部は屈曲して立ち上がる。外底は非回転の 色④TA¥E32-6、深さ 2.6. 丁寧なヘラケズリ、内面はヨコナデを施す。

7 杯 ｽ 口径 (10.5) カマド右 口縁部は内傾気味に立ち上がる。体部と口縁 疇砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 3.2 袖脇床面 部との境ににぶい外稜をもつ。外底は非回転 色④TA¥E32-3、深さ 2.7. のヘラケズリを施す。

8 杯 略完 口径 10.2 北東隅床 口縁部は内傾気味に立ち上がる。体部と口縁 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 2.9 面 部との境ににぶい外稜をもつ。外底は非回転 ④TA¥E32-8、深さ 2.5. のヘラケズリを施す。

, 杯 % 口径 (12.8) 南辺中央 口縁部は内傾気味に立ち上がる。体部と口縁 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.6 壁際床面 部との境に外稜をもつ。内底は丁寧なナデ、 ④TA¥E32-2、深さ41 . 外底は非回転のヘラケズリを丁寧に施す。

10 杯 略完 口径 13.2 南辺中央 口縁部は内傾して立ち上がる。体部と口縁部 ①砂粒を含む②酸化③明赤

土師器 器高 4.6 壁際床面 との境ににぶい外稜をもつ。外底は非回転の 褐色④TA¥E32-4、深さ 4.. ヘラケズリを施す。内外面に黒色の付着物が 0 

ある。

11 甕 口縁部 口径 (23.2) カマド底 底部を欠く。体部上位にやや膨らみをもち、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高322 面 口縁部はおおきく外反する。頸部に明確な内 ( TA ･E32-23 • 26 

ｽ ...... 稜をもつ。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、

内面は丁寧なナデを施す。

12 甕 口縁部 ロ径 2 1. 1 カマド前 体部下位以下を欠く。体部中位に膨らみがあ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高207 床面 り、口縁部は「く」字状に外反する。頸部外 ( TA¥E32-22 

ｼ ...... 面にヘラのアタリが残る。体部内面は丁寧な

ナデを施す。

13 甕 口縁部 ロ径 20.7 南東隅床 体部中位以下を欠く。口縁部は「く」字状に ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高9.7 面・貯蔵 外反する。体部外面はヨコ・ナナメ方向のヘ ( TA¥E32-24 
...... ノr\ ラケズリを施す。頸部外面にヘラのアタリを

残す。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

14 甕 口縁部 口径 (20.8) カマド右 体部中位以下を欠く。体部に膨らみがなく、 ①砂粒を含む②酸化③灰黄

土師器 ～体部 現存高92 脇床面 口縁部はつよく外反する。体部外面はタテ方 褐色④TA¥E32-25

ｼ ...... 向のヘラナデ、内面は丁寧なナデを施す。

15 甕 口縁部 口径 (214) カマド前 体部以下を欠く。口縁部は「く」字状に外反 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 烙 現存高4.6 床面 する。内外面ヨコナデを施す。頸部外面にヘ ( TA¥E32-20 
...... ラのアタリを残す。

16 砥石？ 貯蔵穴西 ll.2Xl2 1cm、厚さ 3.5cmほどの円形・偏平な石。凹面の表面は特に平滑で、

床面 凸面はやや粗い。石質閃緑岩。④TA¥E32-28

17 不 明 完 カマド前 長さ 15.1cm、断面略方形の石。石質変質安山岩。④TA¥E32-ll

床面

18 不 明 カマド左 長さ 16 8cm、断面かまぽこ状の石で、一端は割れている。石質変玄武岩。

袖中 ( TA¥E32-13 

田端地区 E 区第35号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 口縁部 口径 (11.8) 南西隅床 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に外稜 ①細砂粒を含む②酸化③褐

土師器 ～体部 現存商35 面 をもち、口縁部は内湾気味に立ち上がる。体 色④TA¥E35-38

% ..... 部外面は非回転のヘラケズリを施す。

2 杯 口縁部 口径（13.9) 中央南寄 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に段を ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存高3.9 床面 もつ。口縁部は内傾して立ち上がる。体部外 色④TA¥E35-36

% ...... 面は非回転のヘラケズリを施す。

3 杯 口縁部 口径(10.2) 北辺西寄 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に外稜 謬砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存高3.5 床面 をもち、口縁部は屈曲して立ち上がる。口唇 色④TA¥E35-37

% ...... 部は尖り気味である。器表の摩滅が著しい。

4 鉢？ 口縁部 口径(13.7) 中央東寄 体部中位以下を欠く。体部～口縁部は直線的 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存高76 床面 に開く。口縁部はヨコナデ、体部外面はタテ い橙色④TA¥E35-34

% ... 方向のヘラケズリを施す。甕の可能性あり。

5 甕 口縁部 ..... 中央西床 体部中位以下を欠く。小片のため径復原不能。 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存高45 面 頸部外面に凹線を施し、口縁部は直に立ち上 色④TA¥E35-39

小片 ...... がる。器表の摩滅が著しい。

田端地区 E 区第37号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 坦 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 口縁部 口径 (23.2) 中央床下 体部中位以下を欠く。頸部が強く締まり、ロ ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 ～体部 現存高6.4 縁部水平近くまで開く。体部外面はタテ方向 ③にぶい橙色④TA¥E37-l

ｽ ...... のヘラケズリ、内面はナデを施す。
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田端地区 E 区 (35 • 37号住） 寺東地区(1 a 号住）

寺東地区第 la号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 完形 口径 10.7 西辺北寄 蓋受け径12.0cm。口縁部は内傾する。外底は ①砂粒を含む②還元、硬質

須恵器 器高 3.2 壁際床面 右回転ヘラケズリを施す。内底がややくぽむ。 ③灰色④TE¥1-7、 la、深さ. 2.6 

2 杯 略完 口径 12.7 西辺北寄 口縁部中位が肥厚する。体部との境に外稜を 疇砂粒を含む②酸化③に

土師器 器商 4 3 壁際床面 もつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 ぶい橙色④TE¥1-18、 la、. 深さ 3.9

3 杯 略完 口径 13.5 西辺中央 底部中央を欠く。口縁部中位がやや肥厚する。 疇砂粒を含む②酸化③に

土師器 器商 4.6 壁際床面 体部との境に外稜をもつ。外底は非回転のヘ ぶい橙色④TE¥1-l、 la、深. ラケズリを施す。 さ 4.1

4 杯 略完 口径 13.2 西辺北寄 口縁部中位がやや肥厚する。体部との境に外 ①砂粒を含む②酸化③黒色

土師器 器高 4.6 壁際床面 稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 ④TE¥1-22 、 la、深さ 4.4. 内外面に黒色処理を施すが、磨きは行わない。

5 杯 略完 口径 13.7 西辺北寄 口縁部は直に立ち上がる。体部との境に外稜 ①細砂粒を含む②酸化③灰

土師器 器高 5.1 床面 をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 黒色④TE¥1-21 、 la、深さ. 内面に黒色の付着物がある。 4 6 

6 杯 略完 口径 134 西辺北寄 口縁部中位がやや肥厚する。体部との境に外 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.6 壁際床面 稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 ④TE¥1-20、 la、深さ 3.1

7 杯 ｽ 口径 (13.9) 西辺中央 口縁部中位がやや肥厚する。体部との境に外 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 4.5 壁際床面 稜をもつ。内面に黒色の付着物がある。外底 い橙色④TE¥1-2、 la、深さ

• は非回転のヘラケズリを施す。 4.1 

8 杯 略完 口径 12.8 西辺北寄 口縁部中位がやや肥厚し、口唇部内側も丸く ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 4.6 壁際床面 肥厚する。外面に黒色の付着物がある。体部 い橙色④TE¥1-3、 la、深さ

• との境に外稜をもつ。 4 0 

, 杯 % 口径 14.9 西辺中央 口縁部は外傾する。体部との境ににぶい外稜 ①砂粒を含む②酸化③明灰

土師器 器高 4.2 壁際床面 をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 褐色④TE¥1-5、la、深さ 36 

10 杯 ｼ 口径(12.9) 北西隅床 口縁部は強く外反し、体部との境ににぶい外 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.5 直上 稜をもつ。内面はヨコナデを施す。外面の器 ④TE¥1-4、 la、深さ 40 . 表は摩滅している。

11 鉢 % 口径 172 A カマド 外底は突出しており、不安定な平底を呈する。 ①砂粒・小石を含む②酸化

土師器 器高 8 6 燃焼部 体部は直線的に開き、口縁部は直に立ち上が ③浅黄色④TE¥la-8、 la 、

底径 7.1 る。口唇部はやや肥厚する。体部との境にに 深さ 6.8

ぶい外稜をもつ。体部外面はヘラケズリを施

す。内面は器表の剥落が著しい。使用による

ものか。

12 甑 略完 口径 234 西辺北寄 底部は単孔で、端部の一部を欠く。底部内面 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 29.6 床面 はヘラによる面取りを施す。口縁部はかる＜ い橙色④TE¥1-15、 la

底径 10.3 外反し、口唇部外側は丸く肥厚する。内面は

丁寧なナデ、外面はタテ方向のヘラケズリを

施す。

13 甑 略完 口径 17.3 西辺北寄 底部に焼成前の単孔をもつ。口縁部はかる＜ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 12.5 壁際床面 外反する。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、 い橙色④TE¥1-10、 la

孔径 1.8 内面は丁寧なヨコナデを施す。内面に褐色の

付着物が残る。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 虻 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

14 甕 略完 口径 192 A カマド 体部中位やや下にふくらみがある。口縁部は ①砂粒を含む②酸化③橙色

上師器 器高 37.8 前床面 かるく外反する。底部は少し突出した不安定 ④TE¥la-14 、 la、深さ 36

底径 6 0 な平底である。体部下位に底部との接合部痕 l 

跡を残す。体部外面はタテ方向のヘラケズリ

を施す。

15 甕 略完 口径 17.0 A カマド 体部下位にふくらみがある。口緑部はかる＜ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

上師器 器高 330 左脇床面 外反し、底部は突出する。底部と体部との境 い赤褐色④TE¥la-12、 la 、

底径 6 1 は器肉が薄くなっている。体部外面はタテ方 深さ 29.8

向のヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。

16 甕 底部 ...... A カマド 体部中位以上を欠く。底部はやや突出し、平 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高115 前床面 底を呈する。内面の器表が剥離している。底 い赤褐色④TE¥la-13、 la

底径 6 3 部と体部との接合痕を残す。

17 甕 略完 口径 13.8 西辺北寄 体部に丸味をもち、口縁部は直に立ち上がり、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 12.3 壁際床面 わずかに外反する。体部以下の外面はヘラケ い橙色④TE¥1-9、 la、深さ

底径 6 5 ズリ、内面はナデを施す。 11.2 

18 甕 略完 口径 138 A カマド 体部に丸味をもつ。頸部は直に立ち上がり、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 15.6 右脇床面 口縁部は強く外反する。底部は小さく、不安 い橙色④TE¥la-9、 la、深

底径 5 6 定な平底を呈する。体部外面はヘラケズリ、 さ 14.2

内面はナデを施す。歪みあり。

19 甕 略完 口径 11.8 西辺南寄 体部中位に丸味がある。口縁部はにぶい「コ」 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 13.0 壁際床面 字状を呈する。口唇部は尖り気味である。体 ④TE¥la-10、 la、深さ 11.

底径 4.7 部外面はタテ方向のヘラケズリを施す。 6 

20 不 明 完 A カマド 細長い石。長さ 18.0cm、一辺が4cmほどの断面方形を呈する。太い一端には

石 前床面 細かい凹凸がある。重さ 630g。石質変質安山岩。④TE¥la-16、 la

21 不 明 完 中央南寄 軽石。一部に鋭利な刃物（金属製）によるキズとみられる痕跡がある。重

石 床面 さ 600g。石質軽石（ニツ岳）。④TE¥la-18 、 la

寺東地区第 lb号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 略完 口径 16.3 北西隅床 肩部に一段をもつ。口唇部内側にも段をもち、 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器商 5 1 直上 仕上げは丁寧で薄くなる。天井部外面は右回 ③灰色④TE¥1-8 、 lb、深さ
...... 転ヘラケズリ、内面はロクロナデを施す。 4.3 

2 杯 口縁部 口径 (116) 北辺壁際 底部中央を欠く。口縁部は強く外反し、体部 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存高4.5 床面 との境ににぶい外稜をもつ。外底は非回転の 色④TE¥1-17、 lb

ｽ ..... ヘラケズリを施す。底部はやや突出気味であ

る。

3 甕 略完 口径(18.7) 貯蔵穴 体部下位にややふくらみをもつ。口縁部は体 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 34.7 部から区切りなく外反する。底部は不安定な い黄橙色④TE¥la-15、 lb、

底径 8.8 平底である。体部外面はタテ方向のヘラケズ 深さ 33.0

リ、内面はナデを施す。
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寺東地区 (1 b • 4 • 10 • 13 • 14号住）

寺東地区第 4 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｼ 口径(12.6) カマド右 口縁部は外反気味に立ち上がる。口唇部は丸 謬砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4.5 脇床直上 ＜肥厚する。体部との境に外稜をもつ。内外 色④TE¥4-l、深さ 3.9. 面の器表は摩滅著しい。

2 甕 口縁部 口径(19.8) カマド前 体部下半以下を欠く。体部に丸味をもたず、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高14.5 床面 口縁部は「く」字状に外反する。口唇部外側 ( TE¥4-3 

ｼ ...... に細い凹線を施す。内外面ナデを施す。

3 甕 口縁部 口径 (20.4) 北西寄床 頸部以下を欠く。口縁部はかる＜外反する。 ①砂粒を含む②酸化③灰黄

土師器 ｼ 現存高4.5 直上 頸部以下の外面はタテ方向のヘラケズリを施 色④TE¥4-4
...... す。 2 次火熱を受けている。

寺東地区第10号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 口縁部 口径（ 13.6) 南辺中央 口縁部は外反気味に立ち上がる。体部との境 謬砂粒を含む②酸化③灰

土師器 ～体部 器高 3.7 壁際床直 に外稜をもつ。内底には放射状の暗文を施す。 褐色④TE¥10-l、深さ 3.3

%. . 上 外底は非回転のヘラケズリを施す。口縁部外

面に黒色の付着物がみられる。

2 杯 口縁部 口径 (11.5) フク土 底部を欠く。口縁部は強く内傾し、蓋受は外 諷砂粒を含む②還元③灰

須恵器 % 現存高2.4 方へ開く。内外面に丁寧なヨコナデを施す。 色④TE¥10-2

蓋受（14.1)

3 甕 口縁部 口径 (2 1. 0) 中央床面 体部以下を欠く。体部にふくらみをもたず、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ｼ 現存高 7.1 口縁部外方へ水平近くまで開く。頸部以下の ( TE¥10-5 
...... 外面はタテ方向のヘラケズリを施す。

寺東地区第13号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量： 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 ｼ 口径 (16.4) 東辺壁際 ツマミなし。体部と口縁部との境に外稜をも ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 5.7 フク土 つ。天井部は丸くふくらむ。天井部外面は右 ③灰黄褐色④TE¥13-1深
...... 回転のヘラケズリ、内面は丁寧なヨコナデを さ 4.9

施す。口唇部内側に浅い凹線をもつ。

寺東地区第14号住居跡出上遺物観察表

番号 I 器 種 I 遺存 I 法 凪 I 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

杯 I¼
土師器

口径（13.6) 1 東辺寄床 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部は 1 ①細砂粒を含む②酸化③橙
器高 3.6 面 外方へ開く。内外面の器表の摩滅が著しい。 色④TE¥14-l、深さ 3.2
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遺物観察表

寺東地区第15号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 略完 口径 12.8 カマド右 口縁部は内湾して立ち上がる。体部との境に ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4 6 脇床面 外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施 ④TE¥15-l、深さ 40 . す。

2 杯 略完 口径 13.0 北東隅床 口縁部は内湾気味に立ち上がり、口唇部内側 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器尚 4.7 面 は丸く肥厚する。体部との境に外稜をもつ。 い橙色④TE¥15-2、深さ 4

• 外底は非回転のヘラケズリを施す。 2 

3 杯 略完 口径 14.2 カマド内 口縁部は直線的に外反する。体部との境に外 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.6 底面 稜をもつ。口縁部外面ににぶい凹線を 2~3 ④TE¥15-3、深さ 4.1. 本もつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。

4 杯 略完 口径 126 フク土 口縁部は直に立ち上がる。体部との境に外稜 ①砂粒を含む②酸化③黒色

土師器 器高 4.5 をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 ④TE¥15-9、深さ 4.0. 内外面とも黒色処理を行うが、ヘラ磨きを行

わない。

5 甕 % 口径 219 カマド内 底部中央を欠く。体部中位にふくらみがあり、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存商36.7 左奥 口縁部は「く」字状に外反する。頸部に強い い橙色④TE¥15-4
...... ョコナデを施す。体部外面はタテ方向のヘラ

ケズリ、内面はヨコナデを施す。

6 甕 口縁部 口径 16.9 カマド内 体部下半以下を欠く。体部にふくらみがなく、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存高85 口縁部は短く外反する。頸部に内稜をもつ。 い橙色④TE¥15-5

% ...... 体部外面はタテ方向のヘラケズリ、内面は丁

寧なナデを施す。

寺東地区第16号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 菫 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 略完 口径 21. 0 カマド内 口縁部の一部を欠く。体部下位にふくらみを ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 36.3 もつ。頸部が少し締まり、口縁部は「く」字 い橙色④TE¥16-l、深さ

底径 7 0 状に外反する。体部外面はタテ方向のヘラケ 35 0 

ズリ、内面は丁寧なナデを施す。口縁部の中

心と底部の中心とは一致しない。口唇部に平

坦面をもつ。

寺東地区第18号住居跡出上遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 祉 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 甕 口縁部 口径 (178) 中央北東 体部下半以下を欠く。体部にふくらみがなく、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 培 現存高10.0 寄床面 口縁部は強く外反する。体部外面はタテ方向 い橙色④TE¥18-l
...... のヘラケズリ、内面はナデを施す。口縁部内

面にくぽみをもつ。

2 土 錘 略完 中央北西 長さ 7.5cm、最大径2. 7cm、重さ 53 2g。孔径0.5cmである。④TE¥18-2

土師質 寄床面
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寺東地区 (15 • 16 • 18 • 19 • 20号住）

寺東地区第19号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量． 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 略完 口径 118 中央南寄 口唇部内側に段をもつ。口縁部は外方へ開く。 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 4.4 床面 ツマミは偏平で、中央部がくぽむ。天井部外 ③にぶい赤褐色

ツマミ 3.6 面にはカキ目を施す。 ④TE¥19-2、深さ 3.1

2 杯 略完 口径 10.6 中央北寄 歪みが著しい。体部と口縁部との境に外稜を 謬砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4.2 床面 もつ。器表の摩滅が著しいため、調整は不明。 色④TE¥19-l、深さ 3.7

3 甕 口縁部 口径（ 18.9) 北西隅床 体部以下を欠く。口縁部はゆる＜外反し、ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 小片 現存高5.5 面 唇部外側はまる＜肥厚する。体部外面にハケ ( TE¥19-5 
...... 目状の調整をタテ方向に施す。

4 甕 略完 口径 207 中央南寄 体部中位にややふくらみをもち、底部はわず ①砂粒を含む②酸化③褐色

土師器 器高 36.7 床面 かに突出する。頸部がややしまり、口縁部は ④TE¥19-6、深さ 35.3

底径 6.1 外反する。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、

内面はナデを施す。

5 甕 略完 口径 19.1 南辺壁際 体部下位にふくらみをもつ。外底に木の葉の ①砂粒を含む②酸化③褐色

土師器 器高 32.1 床面 圧痕がある。体部外面はタテ方向のヘラケズ ④TE¥19-7、深さ 31. 0

底径 5.7 リ、内面はナデを施す。

6 甑 % 口径 24.6 中央南寄 口縁部～体部の一部を欠く。体部にやや丸味 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 30.4 床面 があり、口縁部はゆるく外反する。口唇部に ( TE¥19-8 

底径 9.3 平坦面をもつ。底部は 1 孔で、端部は面取り

を施す。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、

内面はヘラ磨きを施す。内面の仕上げは丁寧

である。

寺東地区第20号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 獄 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 口縁部 口径(12.9) B カマド 天井部を欠く。口縁部との境に外稜をもつ。 ①細砂粒を含む②還元③灰
須恵器 小片 現存高3.7 前床面 内外面ともロクロナデを施す。 色④TE¥20-29

2 杯 略完 口径 118 南辺壁際 蓋受け径13.8cm。口縁部は内傾し、全体に偏 ①細砂粒を含む②還元、硬
須恵器 器高 2.9 床直上 平な作りである。外底は非回転のヘラケズリ 質③灰色④TE¥20-9、深さ. を施す。内底中央はくぽむ。 2.3 

3 杯 完形 口径 123 南辺西寄 全体に歪みが著しい。体部と口縁部との境に ①細砂粒を含む②酸化③橙
土師器 器高 4.0 壁際床直 外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施 色④ TE¥20-l、深さ 3.. 上 す。 0 ~3.6 

4 杯 ｼ 口径（ 11.2) A カマド 口縁部は強＼く外反する。体部との境に外稜を ①細砂粒を含む②酸化③橙
土師器 器高 3.2 前床直上 もつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 色④TE¥20-4、深さ 2.8

5 杯 ｽ 口径（ 1 1. 1) 中央南寄 底部を欠く。口縁部は強く外反し、体部との ①細砂粒を含む②酸化③橙
土師器 現存高3.7 床面 境に外稜をもつ。器表摩滅。 色④TE¥20-6

6 杯 ｼ 口径(118) A カマド 底部を欠く。口縁部は強く外反し、体部との ①細砂粒を含む②酸化③に
土師器 現存高3.6 前床面 境に外稜をもつ。口唇部は丸く肥厚する。外 ぶい橙色④TE¥20-7

.... 底は非回転のヘラケズリを施す。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

7 杯 培 口径 (20.0) 南辺寄床 底部を欠く。体部と口縁部との境に外稜をも ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高7.0 直上 つ。口唇部は丸く肥厚する。体部外面はヘラ ( TE¥20-5 
...... ケズリを施す。

8 杯 口縁部 口径 (160) 中央北西 底部を欠く。体部に丸味があり、口縁部はか ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 小片 現存高6.5 寄床面 る＜外反する。体部との境に外稜をもつ。器 ( TE¥20-27 
...... 表の摩滅著しい。

, 高 杯 脚部 ...... 西辺南寄 杯部を欠く。裾部は強く曲げられ、端部近く ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 % 現存高13.2 壁際 は内湾気味である。筒部外面はタテ方向のヘ い橙色④TE¥20-17

脚径 17.4 ラケズリ、内面はヨコ方向のヘラケズリを施

す。脚端部面取りを行っている。

10 高 杯 脚部 ...... B カマド 杯部を欠く。裾部は強く曲げられ、水平に近 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 % 現存高16.6 前フク土 くなる。外面は摩滅して調整は不明。筒部内 ( TE¥20-18 

脚径(14.4) 面に粘土の接合痕を残す。

11 臼 玉 略完 B カマド 径1. 2cm、厚さ 0.6~0.8cm、孔径0.3cm。側面に加工を施すが、両平面は加

滑石製 前床面 工痕跡がない。

12 甕 口縁部 口径 (15.5) 南東部床 体部下半を欠く。体部はあまりふくらまず、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ｼ 現存高7.0 面• B カ 口縁部外反する。体部外面はヘラケズリを施 い橙色④TE¥20-12
...... マド前床 す。

面

13 甕 口縁部 口径 (2 1.9) A カマド 体部下半以下を欠く。口縁部は強く外反し、 ①砂粒を含む②酸化③灰褐

土師器 ～体部 現存高9.3 前床直上 口唇部に凹線をもつ。体部外面は丁寧なヘラ 色④TE¥20-13

% •••••• ケズリ、内面はナデを施す。

14 甕 口縁部 口径 (20.8) A カマド 体部下半以下を欠く。体部に丸味をもたず、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 % 現存高7.3 前床直上 口縁部はゆるく外反する。口縁部内面にくぼ い赤褐色④TE¥20-31
...... みをもつ。体部外面はヘラケズリを施す。

15 甕 底部 現存高3.5 A カマド 体部以上を欠く。内面は丁寧なナデ、外底は ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 底径 8.2 右脇床面 無調整である。 い橙色④TE¥20-ll

16 甑 底部片 ...... 中央床直 体部以上を欠く。底部に 2 個の孔が焼成前に ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存尚4.7 上 あけられている。内面はナデ、外面はタテ方 ( TE¥20-14 

底径 (6.5) 向のヘラケズリの後、ナデを施す。

寺東地区第21号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 11.6 西辺壁際 口縁部は丸く肥厚する。口縁部と底部との境 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.9 床面 に外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを ④TE¥21-2、深さ 35 . 施す。

2 杯 略完 口径 12.0 カマド前 口縁部は内湾気味に立ち上がる。体部との境 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4 7 床面 に外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを 色④TE¥21-l、深さ 4.1. 施す。

3 杯 % 口径 (20.8) 西辺壁際 底部を欠く。体部と口縁部との境に外稜をも ①細砂粒を含む②酸化③橙

上師器 現存高7.0 フク土 つ。口縁部は尖り気味である。口縁部外面に 色④TE¥21-3
...... 粘土の接合痕を残す。
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寺東地区 (21 • 30 • 31号住）

番号 器 種 遺存 法 屈 出土位置 特 徴 I ①胎土②焼成③色調④備考

4 刀 子 略完 西辺壁際 全長12.3cm、刃部長さ 6.5cmほどが遺存する。茎部には木質が遺存し、柄を

鉄 製 フク土 留める目釘が残っている。また、ハバキとみられる金属質が遺存する。

( TE¥21-9 

寺東地区第30号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 (13.7) 北西隅床 口縁部は直立する。体部との境ににぶい段を ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.0 面 もつ。内外面とも器表の摩滅が著しい。 ④TE¥30-4、深さ 3.3

2 杯 % 現存高3.7 中央西寄 口唇部を欠く。体部と口縁部との境に外稜を ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 . 床面 もつ。内外面とも器表の剥落が著しい。 ③明褐色④TE¥30-3

3 不 明 底部片 ...... 中央床面 器種不明の土製品。異常に厚い底部で、外底 ①砂粒を多く含む②酸化

現存高4.0 には木葉痕がある。内底にはヘラのアタリが ③灰白色④TE¥30-2

底径 (5.7) 遺存する。 2 次火熱を受けている。

4 凹 石 一端欠 フク土 長さ 9.9cm、幅7.0cm、厚さ 3. 7~4.2cmで、凹 ( TE¥30-l 
みの径は4.5cm前後で、深さ1. 5cmほどある。

石質砂岩（新第三紀層）

5 甕 口縁部 口径 (21.1) フク土 体部以下を欠く。口縁部は緩いカープで外反 ①白色粒を含む②酸化③に

土師器 小片 現存商7.0 する。外面の仕上げは粗雑である。 ぶい橙色④TE¥30-5

6 甑 底部片 ...... フク土 体部以上を欠く。単孔の甑。外面はタテ方向 謬砂粒を含む②酸化③に

土師器 現存商6.0 のヘラケズリ、内面は研磨•黒色処理を施す。 ぶい橙色④TE¥30-14
...... 端部はヘラで面取りを行う。

寺東地区第31号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 温： 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径（ 10.9) カマド前 体部に丸味をもつ。口縁部は内湾気味に立ち ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 3.6 床面 上がる。外底は非回転のヘラケズリを施す。 い橙色④TE¥31-10、深さ

• 3.1 

2 杯 % 口径(11 .9) 北東隅床 底部中央を欠く。口縁部は直に立ち上がり、 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高3.2 面 体部との境に外稜をもつ。外底は非回転のヘ い橙色④TE¥31-8
...... ラケズリを施す。内面はイプシを施す。

3 杯 略完 口径 13.8 B カマド 体部は直線的に開く。体部と底部との境にに ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 4.8 前床直上 ぶい外稜をもつ。内底はT寧なナデ、外底は い橙色④TE¥31-ll、深さ

底径 103 非回転のヘラケズリを施す。 4.0 

4 高 杯 杯部片 口径(18.0) A カマド 脚部・杯部底部を欠く。杯部底部と口縁部と ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 % 現存高4.0 前床面 の境にシャープな外稜をもつ。口縁部は反転 ( TE¥31-14 
...... して外反し、口唇部は上方へ引き出される。

底部外面は回転性のヘラケズリを施す。

5 甕 口縁部 口径 (22.2) B カマド 底部を欠く。体部に余りふくらみがなく、ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高325 左袖掘形 縁部は「く」字状に外反する。口唇部に平坦 ( TE¥31-12 • 16 

ｼ ...... 面をもつ。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、

内面はナデを施す。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量： 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

6 甕 口縁部 口径 (19.9) A カマド 体部下半以下を欠く。体部に強い丸味があり、 ①砂粒を含む②酸化③赤橙

土師器 ～体部 現存高140 前床面 口縁部は直に立ち上がって外反する。頸部外 色④TE¥31-5

属 ...... 面につよいヨコナデを施す。体部外面はヨコ

方向のヘラケズリの後、雑なヘラ磨き、内面

は丁寧なナデを施す。丸胴の甕。

7 甕 体部 ...... 中央床直 体部上半以上を欠く。体部にやや丸味をもち、 ①砂粒・小石を含む②酸化

土師器 ～底部 現存高20.7 上 小さな底部をもつ。器表の摩滅著しい。 ③にぶい橙色④TE¥31-7

ｽ 底径 5.8 

8 甑 口縁部 口径 21. 2 カマド前 体部下半以下を欠く。体部は直線的に開き、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高14.8 床面 口縁部はわずかに外反する。体部外面はタテ ( TE¥31-l 

ｼ ...... 方向のヘラケズリ、内面はごく丁寧なナデを

施す。内面器表に薄く赤褐色の粘土を塗って

いる。

9 甕 略完 口径 11.5 B カマド 体部に丸味をもつ。頸部はやや締まり、口縁 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 8 7 前床面 部はかる＜外反する。体部外面はヨコ方向の ④TE¥31-4、深さ 8.3

底径 7. 7 ヘラケズリ、内面はナデを施す。外底はやや

丸く突出した平底である。

10 甕 口縁部 口径 (120) 中央床面 体部下半以下を欠く。体部に丸味がなく、ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 始 現存高6.2 縁部は直に立ち上がる。頸部に強いヨコナデ ( TE¥31-30 
...... を施す。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、

内面は丁寧なナデを施す。

11 不 明 B カマド 略三角形を呈する。中央部に両面から穿孔した孔が一つある。長さ 7.2cm、

滑石製 前床下 幅4.4cm、厚さ1. 3cmである。剣型か。

12 紡錘車 ｽ A カマド 上面径2.6cm、下面径4.4cm、厚さ1. 8~2.0cmである。側面に三角形のチェッ

滑石製 前床下 ク文様、下部に山形の文様を施す。彫り込みは先端の細い工具で行なわれ、

一部は摩滅している。現在の重さ 30.4g。④TE¥31-39

13 土 錘 略完 B カマド 長さ 4.6cm、最大径1. 6cm、重さ 11.5g。一部は黒色を呈する。④TE¥31-42

土師質 右袖東側

寺東地区第33号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 互士 ｽ 口径 (15.0) 北西隅床 短頸。口縁部は直に立ち上がり、体部中位は ①白色粒子を含む②還元
須恵器 器高 8.6 面 偏平に張りだす。底部に厚みがある。最大径 ③灰色④TE¥33-l、深さ 7.. は体部中位にあり、上下を凹線に切られた波 5 

状文を施す。外底は非回転のヘラケズリを施

す。

寺東地区第35号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 鼠 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 % 口径 14.8 貯蔵穴内 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口唇部は ①砂粒を含む②還元③灰白

須恵器 器高 4.7 わずかに外反し、器肉が薄くなる。天井部外 色④TE¥35-2、深さ 4.0
...... 面は左回転のヘラケズリを施し、「H」字状の

ヘラ記号がある。

1088 



寺東地区 (33 • 35号住）

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

2 蓋 ｽ 口径(13.1) 中央部東 口縁部の大半を欠く。体部と口縁部との境に ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 器高 4.6 寄床直上 外稜をもち、口唇部内側に凹線をもつ。天井 硬質③灰色④TE¥35-5、深
...... 部外面は回転ヘラケズリを施す。天井部には さ 3.9

焼成時の灰を被っている。

3 蓋 略完 口径 13.4 中央部東 体部と口縁部との境に凹線をもつ。口唇部内 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 4.0 寄床直上 側は器肉が薄くなる。天井部外面は左回転の ③灰色④TE¥35-4、深さ 3.
...... ヘラケズリを施す。全体にやや厚手である。 4 

4 蓋 略完 口径 13.8 貯蔵穴上 体部と口縁部との境に凹線をもつ。口唇部内 ①砂粒を含む②還元③灰白

須恵器 器高 3.9 位フク土 側にも凹線を施す。天井部外面は左回転のヘ 色④TE¥35-3、深さ 3.2
...... ラケズリを施す。天井部にふくらみがない。

5 杯 % 口径 11.9 貯蔵穴上 口縁部の大半を欠く。口縁部は内傾して立ち ①砂粒を多く含む②還元

須恵器 器高 4.6 位フク土 上がる。蓋受けは水平方向に延びる。体部に ③灰白色④TE¥35-l、深さ

蓋受 14.0 厚みがある。外底は左回転のヘラケズリを施 3.8 

す。

6 杯 ｽ 口径（12.6) 貯蔵穴上 底部中央を欠く。口縁部は内傾して直線的に ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 器高 4 0 位フク土 立ち上がる。蓋受けは上方へ開く。外底は左 ( TE¥35-6 

蓋受(14.3) 回転のヘラケズリを施し、ヘラ記号の残欠が

ある。

7 杯 ｽ 口径 13.3 中央床面 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部は ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.2 内湾気味に立ち上がる。底部外面は非回転の ④TE¥35-14、深さ 3.7 . ヘラケズリ、内底は丁寧なナデを施す。

8 杯 ｽ 口径 (13.1) カマド左 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。ロ ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 4.7 袖西側床 縁部は直線的に開き、口唇部内側は丸く肥厚 ぶい赤褐色④TE¥35-ll、. 直上 する。外底は非回転のヘラケズリを施す。 深さ 4.2

, 杯 略完 口径 12.4 カマド左 口縁部と体部との境ににぶい外稜をもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 4.4 袖前床面 縁部は直に立ち上がり、口唇部は丸くなる。 い橙色④TE¥35-9、深さ 4.

• 外底の器表の摩滅が著しい。

゜
10 杯 % 口径 (13.9) 貯蔵穴フ 底部中央を欠く。体部と口縁部との境に外稜 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高4.2 ク土 をもち、口縁部は屈曲して立ち上がる。外底 い橙色④TE¥35-15
...... は非回転のヘラケズリを施す。内面に黒色の

付着物あり。

11 杯 % 口径 (14.0) 北辺東寄 口縁部と体部との境に外稜をもつ。口縁部は 暉砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 5.1 壁際フク 直線的に開き、器肉の厚みがある。外底は非 色④TE¥35-17、深さ 4.6. 土 回転のヘラケズリの後、ナデを加える。

12 杯 ｽ 口径（121) 中央東寄 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。ロ ①砂粒を含む②還元気味の

土師器 器高 4.5 床面 唇部は尖り気味である。外底は非回転のヘラ 酸化③灰黄色④TE¥35-16. ケズリを施す。

13 隧 略完 ...... カマド前 口縁部を欠く。頸部はラッパ状に開く。体部 ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 現存高150 床面 は肩部の上下に凹線を施し、体部中位にも凹 ( TE¥35-26 . 線を 1本もつ。この中間部はクシ状工具の刺突

文様、頸部上半の外面は同様のエ具による波

状文を施す。肩部の頸部寄りはカキ目を施す。

外底は非回転のヘラケズリの後、雑なナデを

加える。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 星 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

14 g = 略完 口径 10.8 カマド左 歪みあり。肩部に凹線を 1 本もつ。短かい頸 ①細砂粒を含む②還元③灰

須恵器 器高 9. 7 袖 部は直立する。体部中位に最大径14. 0cmがあ 色④TE¥35-25、深さ86 

る。外底は丁寧な右回転のヘラケズリを施す。

15 高 杯 % 口径 (11.5) 貯蔵穴上 杯部体部と口縁部との境に二段の外稜をも ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 16.8 位フク土 つ。脚は長方形の透かしを二段・三方向に施 ③灰色④TE¥35-27、深さ

底径 119 す。裾部の外端は接地しない。 3.3 

16 高 杯 ｽ 口径(19.2) カマド右 口縁部と体部との境に外稜をもち、反転して ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器萬 210 月｀I• 」 外反する。脚部の上方は粘土を絞った痕跡を 色④TE¥35-18、深さ 38 

底径 17.6 内面に残し、脚部中位の内面には粘土の接合

痕を残す。裾部はヨコナデを施す。脚部外面

はタテ方向のヘラケズリ、杯部外底は回転性

のヘラケズリを施す。

17 提 瓶 体部 現存高15.1 中央東寄 口縁部・底部を欠く。体部の外面はカキ目を ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 ｽ •••••• 床面 施し、内面にはロクロナデ痕を残す。 ( TE¥35-105 

18 高 杯 杯部 ....., 中央東寄 口縁部・脚裾部を欠く。杯部は口縁部との境 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～脚部 現存高19.8 床面 ににぶい外稜をもち、器表は剥落している。 ( TE¥35-21 
...... 脚部は内面に粘土の接合痕を残し、外面の器

表は摩滅している。

19 甕 頸部 ...... 中央北東 口縁部・底部を欠く。体部外面は平行タタキ ①白色粒子を含む②還元

須恵器 ～体部 現存商17.0 寄床面 の後、 1.5cm前後の間隔でカキ目を施す。体部 ③灰色④TE¥35-106
...... 下半はナデを加える。内面は同心円当て具痕

の連続文様をよく残し、底部近くはさらにナ

デを加える。

20 横 瓶 体部片 ...... フク土 体部端の破片。外面には同心円のカキ目を施 ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 現存高15.5 し、さらに十文字状にカキ目を加える。内面 ( TE¥35-66 
...... は同心円の当て具痕を残す。

21 横 瓶 体部 ...... 中央東寄 口縁部を欠く。体部端にふさぎの粘土円盤を ①砂粒を含む②還元、硬質

須恵器 ｽ 現存高20.7 床直上 貼付けた跡を残す。外面は平行タタキ目の上 ③灰色④TE¥35-28 • 29 
...... からカキ目を加える。内面は同心円の当て具

痕を残す。一部に焼成時の灰を被っており、

高温のためか膨れが多くみられる。

22 甕 体部 口径 (22.6) フク土 底部を欠く。体部は丸くふくらみ、口縁部は ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 % 現存高29.2 「く」字状に外反する。体部外面はナナメ方 ( TE¥35-30 
...... 向のヘラケズリ、内面はナデを施す。底部近

くに粘土の接合痕を残す。

23 甕 底部 ...... 中央床面 体部以上を欠く。外底はやや突出し、不安定 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高44 な平底を呈する。外面はヘラケズリ、内面は ( TE¥35-23 
底径 5 5 ナデを施す。

寺東地区第37号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 11.3 南辺壁際 口縁部は直に立ち上がる。体部は非回転のヘ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 3.4 床面 ラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。外面に い赤褐色④TE¥37-l、深さ

• スス付着。 2.8 
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寺東地区 (37 • 39 • 40号住）

番号 器 種 遺存 法 最 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

2 杯 ｽ 口径 (9.8) カマド内 底部を欠く。口縁部は内湾し、体部に丸味を ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高24 もつ。体部外面は非回転のヘラケズリを施す。 い赤褐色④TE¥37-10

3 甕 口縁部 口径（226) カマド煙 体部下半を欠く。体部に丸味をもち、口縁部 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存商17.2 道部底面 は「く」字状に外反する。体部外面にタテ方 い黄橙色④TE¥37-3

ｽ •••••· 向のヘラケズリを施し、頸部にヘラの止め跡

を残す。内面はヘラナデを施す。

4 甕 口縁部 口径（ 11.2) 北西隅壁 底部を欠く。体部はつよい丸味をもち、口縁 ①砂粒を含む②酸化③暗褐

土師器 ～体部 現存高9.1 際床面 部は外反して立ち上がる。体部外面はヨコ方 色④TE¥37-2

% ...... 向のヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。

寺東地区第39号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｽ 口径（ 13.9) 西辺北端 口縁部と体部との境に外稜をもつ。口縁部は ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 5.0 壁寄床面 ほぼ直立する。内面は黒色を呈するが、研磨 ( TE¥39-1 . を加えてない。

2 蓋 ｼ 口径 (125) フク土 天井部を欠く。外面の肩部に凹線をもち、ロ ①白色小粒を少量含む

須恵器 現存高46 唇部内側には段がある。天井部外面はヘラケ ②還元③灰色④TE¥39-6

•••••• ズリを施す。

3 杯 口縁部 口径(13.8) フク土 底部を欠く。平らな底部から口縁部は屈曲し ①精良②酸化③にぶい赤褐

土師器 小片 現存高2.3 て立ち上がる。口縁部は外反する。内外面と 色④TE¥39-3
...... も全面に黒色のものを塗っているが研磨は施

さない。

4 高 杯 杯部 口径 (178) フク土 脚部を欠く。杯部は体部中位で屈曲して開く。 ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 小片 現存高5.7 一部に研磨の痕跡が残る。外面は赤褐色を呈 ③明るい褐色④TE¥39-7
...... する。

5 甕 底部 ...... 南東隅床 体部以上を欠く。外底は丸く突出する不安定 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高4.3 面 な丸底である。体部下半の外面はタテ方向の い橙色④TE¥39-9

底径 7.9 ヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。内面

黒色。

寺東地区第40号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 ｽ 口径 (14.9) 中央西寄 天井部との境に段をもち、口唇部内側に凹線 ①細砂粒を含む②還元③灰

須恵器 器高 6.7 床面 を施す。ツマミは偏平で中央部がくぽむ。天 色④TE¥40-7、深さ 5.0

ツマミ 49 井部外面はヘラケズリを施す。内外面に灰を

被っている。

2 蓋 ｼ 口径（146) 中央床面 ツマミは付かない。天井部と口縁部との境に ①砂粒・小石を含む②還元

須恵器 器高 4.9 段をもち、口唇部内側にも段をもつ。天井部 ③灰色④TE¥40~17、深さ

•••••• 外面はヘラケズリを施す。 4.5 

3 蓋 % ロ径 (17.4) 中央北西 天井部との境、口唇部内側に段をもつ。口縁 ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 器高 (5.4) 寄フク土 部は強く外反する。天井部外面はヘラケズリ ( TE¥40-8 
...... を施す。ツマミは付かない。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

4 蓋 天井部 •••••• カマド前 口縁部を欠く。ツマミは付かない。天井部外 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 現存高2.6 床直上 面はヘケズリを施し、その上からヘラ記号 II ③灰色④TE¥40-18
...... を書く。

5 杯 略完 口径 152 南辺中央 口縁部の一部を欠く。全体に厚手で、体部と ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 4.6 壁際床面 の境に段をもつ。口縁部は中位がふくらむ。 ぶい橙色④TE¥40-l、深さ. 内面の器表の剥落がみられる。 3 6 

6 杯 % 口径(12.6) 中央床面 体部との境に段をもつ。外底はヘラケズリを ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 (3.6) 施す。 色④TE¥40-14、深さ 3.0

7 杯 略完 口径 11.7 中央床面 口縁部の一部を欠く。体部との境ににぶい段 ①砂粒を含む②酸化③橙色

黒色土器 器高 4.7 をもつ。内面は研磨され、黒色処理を施す。 ④TE¥40-2、深さ 39 . 内面には 3~15mm大の穴があり、器表が剥落

している。

8 杯 ｽ 口径 15.5 中央床直 体部との境に細い凹線を 2 本施す。内面には ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 器高 7. l 上 わずかの段をもつ。内外面とも器表の摩滅が ③橙色. 著しい。 ④TE¥40-3、深さ 6.5

, 高 杯 略完 口径 17.l 南辺寄フ 杯部と脚部との接合部近くで割れている。杯 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 15.6 ク土 部は外稜をもち、外稜以下にはタテ方向のヘ 色④TE¥40-9、杯部深さ 4.

脚径 12.1 ラケズリを施す。杯部内面に段をもつ。裾部 9 

は一部跳ね上がる。筒部はタテ方向のヘラケ

ズリ、裾近くはヨコナデを施す。脚部内面に

粘土紐の接合痕を残す。

10 高 杯 杯部 口径（ 16.5) 中央南寄 脚部を欠く。口縁部と体部との境に外稜をも ①精良②酸化③明るい橙色

土師器 ｽ 現存高6.0 床面 ち、内面は段を形成する。外稜以下はヘラケ ④TE¥40-10、杯部深さ 40 
...... ズリ、内面は丁寧なヨコナデ・ナデを施す。

11 高 杯 脚部 ...... 中央床直 杯部・脚端部を欠く。脚部中位はわずかにふ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高14.3 上 くらむ外面はタテ方向のナデを施し、内面に ( TE¥40-12 
...... は棒状工具の整形痕を残す。

12 高 杯 脚部 ...... 北東隅壁 杯部・脚端部を欠く。杯部内面は丁寧なナデ、 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高104 際床面 脚部外面はタテ方向のヘラケズリ、内面はヨ ( TE¥40-ll 
...... コ方向のヘラケズリを施す。

13 甕 体部片 口径 (19.3) 南西隅床 体部で径を復原した。底部を欠く。口縁部に ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 現存高233 直上 歪みをもち、かる＜外反する。体部外面はタ ③にぶい赤褐色
.... テ方向のヘラケズリ、内面はナデを施す。外 ( TE¥40-5 

面下位にススが付着する。

14 甕 底部 .... .. カマド前 体部以上を欠く。底面近くの体部の開き具合 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高4.0 床直上 から、壺の可能性がある。体部下端にヘラの ( TE¥40-6 

底径 6 6 先端部圧痕が残る。外面に赤褐色の土を塗布

している。
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寺東地区 (41 • 42 • 43号住）

寺東地区第41号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 10.4 中央東寄 体部外面に段をもつ。口縁部はやや外反する。 ①精良②酸化③黄橙色

土師器 器高 4.4 床面 外底には平坦な面がある。器表の摩滅が著し ④ TE¥41-l、深さ 3.6. し）。

2 杯 % 口径 12.8 中央北寄 体部外面に段をもつ。口縁部はやや外反する。 ①精良②酸化③橙色

土師器 器高 4.9 床面 2 次火熱を受けているためか、器表の剥落が ④TE¥41-2、深さ 3.4. 著しい。

寺東地区第42号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 略完 口径 11.9 カマド床 体部に外稜をもつ。口縁部はやや外傾して開 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 3.9 面 く。底部外面は不整方向のヘラケズリを施す。 色④TE¥42-3、深さ 3.5

2 杯 口縁部 口径(13.0) 中央東辺 体部に外稜をもつ。口縁部は内湾ぎみに立ち ①細砂粒を含む②酸化③明

土師器 % 現存高37 寄床面 上がる。底部を欠く。 褐色④TE¥42-4

3 杯 口縁部 口径 (1 1. 0) カマド右 体部に外稜をもつ。口縁部は内湾ぎみに立ち ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 % 器商（3.8) 壁際床面 上がる。外底は灰色を呈し、ヘラケズリを施 色④TE¥42-5、深さ (3.4). す。

4 鉢 口縁部 口径 (20.5) 北西隅床 底部を欠く。体部と口縁部との境に外稜をも ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 % 現存高7.8 面 つ。口縁部は反転して外反する。 色④TE¥42-6

5 蓋 小片 口径（12.7) 貯蔵穴脇 天井部を欠く。外面肩部に一段があり、口縁 ①白色の小粒を含む②還元

須恵器 現存高3.8 フク土 部内面に凹線を施す。 ③灰色④TE¥42-21

6 甕 体部 •••••• カマド前 体部上半以上を欠く。体部と底部との接合面 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～底部 現存高15.3 床面 を内面に残す。外底は木の葉の圧痕を一部残 ( TE¥42-2 
...... し、その周囲にヘラケズリを施す。

7 甕 口縁部 口径 (20.6) カマド前 体部以下を欠く。口縁部は「く」字状に外反 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

上師器 ｽ 現存高5.9 南寄床 する。頸部外面はタテ方向のヘラケズリを施 い橙色④TE¥42-l
...... 面・東辺 す。

8 甕 口縁部 口径 (2 1.7) 中央北東 体部以下を欠く。口縁部は強く外反し、水平 ①砂粒•黒色小粒を多く含

土師器 小片 現存高5.5 寄床面 近くまで開く。口唇部の内側は丸く玉縁状を む②酸化③にぶい橙色

...... 呈する。 ( TE¥42-16 

寺東地区第43号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 鼠 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｽ 口径 (169) 南西隅壁 底部を欠く。口唇部は殆ど欠けている。体部 ①細砂粒を含む②酸化③黒

土師器 現存裔3.8 際 との境に外稜をもつ。外底はヘラケズリを施 褐色④TE¥43-l. す。

2 土 錘 完形 東辺中央 長さ 7.0cm、径 1 4cm、重さ llg。中央部がやや太く、両端は細い。精良な粘

土師質 床面 土を使用している。黄白色を呈する。④TE¥43-2

3 土 錘 完形 フク土 長さ 7.0cm、径1. 4cm、重さ llg。中央部がやや太い。精良な粘土を使用して

土師質 いる。一部黒色を呈する。④TE¥43-3
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 I ①胎土②焼成③色調④備考

4 土 錘 完形 フク土 長さ 6.9cm、径1 4cm、重さ llg。中央部がふくらむ。精良な粘土を使用して

土師質 いる。一部黒色を呈する。孔径0.3cm。④TE¥43-4

5 土 錘 ｽ フク土 長さ 4.1cm、径1. 3cmが遺存する。中央部に向かって太くなる。精良な粘土

土師質 を使用している。孔の位置は断面の中央から外れている。現在の重さ 6g。

( TE¥43-5 

6 土 錘 略完 フク土 長さ 5.6cm、径2 5cmが遺存する。他の土錘に比べて太い。胎土に砂粒を含

土師質 む。現在の重さ 29g。孔径0. 7cm。④TE¥43-6

寺東地区第44号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 鼠 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 略完 口径 12.4 カマド左 口縁部の一部を欠く。体部との境に鋭い外稜 ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 器高 3.7 袖床面 をもつ。天井部外面は左回転のヘラケズリ、 ④TE¥44-l、深さ 2.8. 内面は丁寧なナデを施す。

2 杯 ｼ ロ径（ 11.2) 中央南西 体部との境に外稜をもつ。口縁部は外反して ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4 6 部床面 立ち上がる。外底はヘラケズリを施す。 ④TE¥44-2、深さ 3.9

3 甕 口縁部 口径 (190) カマド煙 体部下半以下を欠く。口縁部は「く」字状に ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存高14.2 道部 外反する。口唇部外側に浅い凹線がある。体 い橙色④TE¥44-3

ｽ ...... 部外面はタテ方向のヘラケズリ、内面はナデ

を施す。

4 不 明 南西部床 鎌または鋤先か。一端は丸味をもって曲がり、他の一端は本体部にサビつ

鉄 製 面 いている。やや重虻感がある。サビついた一端が折れ曲がったものかどう

か確認できない。幅4.5cm、長さ 3.0cm、厚さ 0.3cm前後である。④TE¥44-6

寺東地区第45号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 祉 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 小片 ...... 西辺北寄 底部を欠く。体部との境に外稜をもつ。体部 ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 現存高42 床面 外面と内面に細かい凹凸がある。内面は黒み ぶい黄橙色④TE¥45-2
...... のある黄褐色を呈する。

2 竺·— 小片 フク土 口縁部・底部を欠く。体部中位にクシ描きの ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 波状文を施す。内面は焼成時の灰を被ってい ( TE¥45-9 

る。

寺東地区第46号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 :!i!: 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % ロ径 1 1. 4 カマド前 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口唇部は ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 3.3 床面 玉縁状に丸味をもつ。内外面とも器表の摩滅 ぶい橙色④TE¥46-5、深さ. が著しい。 2.8 

2 杯 烙 口径 12.9 南西寄床 体部と口縁部との境ににぶい外稜をもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.5 直上 縁部は外反して立ち上がる。内外面とも器表 ④TE¥46-3、深さ 3.1. の摩滅が著しい。
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寺東地区 (44 • 45 • 46 • 47 • 48号住）

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

3 甕 略完 口径 20.9 カマド前 底部の一部を欠く。体部にふくらみがなく、 ①砂粒を含む②酸化③明赤

土師器 現存高36.4 床面 口縁部はゆる＜「く」字状に外反する。体部 褐色④TE¥46-l、深さ (30.

底径 (4.5) 外面はタテ方向のヘラケズリを施す。 0) 

4 甕 底部欠 口径 20.9 カマド前 底部を欠く。体部上位にやや丸味をもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高364 床面 縁部は一度くびれて強く「く」字状に外反す い橙色④TE¥46-2

•••••• る。体部外面にたて方向のヘラケズリを施す。

寺東地区第47号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｾ 口径 12.1 北辺壁際 蓋受けをもつ。最大径14. 7cm。口縁部は内傾 ①白色粒子を含む②還元灰

須恵器 器高 4.5 床面 する。外底は左回転のヘラケズリ、その他の 色④TE¥47-l、深さ 4.1. 部分はヨコナデを施す。仕上げは丁寧である。

2 杯 底部片 ...... 北辺壁際 口唇部・底部を欠く。体部との境に外稜をも ①砂粒を含む②酸化③橙色

須恵器 現存高3.8 床面 つ。内底には細かい凹凸が一面にある。口縁 ④TE¥47~3 . 部は外反する。

3 高 杯 杯部口 口径 (180) 北西隅壁 脚部を欠く。杯部下半に外稜をもつ。口唇部 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 縁部片 現存高3.8 際 は上方へ少し引き出される。内外面とも器表 ( TE¥47-2 
...... の剥落が著しい。

寺東地区第48号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 拭 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 14.5 南辺中央 底部から口縁部へ滑らかに移行する。口唇部 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 5.0 床面 内側は丸く肥厚する。外底は非回転のヘラケ ④TE¥48~1、深さ 4.4. ズリを施す。

2 杯 ｼ 口径 (12.0) 貯蔵穴内 底部との境ににぶい凹線を施す。口唇部は内 諷砂粒を含む②酸化③に

土師器 器商 4.1 傾する。外底は非回転のヘラケズリを施す。 ぶい橙色④TE¥48-2、深さ. 3.4 

3 商 杯 脚部 ...... 中央南寄 杯部・脚端部を欠く。脚部内面に粘土の輪積 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高13.3 床面 み痕を残す。外面はタテ方向のヘラ磨きを施 い橙色④TE¥48-8
...... す。上端に杯部との接合面を残す。

4 甕 口縁部 口径 (204) 南東隅床 口縁部の大半を欠く。体部中位にややふくら ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 器高 33.3 面 みをもつ。口縁部は滑らかに外反する。体部 い黄橙色④TE¥48-5、深さ

ｽ 底径 5 3 外面はタテ方向のヘラケズリ、内面はナデを 32.0 

施す。

5 甕 % 口径 187 南東隅床 歪みをもつ。体部中位にふくらみをもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③明黄

土師器 器高 34.6 面 縁部は滑らかに外反する。体部外面は丁寧な 褐色④TE¥48-3、深さ 33.0

底径 6 6 ヘラケズリ、内面はナデを施す。

6 甕 体部 ...... 中央床 体部中位以上を欠く。外底は不安定な平底を ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～底部 現存高16.1 面・南東 呈する。体部外面はタテ方向のヘラケズリ、 ( TE¥48-7 

底径 7 4 隅床面 内面はナデを施す。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 址 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

7 甕 口縁部 口径 (207) 北東隅床 体部中位以下を欠く。口縁部は「く」字状に ①砂粒を含む②酸化③褐色

土師器 ～体部 現存高96 面 外反する。頸部内面の粘土に接合痕を残す。 ( TE¥48-4 

ｼ ..... 体部外面はタテ方向のヘラケズリを施す。

8 甕 体部 ..... 南東隅床 体部上位以上を欠く。体部につよいふくらみ ①砂粒を含む②酸化③明黄

土師器 ～底部 現存高196 面 があり底部は小さな平底を呈する。体部外面 褐色④TE¥48-6

底径 7 4 は右下がりのヘラケズリを施す。丸胴甕。

, 甕 体部片 カマド前 大形の甕の体部片。外面は平行タタキ目、内 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 床面 面は同心円の当て具痕を残す。割れ口の中央 硬質③灰色④TE¥48-13

は灰色、器表近くは淡紫色を呈する。

10 砥 石 中央床面 長さ 11. 7cm、幅8.3cm、厚さ 4.9cm。両面に平坦面があり、一側面も使用し

ている。石質流紋岩質凝灰岩（新第三紀層） ( TE¥48-9 

11 臼 玉 略完 カマド右 外径0.8cm、孔径0 3cm。外側面に磨った跡がある。④TE¥48-25

滑石製 脇

12 臼 玉 略完 カマド右 外径0.9cm、孔径0 2cm。一端に中心のずれた途中までの穿孔痕がある。両

滑石製 脇 面穿孔。④TE¥48-24

13 臼 玉 略完 カマド右 外径0 9cm、孔径0 2cm。外側面に磨った跡を残す。④TE¥48-23

滑石製 脇

14 臼 玉 略完 南東隅 外径0 8cm、孔径0 2cm。両平坦面とも割った面のまま残す。④TE¥48-19

滑石製

15 臼 玉 略完 南東隅 外径0.8cm、孔径0.2cm。外側面に磨った跡が残る。両平坦面とも割れた面

滑石製 のまま。④TE¥48-17

16 臼 玉 略完 南東隅 外径0 8cm、孔径0.2cm。外側面に磨った跡が残る。両平坦面とも割れた面

滑石製 のままである。④TE¥48-20

17 臼 玉 小片 カマド左 平坦面の一面を残し、半欠している。遺存する平坦面は磨っている。

滑石製 脇 ( TE¥48-14 

18 臼 玉 ｽ 南東隅 外側面に磨った跡を残す。④TE¥48-21

滑石製

19 不 明 南東隅 一部に磨った面を残すが、製品の形状は不明。長さ 2.5cmが遺存する。

滑石製 ( TE¥48-18 

20 破 片 カマド左 長さ1. 2cm、幅0.9cmが遺存する。一部に磨った面が残る。④TE¥48-22

滑 石 脇

寺東地区第49号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 凪 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 ｼ 口径 (14.1) カマド前 肩部に凹線を施し、口唇部内側にも段をもつ。 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器尚 4 1 床面 口縁部は外方に開く。天井部外面は右回転の ③灰褐色
... ヘラケズリを施す。外面の一部は銀色を呈す ④TE¥49-9、深さ 35 

る。
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寺東地区 (49号住）

番号 器 種 遺存 法 足 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

2 蓋 ｼ D径 (139) カマド前 肩部に外稜をもち、直下は凹線状を呈する。 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 3 8 床面 ロ唇部内側に凹線を施す。口唇部は尖り気味 ③灰色④TE¥49-5
...... である。天井部中央を欠く。

3 蓋 ｽ 口径（ 155) 貯蔵穴内 天井部中央を欠く。外面肩部に浅い凹線を施 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 現存高5.0 す。口唇部に平坦面をもち、口唇部直上は肥 硬質③灰色④TE¥49-8
...... 厚する。天井部外面は左回転のヘラケズリを

施す。

4 蓋 口縁部 口径 (152) カマド左 天井部を欠く。外面肩部に凹線を施し、口唇 ①白色粒子を含む②還元、

須恵器 兄 現存商39 脇床面 部内側にも深い凹線を施す。外面に焼成時の 硬質③灰褐色④TE¥49-6
...... 灰を被っている。

5 蓋 % 口径 14.5 カマド左 肩部に段をもつ。口唇部内側に深い凹線を施 ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 4.9 脇床面 す。天井部外面に丁寧な左回転のヘラケズリ ③灰色
...... を施す。天井部外面に「A」に近いヘラ記号 ④TE¥49-10、深さ 4.2

がある。筆順は「＜」字状が先である。

6 杯 略完 口径 12.2 西辺北寄 口縁部は内傾して立ち上がる。口唇部に平坦 ①白色粒子を含む②還元、
須恵器 器高 4 6 壁際 面をもつ。蓋受けは水平方向に延びる。外底 硬質③灰色④TE¥49-ll 、

蓋受 14.4 は左回転のヘラケズリを施す。 深さ 35 

7 杯 口縁部 口径（ 12.9) 貯蔵穴内 底部中央を欠く。口縁部は内傾して直線的に ①砂粒を含む②還元、硬質

須恵器 ～体部 現存高4.1 立ち上がる。外面に焼成時の灰を被っている。 ③灰黄色④TE¥49-14

% 蓋受 (156) 蓋受けはやや上方に開く。

8 杯 培 口径 (12.2) カマド左 底部中央を欠く。口縁部は内傾して直線的に ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 4.8 脇床面 立ち上がる。蓋受けはやや上方に開く。外底 ③灰色④TE¥49-7

蓋受(14.6) は左回転のヘラケズリを施す。

, 杯 口縁部 口径(15.1) 西辺北寄 底部を欠く。口縁部は内傾して直線的に立ち ①白色粒子を含む②還元

須恵器 ～体部 現存高3.5 壁際床面 上がる。蓋受けはやや上方に開く。内外面丁 ③灰色④TE¥49-15

焔 蓋受(181) 寧なヨコナデを施す。

10 蓋 略完 口径 10.0 西辺中央 天井部は平坦で、口縁部は直線的に開く。天 ①白色粒子を含む②酸化気

土師質 器高 2.7 フク土 井部外面は非回転のヘラケズリの後ナデ、そ 味の還元③灰黄色

•••••· の他はヨコナデを施す。 ④TE¥49-3、深さ 2.2

11 杯 口縁部 口径(16.5) カマド左 底部を欠く。体部と口縁部との境に外稜をも ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高5.5 脇床面 つ。口縁部は直線的に開く。体部外面は非回 ( TE¥49-13 
培 •••••• 転のヘラケズリ、内面はナデを施す。

12 甑 口縁 口径 (26.1) カマド左 体部中位を欠くため器高は推定である。体部 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 部・底 器高 (280) 脇床面 は直線的に開き、口縁部は外反して開く。底 ( TE¥49-2 • 12 
部 底径 (80) 部は単孔である。底部近くの内面はヘラケズ

リによる面取りを施す。体部外面はタテ方向

のヘラケズリ、内面は丁寧なナデを施す。

13 甕 略完 口径 22.8 カマド前 体部に丸味があり、口縁部は直に立ち上がる。 ①白色粒子を含む②酸化

土師器 器高 195 床面 口唇部に平坦面をもつ。図の三角印以下の器 ③にぶい褐色

底径 8. 7 表は赤褐色を呈し、 2 次火熱を受けている。 ④TE¥49-l、深さ 18.l 

頸部の内外面にヒモ状の圧痕が残る。
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遺物観察表

寺東地区第51号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 鼠 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 ｼ 口径 (80) フク土 最大径は蓋受けにあり、径10. 5cmである。カ ①白色粒子を含む②還元

須恵器 器高 2.2 エリは蓋受けよりも突出する。ツマミは宝珠 ③灰色

ツマミ 16 形を呈する。 ④TE¥51-6、深さ 0.8

2 杯 % 口径 (149) フク土 体部は直線的に開く。口唇部は丸い。内底中 ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 器尚 6.0 央部は丁寧な非回転のナデ、外底は丁寧な右 ④TE¥51-l、深さ 5.2

底径 10.6 回転のヘラケズリを施す。

3 杯 口縁部 口径 (9.7) フク土 底部を欠く。口縁部は内湾し、最大径は口縁 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高2.8 部直下の体部との境にある。体部外面はヘラ ( TE¥51-7 

ｽ •••••• ケズリを施す。口唇部の内側は丸く肥厚する。

4 高 杯 脚部 ...... 南辺中央 杯部を欠く。 3 方向に透かしをもつが、 2 カ ①砂粒を含む②還元、軟質

須恵器 ｼ 現存高5.5 壁際床面 所が遺存している。上位に 1 本、裾近くに 2 ③灰白色④TE¥51-5

底径 (13.6) 本の凹線を施す。脚端部は外方に開く。

5 一竺 体部 ...... フク土 頸部以上を欠く。最大径は肩部にあり、体部 ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 ～底部 現存高10.6 に凹線を施す。底部中央は突出して安定しな ( TE¥51-2 

ｽ 底径 7.1 し＞。

6 壺 口縁部 口径 (105) フク土 体部中位以下を欠く。短頸の壺。口唇部に平 ①砂粒を含む②還元③灰褐

須恵器 ～体部 現存高79 坦面をもつ。肩部に 2 本、頸部に 1 本の凹線 色④TE¥51-3

% ..... を施す。内面体部はロクロナデ痕を残す。

7 甕 口縁部 口径 (13.1) 中央南寄 口縁部は直に立ち上がり、体部下位にふくら ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存高10.5 床面 みをもつ。底部中央を欠く。体部内面はナデ い赤褐色④TE¥51-4

% ...... を施す。 2 次火熱を受けている。

寺東地区第55号住居跡出上遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 誠 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｾ 口径 119 カマド右 口縁部との境に段をもつ。段は一部で二段で ①砂粒を含む②酸化③灰黄

土師器 器高 5.0 脇床面 ある。口縁部は外反する。内底はやや深みを 色④TE¥55-l、深さ 4.2. もつ。外底にはヘラケズリを施す。

2 杯 口縁部 口径 (13.0) カマド右 口縁部は直立し、口唇部は尖り気味である。 ①細砂粒を含む②酸化③褐

土師器 小片 現存高4.0 脇床面 体部外面に丁寧なヘラケズリを施す。 色④TE¥55-7

3 壺 肩部片 ...... カマド右 口縁部・体部下半以下を欠いた小片。外面中 ①細砂粒を含む②還元③灰

須恵器 ...... 脇床面 位に上下それぞれ二本の凹線にはさまれた波 色④TE¥55-2
...... 状文を施す。波状文の施文の後、ヨコナデを

施す。

4 甕 口縁部 ...... カマド前 体部以下を欠く。口縁部は「く」字状に外反 ①砂粒を含む②酸化③灰黄

土師器 小片 現存裔85 床面 する。体部外面はタテ方向のヘラケズリを施 色④TE¥55-6
...... す。
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寺東地区 (51 • 55 • 59号住） 田端地区 E 区 (3 号集石）

寺東地区第59号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 ツマミ 現存高1.5 中央西寄 ツマミのみ遺存。中央部はツマミ外周よりも 謬砂粒を含む②還元、硬

須恵器 ツマミ 3.6 床面 突出する。偏平なボタン状を呈する。 質③灰色④TE¥59-4

2 高台付杯 焙 口径 (15.5) 中央南西 底部中央を欠く。体部は内湾気味に開き、ロ ①白色小粒を含む②還元

須恵器 器高 4.0 寄床面 唇部はわずかに外反する。高台は「ハ」字状 ③灰白色

高台(10.7) に開く。高台は内端が接地し、外端との間に ④TE¥59-15、深さ (2.8)

凹線がある。

3 杯 ｽ 口径 (116) カマド右 外底はヘラ切り後、ナデを施す。体部は直線 ①細砂粒を含む②還元③灰

須恵器 器高 3. 7 脇床面 的に開く。器表の摩滅が著しい。底部は突出 白色④TE¥59-l、深さ 3.0. して不安定である。

4 杯 略完 口径 12.9 カマド 全体に歪んでいる。体部外面ににぶい稜をも ①細砂粒を含む②酸化③に

上師器 器高 3.8 脇・南西 つ。外底はヘラケズリ、内面はナデを施す。 ぶい褐色④TE¥59-2、深さ. 部床面 3.3 

5 • 豆 口縁部 口径 (7. 1) 中央南寄 体部以下を欠く。外面の肩部に稜をもつ。器 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 小片 現存尚2.9 床面 表の摩滅が著しい。小型の壺。 色④TE¥59-17

6 甕 ｽ 口径 (239) カマド内 体部上半½を欠く。口縁部は「く」字状に外 ①砂粒を多く含む②酸化

土師器 器高 32.3 反する。底部は小さな平底を呈する。体部内 ③橙色

底径 (5.9) 面に下半部と上半部とを接合した痕跡を残 ④TE¥59-ll、深さ 31.5

す。厚さ 4mm

7 不 明 完 中央南寄 長さ 14. lcm、径4.5cm、重さ 595g。石質石英斑岩。④TE¥59-5

石 床面

8 不 明 完 中央南寄 長さ 13.1cm、径3.2X5.0cm、断面楕円形を呈する 重さ 317g、

石 床面 石質粗粒安山岩④TE¥59-6。

, 不 明 完 中央南寄 長さ 13.1cm、径3.1X4.0cm、断面楕円形を呈する 重さ 181g、

石 床面 石質砂岩（新第三紀層）④TE¥59-7。

10 不 明 完 中央南寄 長さ 15.5cm、厚さ1. 2~2.7cm、重さ 341g。石質緑色片岩④TE¥59-8

石 床面

11 不 明 完 中央南寄 長さ 14. 0cm、径4.6X6. 7cm、重さ 641g。石質粗粒安山岩④TE¥59-9。

石 床面

12 不 明 一端折 中央南寄 長さ 12. 9cm、最大厚さ 3.8cm、重さ 428g。石質変質安山岩④TE¥59-10。

石 れ 床面

田端地区 E 区第 3 号集石出土遺物観察表（ 1)

番号 器 種 遺存 法 醤 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 完形 口径 9.2 中央部 手づくね土器。体部は内湾気味にたちあがる。 ①細砂粒を含む②酸化③灰

土師器 器高 3.9 外面は指頭痕が残る。内面はヨコナデを施す。 黄褐色④TA¥E3集石ー27

底径 4.8 口縁部に歪みがある。

2 杯 % 口径 10.4 参考 体部以上に厚みがあり、底部は薄い。体部は ①砂粒を含む②酸化③黒褐

土師器 器高 6.0 内湾して立ち上がる。外面の口縁部以下はヘ 色④TA¥E3集石ー28

底径 4.5 ラケズリ、内面はハケ目調整を施す。
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遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 最 出上位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

3 杯 % 口径 (12.7) 中央西寄 口縁部の大半を欠く。口縁部は内傾して立ち ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 4 4 上がり、体部との境に外稜をもつ。外底は非 い赤褐色④TA¥E3集石—53

• 回転のヘラケズリを施す。

4 杯 ｾ 口径 12.1 北西寄 口縁部は外反して立ち上がる。体部との境に ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 4.4 外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施 ④TA¥E3集石ー49. す。

5 杯 略完 口径 12.4 中央北寄 口縁部は外反して立ち上がる。体部との境に ①細砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 4.4 石下 外稜をもつ。器表の摩滅が著しい。 質③橙色④TA¥E3集石ー6

6 杯 ｽ 口径 11. 6 北寄 口縁部は薄く、外反して立ち上がる。体部と ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 3. 7 の境に外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズ ぶい橙色④TA¥E3集石ー13. リを施す。内面の器表は摩滅が著しい。

7 杯 % 口径 11.8 北寄 口縁部はやや内傾して立ち上がる。体部との ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 器高 4.3 境に外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリ ぶい橙色④TA¥E3集石ー10. を施す。外面は黒色を呈する。

8 杯 % 口径（ 12.8) 北東壁際 口縁部は外反して立ち上がる。体部との境に ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.9 外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施 ④TA¥E3集石ー54. す。

, 杯 略完 口径 11.5 北東寄石 体部は外反して立ち上がる。体部との境に外 ①細砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 4.2 組中 稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 質③橙色④TA¥E3集石ー 1. 器表の摩滅が著しい。

10 杯 烙 口径 (12.0) 中央西寄 口縁部は直線的に外反する。体部との境に外 ①細砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 4.3 稜を持つ。器表の摩滅が著しい。 質③橙色④TA¥E3集石-18. 
11 杯 略完 口径 12.3 北東壁寄 口縁部は強く外反する。体部との境に外稜を 疇砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 4.0 もつ。器表の摩滅が著しい。 質③橙色④TA¥E3集石-16. 
12 杯 略完 口径 1 1. 6 北東壁寄 口縁部は直線的に開く。体部との境に外稜を ①細砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 4.2 もつ。器表の摩滅が著しい。 質③橙色④TA¥E3集石ー22. 
13 杯 略完 口径 10.9 参考 口縁部は外反して立ち上がる。体部との境に 詞砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 4.5 にぶい外稜をもつ。口縁部の一カ所は片口状 質③橙色④TA¥E3集石ー2. に突出している。器表の摩滅が著しい。

14 杯 % 口径(11. 8) 中央西寄 ロ縁部は直線的に開く。体部との境に外稜を ①砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 4.2 もつ。外底は非回転のヘラケズリを施す。 色④TA¥E3集石ー14

15 杯 % 口径 11.9 北東壁際 口縁部は外反して立ち上がる。体部との境に ①細砂粒を含む②酸化、軟

土師器 器高 3.6 外稜をもつ。外底は非回転のヘラケズリを施 質③橙色④TA¥E3集石ー21. す。器表の摩滅が著しい。

16 杯 ｽ 口径 (118) 北東壁際 口縁部は内湾して立ち上がる。口唇部の内側 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 4.0 は丸く納める。外底は非回転のヘラケズリ、 い橙色④TA¥E3集石ー15

• 内面は強いヨコナデを施す。

17 鉢？ 口縁部 口径（ 18.9) 中央北寄 底部を欠く。体部に丸みがあり、口縁部は屈 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 小片 現存高6.0 曲して外反する。屈曲部以下の外面はヘラケ い橙色④TA¥E3集石ー76
...... ズリ、内面は丁寧なナデを施す。
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田端地区 E 区 (3 号集石）

番号 器 種 遺存 法 星 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

18 鉢 体部 ...... 中央西寄 口縁部を欠く。体部の下位に丸みをもつ。ロ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

上師器 ～底部 現存商7.3 縁部直下にわずかな段をもつ。内面は丁寧な い橙色④TA¥E3集石-30

• ナデを施す。

19 高 杯 脚部 現存高6.0 参考 杯部を欠く。鉢状の杯部か。脚部と杯部の接 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 底径 12.2 合部は粘土が詰まっている。脚部は強く開く。 い橙色④TA¥E3集石ー36

20 高 杯 脚部 .... .. 参考 杯部の大半を欠く。脚部は水平近くまで開く。 ①細砂粒を含む②酸化③に

土師器 現存高5.8 杯部との接合部外面はタテ方向のナデを施 ぶい橙色④ TA¥E3集石

底径 1 1. 8 す。杯部内底は丁寧なナデを施す。 -46 

21 壺 ｽ 口径 (8.3) 北寄中央 口縁部は直立する。体部は丸く、底部中央を ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 7.8 欠く。口唇部は丸く肥厚して外方へ向く。器 色④TA¥E3 集石ー34. 表の摩滅が著しい。

22 甕 % 口径 (9.4) 北東壁際 小型甕。口縁部は直立し、体部は丸い。外底 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 8.6 は丸く突出する平底。外面はヘラケズリ、内 い橙色④TA¥E3集石ー33

• 面はナデを施す。

23 台付甕 ｾ 口径 11.0 参考 脚台部をもつ。本体は小型の甕で口縁部は歪 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 123 む。体部外面はタテ方向のナデ、内面はナデ い橙色④TA¥E3集石ー41

底径 8.1 を施す。脚部の仕上げは雑である。

24 甕 % 口径（14.6) 参考 口縁部の大半を欠く。口縁部は短く、わずか ①砂粒を含む②酸化③明褐

土師器 器高 13.3 に外反する。体部外面はタテ方向のヘラケズ 色④TA¥E3集石ー40. リ、内面はナデを施す。

25 甕 底部 ...... 中央西寄 体部中位以上を欠く。外底中央部が径5 5cmほ ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 現存高5.8 ど突出し、木葉痕に似た圧痕がある。内外面 い橙色④TA¥E3集石ー29

• とも器表の摩滅が著しい。

26 甕 口縁部 口径 (16.3) 中央北寄 体部以下を欠く。口縁部は「く」字状に外反 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

上師器 ｼ 現存高5.7 する。体部外面はヘラケズリを施す。口唇部 い橙色④TA¥E3集石ー57

•••••• に凹線がある。

27 甕 口縁部 口径 (18.2) 参考 頸部以下を欠く。口唇部に凹線がある。「く」 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 小片 現存高6.3 字状に外反する口縁部の可能性がある。器表 ④TA¥E3集石ー58
...... の摩滅が著しい。

28 甕 ｼ 口径 (18.1) 北東壁寄 体部¾を欠く。体部に丸みがなく、口縁部は ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 器高 316 緩く外反する。体部外面はタテ方向のヘラケ い橙色④TA¥E3集石ー43

底径 7.0 ズリを施す。

29 甕 底部 •••••• 中央北寄 体部中位以上を欠く。体部にやや丸みがある。 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高15.1 外底は凸レンズ状を呈する平底である。内外 ④TA¥E3集石ー42

底径 9. 7 面に丁寧なナデを施す。

30 甑 底部 ...... 中央南西 体部中位以上を欠く。焼成後に穿孔した甑孔 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 現存高3.1 寄 がある。径3.0cm。外底は凸レンズ状の平底を ④TA¥E3集石ー35

底径 7 5 呈する。

31 鋤 先 略完 中央壁際 先端部の幅14 0cm、長さ 9.6cmが遺存する。先端部両端は尖り気味で、柄部

鉄 製 の両端も角張っている。柄の挿入部は二股状に別れているが、サビのため

観察不足である。柄挿入部の厚さ1. 0cm、身の幅は先端部付近で3.1cmであ

る。先端部にある丸いものはサビの膨れである。
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遺物観察表

寺東地区第 1 号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 13.0 蓋受けに丸みがあり、口縁部は内傾して立ち ①砂粒を含む②還元③灰色

須恵器 器高 4.2 上がる。外底は右回転のヘラケズリを施す。 ④TE¥掘1-2. 底部中央は焼成時の歪みをもつ。

2 杯 口縁部 口径(11 .8) 体部と口縁部との境に段をもつ。口縁部は直 ①砂粒を含む②酸化③明褐

土師器 ～体部 現存高3.7 線的に開く。外底は非回転のヘラケズリを施 色④TE¥掘1-3

ｼ ...... す。

3 杯 口縁部 口径（132) 底部中央を欠く。偏平な体部に外反する口縁 ①精良②酸化③暗褐色④

土師器 ～体部 現存高2.6 部をもつ。内外面とも黒色処理を施す。 TE¥掘1-5

% ...... 

寺東地区第22 • 29 • 52 • 59号土坑出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 % 口径 (13.7) フク土 口縁部は内傾して立ち上がる。蓋受けは水平 ①白色粒子を含む②還元③

須恵器 器高 4.5 方向に延びる。外底にヘラ記号がある。外底 灰色④TE¥22坑ー 1. は右・回転のヘラケズリを施す。

2 杯 口縁部 口径 (12.3) フク土 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部は ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 怜 現存高3.8 屈曲して立ち上がる。外底はヘラケズリを施 色④TE¥29坑ー 1

•••••• す。

3 壺？ 底部 現存高3.5 フク土 壺または甕の底部。外底は0.5cmほど突出す ①細砂粒を含む②酸化、硬

土師器 底径 5.4 る。内底はナデまたはヘラ磨きを施す。 質③橙色④TE¥29坑ー 1

4 甕 口縁部 口径 (2 1.7) フク土 丸胴の甕。体部は丸く張り、口縁部は「く」 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 現存高26.2 字状に外反する。体部内面は丁寧なナデ、外 い橙色④TE¥52坑ー 1

ｽ ...... 面はヘラケズリを施す。

5 杯 略完 口径 12.1 フク土 半球形に近い体部に直線的に開く口縁部をも ①砂粒を含む②酸化③浅黄

土師器 器高 5.5 P6 つ。体部と口縁部との境に段をもつ。外底は 橙色④TE¥59坑ー 1. 非回転のヘラケズリを施す。

6 杯 底部片 現存高1. 6 フク土 口縁部を欠く。外底にヘラ記号をもつ。 ①白色粒子を含む②還元③

須恵器 . 黄灰色④TE¥59坑ー2

寺東地区第53号土坑出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 蓋 略完 口径 9.6 フク土 体部の一部を欠く。宝珠形の偏平なツマミを ①白色粒子を含む②還元③
須恵器 器高 2.9 もつ。蓋受けと口縁部はほぼ同じ高さである。 灰色④TE¥53坑-3

蓋受径11.9 天井部外面に右回転のヘラケズリを施す。

2 杯 口縁部 ...... フク土 底部中央を欠く。体部と口縁部との境ににぶ ①砂粒を含む②酸化③明褐

土師器 ～体部 口径(11 .2) い外稜をもつ。口縁部は短く立ち上がる。 色④TE¥53坑ー2

蛉 現存高2.8

3 甕 体部片 ...... フク土 口縁部・底部を欠く。外面はヘラケズリ、内 ①砂粒を多く含む②酸化③

土師器 現存高23.5 面は丁寧なナデを施す。 明褐色④TE¥53坑ー 1
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寺東地区 (1 号掘立柱） (22 • 29 • 52 • 59 • 53 • 54号土坑）

寺東地区第54号土坑出土遺物観察表

番号 器 種 遺存 法 量 出土位置 特 徴 ①胎土②焼成③色調④備考

1 杯 ｽ 口径(10.2) フク土 部と口縁部との境に段をもつ。内外面とも黒 ①細砂粒を含む②酸化

土師器 器高 4.4 Pl5 色処理を施す。外底は非回転のヘラケズリを ③褐灰色④TE¥54坑ー9. 施す。丁寧な仕上げ。

2 杯 % 口径 (125) フク土 体部と口縁部との境に段をもつ。口縁部は外 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 器高 3.8 反して立ち上がる。外底は非回転のヘラケズ ④TE¥54坑-6. リを施す。

3 杯 ｽ 口径 (11.6) フク土 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口縁部は ①砂粒を含む②酸化③橙色
土師器 器高 4.2 強く外反する。外底は非回転のヘラケズリを ④TE¥54坑ー7. 施す。

4 高 杯 % 口径（12.2) フク土 低い台脚をもつ。体部は緩やかに開き、口縁 ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 器高 5.9 部は屈曲して強く外反する。脚部外面はタテ 色④TE¥54坑ー8

底径 (5.9) 方向のヘラケズリを施す。

5 互·ギ 体部片 フク土 壺肩部の小片。外面はタタキ目をもち、内面 ①精良②還元、硬質③黒褐

須恵器 下位に当て具痕を残す。割れ口はアズキ色を 色④TE¥54坑ー41

呈する。

6 杯 口縁部 口径 (17.5) フク土 体部と口縁部との境に外稜をもつ。口唇部は ①細砂粒を含む②酸化③橙

土師器 ～体部 現存尚80 丸く仕上げる。内面はナデ、外面は丁寧なへ 色④TE¥54坑ー19

培 . ラケズリを施す。

7 甑 口縁部 口径 25.1 フク土 底部を欠く。口縁部は緩く外反し、体部は直 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高23.0 線的にすぽまる。体部内面はヘラ磨き、外面 ④TE¥54坑—42

% ...... はタテ方向のヘラケズリを施す。

8 甕 口縁部 口径 (20.2) フク土 体部下半以下を欠く。口縁部は強く外反して ①砂粒を多く含む②酸化③

土師器 ～体部 現存高12.0 水平近くまで開く。体部外面はタテ方向のヘ にぶい橙色④TE¥坑54-5

% ...... ラケズリを施す。

, 甕 口縁部 口径 22.2 フク土 体部下半以下を欠く。体部は直線的で、口縁 ①砂粒を含む②酸化③橙色

土師器 ～体部 現存高11.6 部は「く」字状に開く。体部外面はタテ方向 ④TE¥54坑ー3

ｽ ...... のヘラケズリ、内面はナデを施す。

10 甕 口縁部 口径 (19.5) フク土 体部下半以下を欠く。体部から口縁部へ向 ①砂粒を含む②酸化③灰褐

土師器 ～体部 現存高7.4 かって緩く外反する。体部外面はタテ方向の 色④TE¥54坑ー2

ｽ ...... ヘラケズリ、内面はヨコナデを施す。. 
11 甕 口縁部 ...... フク土 体部下半以下を欠く。体部から口縁部へ向 ①砂粒を含む②酸化③にぶ

土師器 ～体部 口径 (20.2) かって緩く外反する。頸部にナデの痕跡を残 い褐色④TE¥54坑—4

ｼ 現存高8.3 す。

12 甕 底部 ...... フク土 体部上半以上を欠く。厚手の底部で、内底に ①砂粒を多く含む②酸化③

土師器 現存高7.9 ナデを施し、外面の調整は不明。 5mm大の砂粒 灰褐色④TE¥54坑ー1

底径 6.5 も含む。
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写真図版





図版 289 

田端地区 E 区住居跡（東から）



図版 290 

田端地区 E 区 住居跡（西から）



図版 291 

グ

田端地区 E 区 住居跡（南から）



図版 292 

田端地区 E 区 住居跡（北から）



図版 293 

田端地区 E 区 住居跡掘形（南から）



図版 294 
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田端地区 E 区 4 号住居跡（北から）

：／ペ

同上掘形



図版 295 

田端地区 E 区 5 号住居跡（北から）

6 号住居跡（東から）



図版 296 

田端地区 E 区 7 号住居跡（北西から）

同上カマド



図版 297 

田端地区 E 区 9 号住居跡（1) （北西から）

同上A·B カマド(2)



図版 298 

田端地区 E 区 9 号住居跡(3)C カマド

10号住居跡カマド（西から）
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田端地区 E 区 11号住居跡（西から）

12号住居跡（西から）
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田端地区 E 区 13号住居跡（北から）

" 

14号住居跡（北から）



図版 301 

田端地区 E 区 16号住居跡（西から）

17号住居跡（東から）



図版 302 



図版 303 

田端地区 E 区 19号住居跡カマド

20号住居跡（北東から）



図版 304 

田端地区 E 区 21号住居跡（西から）

22·23号住居跡（西から）



図版 305 

田端地区 E 区 24号住居跡（北から）

26号住居跡（西から）



図版 306 

田端地区 E 区 28号住居跡（西から）

29号住居跡（西から）



図版 307 

田端地区 E 区 30号住居跡（北から）



図版 308 

さ

田端地区 E 区 32号住居跡（北から）

同上カマド



図版 309 

田端地区 E 区 34号住居跡（北から）

35号住居跡（北から）



図版 310 
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寺東地区 3 次調査住居跡群（束から）



図版 311 

寺東地区 4 次調査南側道住居跡群（西から）



図版 312 
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寺東地区 3 次調査本線敷住居跡群（1) （東から）

3 次調査本線敷住居跡群（2) （西から）



図版 313 

寺東地区 1 a ·lb 号住居跡（北から）

同上



図版 314 

寺東地区 4 号住居跡（北から）

10号住居跡（1) （西から）



図版 315 

寺東地区 10号住居跡(2) カマド（南東から）

11号住居跡（南西から）



図版 316 
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14号住居跡（東から）



図版 317 

寺東地区 15号住居跡（西から）

同上カマド



図版 318 

以滋ご］
寺東地区 16号住居跡カマド（西から）

17号住居跡（西から）



図版 319 

寺東地区 18号住居跡（東から）

19号住居跡（北東から）



図版 320 
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寺東地区 20号住居跡（南から）

一·21·22号住居跡（東から）



図版 321 

寺東地区 30号住居跡（南から）

31号住居跡（南から）



図版 322 

寺東地区 33号住居跡（西から）

35号住居跡（南から）



図版 323 

寺東地区 37号住居跡（西から）

39·40号住居跡（南西から）



図版 324 
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寺東地区 41号住居跡（北東から）

42号住居跡（南東から）



図版 325 

寺東地区 43号住居跡（北西から）

44·45号住居跡（北東から）



図版 326 

寺東地区 46号住居跡（南西から）

47号住居跡（北東から）



図版 327 

寺東地区 48号住居跡（南西から）

42·49号住居跡（1) （南から）



図版 328 

寺東地区 49号住居跡(2) カマド

51号住居跡（西から）



図版 329 

寺東地区 59号住居跡（南西から）

62号住居跡（南西から）



図版 330 

寺東地区 63·64号住居跡

同上カマド
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寺東地区 39号住居跡（1) （西から）

39号住居跡（2) 39号住居跡(3)



図版 332 

寺東地区 97号住居跡（1) （西から）

97号住居跡（2) （南から）
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寺東地区 97号住居跡（3)

97号住居跡(4)
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5 田端地区 E 区 6 号住居跡出土遺物(1)
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田端地区 E 区 6 号住居跡出土遺物(2)
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田端地区 E 区 7 号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区 9 号住居跡出土遺物
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 田端地区 E 区10号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区12号住居跡出土遺物（ 1)
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田端地区 E 区12号住居跡出土遺物(2)
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37 38 

田端地区 E 区12号住居跡出土遺物（3)

39 

l 田端地区 E 区14号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区16号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区19号住居跡出土逍物
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田端地区 E 区22号住居跡出土遺物
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 田端地区 E 区23号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区26号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区28号住居跡出土遺物
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l 田端地区 E 区29号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区30号住居跡出土遺物

4
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

, 

10 
田端地区 E 区32号住居跡出土遺物（1)
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田端地区 E 区32号住居跡出土遺物（2)
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田端地区 E 区35号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区37号住居跡出土遺物
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寺東地区1 a 号住居跡出土遺物（ 1)
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15 寺東地区1 a 号住居跡出土遺物(2)
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寺東地区1 a 号住居跡出土遺物(3)
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寺東地区1 b 号住居跡出土遺物
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寺東地区 4 号住居跡出土遺物
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寺東地区10号住居跡出土遺物
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寺東地区15号住居跡出土遺物
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寺東地区16号住居跡出土遺物 寺東地区18号住居跡出土遺物
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3 寺東地区19号住居跡出土遺物(1)
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寺東地区19号住居跡出土遺物（2)
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寺東地区20号住居跡出土遺物（1)
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寺東地区20号住居跡出土遺物(2)
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寺束地区21号住居跡出土遺物
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寺東地区30号住居跡出土遺物
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寺東地区31号住居跡出土遺物(1)
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寺東地区31号住居跡出土遺物（2)
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l 寺東地区33号住居跡出土遺物
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寺東地区35号住居跡出土遺物(1)
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寺東地区35号住居跡出土遺物（2)
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寺東地区35号住居跡出土遺物（3)
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寺東地区37号住居跡出土遺物
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寺東地区39号住居跡出土遺物
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寺東地区40号住居跡出土遺物（1)
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寺東地区40号住居跡出土遺物（2)
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寺東地区41号住居跡出土遺物
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寺東地区42号住居跡出土遺物
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寺東地区43号住居跡出土遺物
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寺東地区44号住居跡出土遺物
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寺東地区46号住居跡出土遺物
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1 寺東地区47号住居跡出土遺物
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寺東地区48号住居跡出土遺物（ 1)
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寺東地区48号住居跡出土遺物（2)
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寺東地区49号住居跡出土遺物（1)
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寺東地区49号住居跡出土遺物(2)
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寺東地区51号住居跡出土遺物（1)
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寺東地区51号住居跡出土遺物
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寺東地区55号住居跡出土遺物

2 寺東地区57号住居跡出土遺物
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寺東地区62号住居跡出土遺物
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寺東地区59号住居跡出土遺物
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寺東地区64号住居跡出土遺物
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田端地区 E 区 3 号集石出土遺物（2)
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田端地区 E 区 3 号集石出土遺物（3)
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寺東地区54号土坑出土遺物
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田端地区 B 区97号住居跡出土遺物
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田端地区 B 区縄文時代遺構外出土遺物(1)土器
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田端地区 B 区縄文時代遺構外出土遺物(2)土器
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田端地区 B 区縄文時代逍構外出上遺物(3)土器
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田端地区 B 区縄文時代遺構外出土遺物(4)石器
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